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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「兄さん、起きて！　時間だよ！」

　全国の男子諸君。うらやむがいい。

　僕はいま、妹に起こされるというシチュエーションの中にいるのだ。

　夢ではない。現実だ。もう目は覚めている。ただ、この現実ってのがくせものでね。そうそううまくいかないんだよ。

　薄うす目めを開けてみると、ふとんにくるまった僕に馬乗り状態のメガネっ娘この姿が。ただし、メガネに度が入っていないのを僕は知っている。

　どうやら外は雨が降っているようで、部屋の中は薄暗いが、これだけ至近距離で僕にまたがってもぞもぞと動かれると、ちらちらスカートの中が見える。

　いくら兄妹きようだいだからって、中学二年にもなるレディにしてはおてんばが過ぎるだろう。

　妹属性を持っている人にとってはお約束のシチュエーションなのかもしれないけど、実際に妹がいる僕にはあまり分からない感覚である。

「うーん、愛あ好こ、もうちょっとだけ」

　薄目を開けてなんとも楽しげな妹の顔をちら見してから、ためしにシチュエーションの萌もえ度を上げるような言葉を投げかけてみる。

　もしかしたら、僕も妹萌えに目覚めるかもしれない！

　さあ、うちの妹はどんなかわいいことを言ってくれるのだろうか！　期待!!

「早く起きないと、アソコに山やま芋いも突っ込んでかゆくさせちゃうよ？」

　よし、どなたか、うちの妹とあなたの妹を交換しませんか。僕、常つね村むら良りよう人と宛あてで、お便り待ってます！

　ちくしょう！　やはりうちの妹に萌えなんか期待しても無む駄だだったか…………。しょせん、現実なんてこんなもんさ！

「おはよう愛好！　ありがとう、もう起きたから！」

　上体を起こして、愛好を押しのける。

「安心して兄さん。山芋はちゃんといいやつ使うから」

「いいやつってなんだよ。あー、なんかあったな。なんてったっけ。じ…………じ…………」

　じねんじょ、だっけか。あれめっちゃ長いじゃん！　突っ込んでって、どこまで!?

「あ、ごめん。兄さん痔じだったの？　痔じ主ぬしだったの？　それじゃあ無理だね」

「痔主ってなに!?」

「固定資産税はどれくらい？」

「固定資産税!?　しりに!?　ねーよそんなもん!!」

　なったことないよ！　とってもツライらしいね！

「食べ物を粗そ末まつにすると怒られちゃうから、使用後の山芋はちゃんとおいしく食べてね？」

「なんとか怒られないようにフォローしようとしてるけど、すでに手遅れでしょ！　使用とか言っちゃってんじゃん！」

　起き抜けにツッコミは疲れるぞ…………。おかげで、目はばっちり覚めたみたいだけど。

「兄さん、おっきした？」

「ん？　ああ、起きたけど…………」

　愛あ好この目線が、つつつ、と僕の下半身へ。

「どこの話だよ！　もういいから！」

「よくないよ！　おっきしてるのが男性の朝の生理現象が原因なのか、妹のパンツを見てしまった影えい響きようなのか、とても大事な話だよ！」

「そもそも大きくなってないから！」

「まさか兄さん、不全…………」

「出ていけ！　僕の部屋から出ていけ!!」

「ちょっと兄さん、その言い方はないんじゃない？　起きられないかもしれないから、起こしてくれって頼んできたのは、兄さんの方でしょ？」

　目覚まし時計は午前十一時をまわっている。

　昨夜ゆうべ設定したアラームの時間をとうに過ぎていることから察するに、寝ぼけて止めてしまったらしい。あ、一個だけ噓うそついた。設定したのは昨夜じゃなくて、明け方だ。ちょっとゲームに熱中しすぎたんだよね。

　最悪の場合も考えて、昨日きのうの晩飯の時に愛好に頼んでおいたのだ。よかったよかった。

「だから、ありがとうって言ったろ。っと、やべ、早く準備しないと」

「今日きようはまどかさんと待ち合わせしてるんだっけ」

　まどかさん。

　音おと無なしまどかさん。

　職業、声優。

　うちの隣となりに住んでいる、大人気のアイドル声優さんだ。

　なんだか分からないまま、一緒にインターネットラジオをやることになってしまったお相手である。

　音無源げん太たという超有名俳はい優ゆうを父親にもつ彼女は、その影響で業界内でも気を遣つかわれる存在になってしまっているのだとか。そんな中、無ぶ遠えん慮りよな僕のツッコミが、どうやら音無さんの琴きん線せんに触れたらしい。

　そう、彼女はツッコまれるのが好きなのだ。

　どこがどう評価されたのか僕にはさっぱり分からないが、ラジオでは音無さんの相あい方かたということになったのである。

「待ち合わせっつっても、仕事だけどな」

　べつに、デートとかそんなんではない。

　僕がパーソナリティを務めることになったラジオは『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』というラノベのアニメ化に伴い始まったものだ。

　今日きようは、そのラノベを出版しているオール・Ａメイク・ＭワールドＷの編集部へとお邪じや魔まする予定なのである。というのも、隔かく月げつで出版している雑誌のグラビアに音おと無なしさんが抜ばつ擢てきされたらしく、ついでにラジオの宣伝もさせてもらえることになったのだとか。

　内容は、パーソナリティである僕と音無さんに編集部の人がインタビューをする形式らしい。

「わーお、なんか仕事とか言っちゃって、かっこいー」

「茶化すなよ」

「今日はインタビューなんだっけ？」

「そう、音無さんと。編集部の人にな」

「じゃあさ、わたしが服選んであげよっか？」

「いいよべつに、服なんていつもので」

「えー、ちょっとはおしゃれして行こうよー」

　うーん。愛あ好こが言うことも分からなくはない。編集部の人って聞くと、なんかセンス良さそうだし。だっさい服着てったら笑われちゃうかなあ。

「あれ？　兄さん、いつもどんな服着てたっけ」

「べつに、普通のだけど」

「普通のスカートだっけ？」

「普通の男子高校生は、普通にスカートを穿はいたりはしないと思うんだが！」

「っていうか、いつも服着てたっけ」

「着てるだろ！　裸ら族ぞくじゃないんだから！」

　インパクトありすぎだろ！　逆に忘れられねえよ！

「だって兄さん、裸はだか好きなんでしょ？」

「今度は露ろ出しゆつ魔ま扱いかよ！」

「いや、兄さんの部屋にある本ってさ、だいたい女の子が裸になってるから」

「そういう意味か！」

　だいたいっていう言い方は、ちょっと割合が多すぎないか？　そりゃあ、そういう本もあるけどさ。そんなに……多くは……な、ないんじゃないかな？

　そもそもさ、最近出版される本にそういうシーンが多いんだよ。それがいけないんだよ。僕のせいじゃないんだよ！　女の子のセクシーな描写が、本を買うと載ってるんだもん。しょうがないじゃん！　がんばれ出版業界。もっとやれ！

「よっし、じゃあ、どれがいいかなあ」

　勝手に僕の部屋のクローゼットを開ける愛好。まあ、いいけど。見られたくないものは奥の方にしまってるし。というか、なんかもう知られてるみたいだし。

「べつにいいって。自分で選ぶから」

「パチって、写真撮ってもらえるかもしれないじゃん！」

「載らないから、僕の写真なんて」

　と、勝手に思い込んでたけど……の、載らないよな？　もし撮ろうとしたら、全力で阻そ止ししようっと。

「いいじゃん、顔出したくないなら、こうやれば…………」

　こちらを振り向いた愛あ好こは片手で目元だけを隠す。

　手のひらはこちらを向いている。

　つまり────。

「なんでちょっと妖あやしい雰ふん囲い気きを出してんだよ。そういう雑誌じゃないから！」

　まあ、あの雑誌、パンチラや肌はだ色いろのイラストはわりと多いかもしれないけど！

「うそうそ、わたしも友達の家でその雑誌ぺらぺらーって見せてもらったことあるから、知ってるよ。あ、兄さん、時間大だい丈じよう夫ぶ？」

「おっと、そうだな」

　遅刻でもしようもんなら、音おと無なしさんにまた、ぶちぶちと文句を言われてしまう。

「そろそろ、おさまった頃ころでしょ」

「見るな！　指をさすな！　変な気を遣つかうな！」

　いつまでも居座ろうとする妹の背中を押して、部屋から追いだす。

　せっかく余裕をもって起こしてもらったのに、急がないといけないようだ。




　ＪＲ新しん宿じゆく駅南口改札を出た。

　天気はあいにく……というか、ところにより警報がでているほどの豪ごう雨う。

　今日きようが休日ということもあり、改札前はとんでもない人ひと混ごみだ。雨を避けるように、待ち合わせの人たちもみんな、屋根のあるところに集まってしまっているからだろう。

　この辺りで音無さんと待ち合わせをしているのだけど。

　あ、いたいた。

　これだけ人があふれかえっている場所で、ひときわ存在感を放っているように感じるのは、僕が彼女のファンだからというだけではないだろう。

　ロングスカートに、上は白いシャツ。防寒よりもデザインを重視した、編み目の大きなレースのカーディガンを羽は織おった音無さんを発見。

　ベレー帽をぼてっとさせたような帽子をかぶっている。今日はおなじみのサイドポニーに結ってはいないようだ。

　この湿気だというのに、ふんわりゆるゆるのウェーブがかかった長い髪。どういうことなんだろう。

　美人は汗をかかないとよく言うが、どんな環境でもセットしたままをキープする特殊能力でも会え得とくしているのだろうか。

「こんにちは、良りよう人とくん」

「すいません、お待たせしました」

　先にあいさつをしてくれたのは、音おと無なしさんの隣となりに立っていたスーツ姿の女性である。音無さんのマネージャー、芹せり沢ざわさんだ。

　どんな時でもびしっとスーツを着こなしていてかっこいい大人おとなの女性なのだが、時折世間とずれたところも見せてくれる。

「素人しろうとのくせに、あたしを待たせるなんていい度胸ね」

　にこやかにあいさつを交わした芹沢さんとは雲うん泥でいの差。はなっからテンション低め、ご機嫌ななめな音無さんである。

「えっと、まだ待ち合わせの五分前なんだけど…………」

「あんたがさっさと来ないせいで、何人にナンパされたと思ってんのよ」

　有名人をナンパするなんて、いい度胸だな。どこのどいつだよ。

　そいつ、声をかけたのが有名人だってことに気づいてなかったのかも。

　最近は顔を出すことも多くなったとはいえ、音無さんは声優である。秋あき葉は原ばらならまだしも、新しん宿じゆくでは、顔だけぱっと見て音無まどかだと分かる人はそういないんだろう。

「あの、けっこうお待たせしちゃいました？」

「いいえ、いま来たところよ」

「五分もね」

　こういう場合の返答は、芹沢さんの返しが適切だと思う。当然、前者が芹沢さんだ。

「ったく、五回もナンパされたわよ」

　一分に一回かよ。音無さんに声をかけるのに、順番待ちの行列でもできてたんかね。

「あーあ、やっぱ車出してもらえばよかった。天気も悪いし、最悪」

　腕を組む音無さんを見て、ふと尋たずねてみた。

　最近は、音無さんに会うたびに、気づくたびに訊きいていることだ。

「今日きようはあのタコ、いないの？」

　僕が言うタコとは、音無さんの周りにたびたび現れる怪奇現象のことである。

　赤い体に、突きでた口。

　人の言葉をしゃべる未確認生物。

　僕がタコのことを音無さんに尋ねると、かならず彼女はこう返す。

「は？　タコ？　あんたなに言ってんの？」

　音無さんが知らないはずないんだ。音無さんがあのタコに向かって「お父さん」と言っている現場を見たことがあるわけだし。

　それだけじゃない。僕にもタコの姿が見えて、声も聞こえることに音おと無なしさんは少なからず驚おどろいていたのだから。

　そうだ。マネージャーの芹せり沢ざわさんなら、音無さんとも付き合い長いし、なにか知ってるかもしれない。

「芹沢さんは知りませんか？　タコのこと」

「…………タコ？　昔、敵対していたチームのリーダーがスキンヘッドだったから、私たちはタコって呼んでいたのだけど…………アイツのことじゃないわよね。ごめんなさい。分からないわ。…………けっ、やなやつの顔を思いだしたわね…………」

　まったくもって不思議である。

　とくに音無さんへと目め配くばせをしたわけでもなく、本当に不思議そうに芹沢さんは答えた。ごまかされたってわけじゃなく、本当に知らないんだろうな。

　あと、なんだかぶつぶつ言ってたことに関しては聞かなかったことにする。芹沢さんの過去と年齢については、触れてはいけないのだ。

　うーん。となるとやっぱり、僕にしか見えていないのだろうか。あのタコ。

　唯ゆい一いつ謎なぞを解く鍵かぎを持っている音無さんがなにも教えてくれないので、いつも正体は分からずじまいなのだ。

　しゃべって、動くタコ。

　他ほかの人には姿が見えない。

　他の人には声が聞こえない。

　音無さんの「お父さん」という呼び方。

　音無さんの父親である、俳はい優ゆうの音無源げん太たは、十二年前に亡なくなっている。

　これらの数少ない情報から、僕が推測するに…………。

　いや、やめておこう。頭がおかしいやつと思われてしまう。まんがやアニメ、ラノベの見すぎなんだ僕は。

　それに、僕がタコを見たのは、寝ぼけてたり、極度の緊きん張ちようの中だったからなあ。

　か、勘かん違ちがいだったのさ。きっと。

「じゃ、行きますか…………」

　外は相変わらず土砂降りの雨。

　どんなに空を睨にらんでも気分は晴れないし、雲も晴れない。ついでに、僕の疑問も一向に晴れないのだった。




　オール・メイク・ワールドの編集部は、駅から歩いて十二、三分ほどらしい。

　ただし、駅から地下道で繫つながっていたりもしないので、この雨の中、外を歩いていくしかないらしい。

　しかたなく傘かさをさして駅を出発することにした。

　家電量販店や飲食店が立ち並ぶ繁はん華か街がいを抜けて数分歩くと、とたんに雰ふん囲い気きは一変。高層ビル群が現れた。

　傘を傾けて高層ビルを見上げる。こんなところに勤めてるのは、きっといい大学を出たエリートばっかなんだろうな。さっきから周りを歩いているのは、スーツを着た人ばかりだし。

　そこへきて普段着の僕。正直、場違いもいいとこだ。

　こんなところで働くなんてすごいなと思う反面、休日だというのにスーツを着て出勤なんて…………。エリートも考えものかもしれない。

　突然吹く強風に気をつけながら、前傾姿勢で高層ビル群の合間をぬって歩く。

　新しん宿じゆく中ちゆう央おう公園の前に車をとめ、優ゆう雅がに昼寝をしているタクシーの運ちゃんたちを横目で見つつ、やっとオール・メイク・ワールド編集部の入ったビルに到着。

　悪天候のせいもあり、ちょっと時間がかかったかもしれない。

　編集部のある建物もなかなかの高層ビルで、自動ドア越しに中を覗のぞけば、ロビーなんかとんでもなく天井が高い。

　ただ、さすがにデパートなどとは違い、傘用のビニール袋は用意されていないようだ。

　ぴかぴかに磨みがかれた床のタイルを汚してしまうのはなんだか気がひけてしまうので、中へ入る前にカバンや服についた水滴をはたいて落とすことに。

「あ…………」

　そこで気づいた。

　豪ごう雨うとビル風のせいで、傘はその役目の半分も果たしていなかった。

　つまり、僕ら三人はびしょ濡ぬれ状態である。

　そんななか、白いシャツを着ていた音おと無なしさんは…………。

「まどか、透けちゃってるわよ」

「ん？　きゃっ！」

　芹せり沢ざわさんに指摘され、音無さんは自身の胸元へと視線を下ろす。

　と思ったら、ナンデスカその恐こわい目は！　不可抗力って言葉、知ってますよね!?

「いや、ちょっと待って音無さん！　その……事故みたいなものでしょ？　ほら、雨のせいじゃん！」

　緑と白のチェック柄がはっきりと見えました。

　透けて見えるというのがまた非常に扇せん情じよう的で、セクシーさよりもかわいさを重視したデザインであるはずのブラジャーは健康な男子である僕の視線を釘くぎ付づけにする！

　羽は織おっているレースのカーディガンでは、編み目がざっくりしすぎて隠しきることができないようで、濡れて張り付いたシャツは肌はだの色さえもうっすらと周囲に大サービスだ。

　普通に下着姿を見るよりも刺激的。

　そうか、これが自然の驚きよう異いというものか！

　おおいなる大自然の力を味方につけた音おと無なしさんを前にして、ただの男子高校生でしかない僕は本能に忠実になるしかないのだ。

　慌あわてて弁解し、言い訳をしながらも、僕は視線を音無さんの胸元から外すことができない！

「お、音無さん。待って！　その構えた傘かさをどうするつもり!?」

　カバンで胸元を隠されたことによって、ようやく僕は音無さんの行動に気をつける余裕ができた。

　音無さんは、ビニール傘をまるで剣のように、いやちょっと待て。

「それはダメだって！」

　いでええええええええええええ!!

　反射的に避よけようとしたところ、おしりを思い切り叩たたかれた！

　見られたことに関してだけではなく、ここへ来るまでに積もりに積もったうっぷんを乗せた強きよう烈れつな一撃だった！

「ちっ！」

　舌打ちとともに、音無さんは傘を投げ捨てる。しょせん安物のビニール傘。骨が折れてしまったらしい。

　そして、おもむろに手を差しだす。

　まるでオペ中の医師がメスを要求するように。

「ちょっ！　芹せり沢ざわさん！　だめだ！　音無さんに傘を渡しちゃ…………」

「ごめんなさいね、良りよう人とくん。でも、女の子の肌はだって、そうそう簡単には見れないのよ？」

「謝るくらいならやめてくだ…………ぎゃああああああああああ!!」

　二発目。

　またもおしりに。

　い、痛すぎる。

「こんな事故じゃなくて、もっとちゃんと見たかったら、がんばってね、良人くん」

　がんばるって、なにをですか芹沢さん。

「芹沢さんも余計なこと言わないの！」

「あら、まどか。でも、他人の視線を意識しないと、女はきれいになれないわよ？」

「…………………………………………ふんっ！」

　うっわー。すっごい目で見られたよ。カラスに荒らされて道路に散乱しちゃった生ゴミを見るような目だったよ、いまのは。

　そして、二本目の傘も放り投げたよ。

「か、帰りどうするんだよ！　傘壊しちゃって!!」

　しかも二本も！

「編集部にタクシー代出させるからいいわよ。インタビューなんて駅ビルの喫茶店ででも済みそうなものなのに、わざわざ雨の中をここまで歩いて来てるんだから、帰りのぶんくらい、いいでしょ」

　編集部のみなさん、これは音おと無なしさんの意見ですからね。僕はなにも言ってませんよ？

「ちょっと乾かしてくるわ」

　音無さんは芹せり沢ざわさんを連れて化粧室へと行ってしまった。

　僕もちょっと行ってこようかな。

　おしりの状態を確認しに…………。とほほ。




　音無さんと芹沢さんがトイレから戻ってきたのは、少ししてからだった。

　時間に余裕をもっては来たけれど、なんだかんだでちょうどいい時間になっている。

　ちなみに、僕のおしりには傘かさで殴なぐられた痕あとが二本、真まっ赤かに刻まれていた。

　おしりにもあざってできるのだろうか。青くなったらかっこわるいなあ。誰だれかに見せる予定はないけど。

　受付があるというフロアまでエレベーターでのぼると、芹沢さんの後に付いて廊下を進む。

　どうやら芹沢さんはすでにここへ来たことがあるようだ。

　待合室のようなところに出た。

　ソファが並んでいて、テレビが一台。アニメのプロモーション映像が流れている。

　さらに、雑誌がいっぱい。すべてオール・メイク・ワールドが出版している雑誌だ。自由に読めるようになっているらしい。

　アニメ誌や漫画雑誌、模型に声優さんの雑誌まで、あらゆるジャンルの本が一堂に会している。すべて表紙がぱっと見えるように陳列されていて、まさに豪ごう華か絢けん爛らん。

　そんななかの、一冊のファッション誌に目がとまった。

　森ガール特集と表紙に書いてある。

　なるほど、今日きようの音無さんのファッションテーマはこれか！

「すぐ来てくれるって」

　雑誌を眺ながめていた僕が振り向くと、芹沢さんが受話器を下ろすところだった。受付は内線で各部署に連絡をとるシステムらしい。

　それからほんの数分。

　陳列された雑誌の中に、大人おとなしか見ることができない一冊を見つけた僕が、それを手に取るか取るまいかと本気で悩んでいたほんの数分。

　そんな僕の様子を音無さんに気づかれ、冷たい目で見られることほんの数分。

「すみません、お待たせしました」

　編集部の人だろうか。外の天気とは似ても似つかない晴れやかな笑顔で、カジュアルな格好をした女性がやってきた。

「おつかれさまです。今日きようはよろしくお願いします」

　芹せり沢ざわさんは姿勢をただして深々と頭を下げる。

「こんにちは、おつかれさまです！」

　音おと無なしさんは帽子を脱いで、満面の笑顔。

　いやはや、この音無さんの豹ひよう変へんぶりは、何度見ても目を疑ってしまう。さっきまで傘かさの骨が折れるほど人を殴なぐっていたとは、どうやっても見えない。

　いや、あれで多少すっきりして機嫌が直ったのだとしたら、僕も殴られ損にならなくてよかったのかな。誰だれからも感謝されない、どっちにしろ損な役回りだけれど。

「あ、えっと…………お、おつかれさまです」

　そして最後に僕。なかなか慣れない。

「では、こちらへどうぞ」

　と言う女性編集者のあとに続いて、小部屋がいくつも並ぶ廊下を進む。

　ここでどれだけの作家さんが打ち合わせをして、どれだけの作品が生まれたのだろうか。

「ここで少しお待ちいただけますか」

　通された部屋には長方形の机がひとつ。その机を囲むようにイスが並んでいる。ひとつだけ置かれた観葉植物が、窓のないこの部屋に少しだけ潤うるおいを与えている。

　言われた通りに部屋の中で待つ。

　音無さんはすました顔で横に座っているけど、やっぱり僕は慣れない場所に緊きん張ちよう。

　黙だまっていると、エアコンの音にまぎれて隣となりで打ち合わせかなにかをしている声が聞こえてきたりもする。

　沈ちん黙もくに耐えられなくなり、なにか音無さんに話でも振ろうかと思い始めた頃ころに、ようやく控えめに部屋をノックする音が聞こえた。

「すみません、お待たせしました」

　お盆に紙コップ三つ。お茶を持ってきてくれたようだ。

　女性の編集さんは僕たちの前に紙コップを置くと、肩にかけていたトートバッグからノートパソコンを取りだして机の中央に置いた。

「インタビューの前に、写真のチェックをしていただいてもよろしいですか？」

　雑誌の巻頭グラビアで使うやつの候補だろう。ノートパソコンを開くと、何枚もの画像データが。

「あ、はい」

　音無さんと芹沢さんがそれぞれ写真を見ていく。

　その間、とくにすることがないので、僕も横から見てみることにした。

　なぜ見ようと思ったのか。

　その内訳を示すならば、手持ち無ぶ沙さ汰ただったという理由が二割、単純な興味が八割といったところか。

「……………………おおぅ」

　思わず声が漏もれてしまって、慌あわてて口を塞ふさぐ。

　卑ひ怯きようじゃね？

　詐さ欺ぎじゃね？

　加工とか、修整とか、してないよね？

　写真に納められた音おと無なしさんは、まさにアイドル。

　さっきまで殴なぐられていた僕が認めてしまうのはちょっとくやしいんだけど、かわいいんだよ、これが。まじで。

　アップになっている写真なんて、瞳ひとみの中で照明の光が星のように輝いている。

　口を突きだしたような表情は、アヒル口ってやつだろう。つやつやのくちびるが瑞みず々みずしい果実のよう。

　なんで平面だとこんなにかわいいんだろう。

　リアルだとあんなに暴力的なのに。

　………………………………はっ！　まじまじと見入ってしまった！

　ふと我に返って顔を上げると、横に座る音無さんが僕をじっと見ていた。「どうよ？　かわいいでしょ？」とでも言いたげな目である。

　な、なんだようるさいな。

　べ、べつに、僕はおまえの写真になんか見とれてないんだからな！

「私からはなにもないけど、まどか、大だい丈じよう夫ぶ？」

「え？　ああ、うん。問題ないみたい。きれいに撮っていただいてありがとうございます」

　芹せり沢ざわさんのおかげで、やっと音無さんの視線から解放された。

「いえいえ、こちらこそありがとうございます。じゃあ、インタビューに移りましょうか」

　女性編集者さんが、ポケットからＩＣレコーダーを出して机の中央に置いた。

　そうか。録音するのか。

　そりゃそうだよな。インタビューしながらいちいちメモとってたら大変だし。

　あとで録音したものを聞きながら文字におこすのだろう。

「すみません、本当は、小説の担当の者も来る予定だったんですが…………」

　小説の担当の人？　ああ、最初のラジオ収録の時、原作の先生と一緒にいた人か。

「なんか、作家さんに今日きよう中に原稿あがるからと言われて待っていたら朝になってしまったとかで。いまは下で倒れてます」

　た、大変なんだな、編集者さんも。朝まで待ちぼうけかよ。男の人ならまだしも、女の人も同じなのかな。いやー、大変な仕事だ。

「では始めますね」

　おっと、始まるか。

　当然だが、僕はインタビューを受けるのなんて初めての経験である。

　まあ、質問されたことに答えればいいのだから、ラジオでフリートークを振られた時と比べれば楽なのかもしれないが…………。

　ラジオと同じような緊きん張ちよう感かんに襲おそわれながらも、インタビューは始まった。










　────あの、そんなに緊張しなくてもいいですからね。

「は、はいっ」

「大だい丈じよう夫ぶです、彼、本番には強いんで」

「音おと無なしさん、ハードル上げるのやめてもらっていいですか？」

　────本日は、インターネットラジオ、『ラジオの法ほう則そく』にご出演中のお二人に、お話をうかがいたいと思います。よろしくお願いします。

「はい、よろしくお願いします」

「あ、お、お願いしまっす」

　────ではまず、『ラジオの法則』がどんな番組なのか、パーソナリティのお二人から教えていただきたいのですが。

「はい、村むら人びとくん、どうぞ！」

　いきなり僕!?

　ちなみに、「村人くん」というのは僕がラジオで名乗っているハンドルネームみたいなものだ。正式には『村人Ｂ』という。

「え、えっと。ああああの、ええっと…………」

　いきなり振られても！　番組？　どんな番組かって？　えっと、えっと。

「村人くん、あたしの写真ばっかり見てないで、集中して！」

「見てない！　まったく見てないですよ！」

「さっきまでにやにやしながら見てたじゃん！」

「たしかにさっきは見てたけど！　にやにやはしてませんよ！」

　雑誌の巻頭グラビアで使う、写真チェックの様子を横で見ていただけです、という補足説明を入れてもらうよう、インタビュアーさんにお願いしておく。変な誤解をされてしまっては困るからな。

　────あの、そろそろインタビュー始めてもいいですか？

「あ！　この写真、いま気づいたけど、ちょっと下着の線浮いちゃってませんか？」

　音おと無なしさんはインタビュアーさんを無視して芹せり沢ざわさんに一枚の写真を見せている。

「ほら、村むら人びとくん、どう？」

　と、今度はこちらへとノートパソコンのディスプレイを向ける。

「え？　どれどれ…………」

　どうだろう。ただの服のしわっぽく見えるけど。

「ほら、にやにやしてる」

「してません！」

「みんなも見ましたよね！　いまの村人くんの表情！」

「たとえしてたとしても、いまのは音無さんが振ったんでしょう！」

　映像がないんだから、本当ににやにやしてたと思われてしまうじゃないか！

　────あの、質問を、ちょっと…………。

「村人くんの写真は載らないの？」

「載りませんよ！　誰だれが得をするんですか」

「切り取って、トイレの便器の中とかに貼はるといいんじゃない？」

「ここを狙ねらってね！　って、ひどすぎる!!」

　────あの！　そろそろインタビューを始めてもいいですかねえ!!

「「…………すいません」」

　机の向かいに座っていたインタビュアーさんに、身を乗りだしてツッコまれてしまった。

　だって音無さんがボケるんだもの。

　ああ、いや、違うな。音無さんは僕の緊きん張ちようをほぐしてくれたんだ。うん、きっとそうだ。

　────こほん、失礼しました。改めまして、この番組はどんな番組なんでしょうか？

「どうしよう村人くん！」

「ど、どうしたんですか音無さん」

「毎回あまりにも自由にやりすぎていて、どんな番組なのか、と訊きかれても答えられない！」

「えーっと…………そんな番組です！」

　なんかツッコもうと思ったけど、音無さんと同じであんまり番組の内容を思いだせなかった！

　────え!?　いいんですかそれで！

「あたしがヒロイン役をやらせていただくことになった、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』のアニメ化に合わせて始まった宣伝番組です！　あんまり宣伝してないけど！」

「原作のラノベは、オール・メイク・ワールドさまから出版されています！　ここで宣伝したところで、みなさんすでにご存じだと思いますが！」

　僕と音無さんは、慌あわててフォロー。インタビュアーさんは編集部の人だし。

「僕は原作全部読んでますよ！　大好きです！」

「あ…………あ、たしも、です」

「音おと無なしさん、いま言いよどみませんでした？」

「いいえ？」

「そうですか。じゃ、いいです」

　ここは深くツッコんじゃいけないところ。僕だってそれくらいわきまえているさ。

　いやあ、ここに小説の編集さんがいなくて本当によかったなあ！

　────ははは、ありがとうございます。

「あの、いまのあたしのセリフ、うまく編集しておいてくださいね？」

「僕はいま、不正の現場を目まの当たりにしている…………」

　────えー、まあ、音無さんは大人気の声優さんですから、みなさんもご存じだと思うのですが。

「いえいえ、そんなことないですよ。あたしなんてまだまだですから」

　────みなさんが気になっているであろう、村むら人びとＢさんについてうかがってもよろしいですか？

　む。僕についてか。

「はい！　まあ、番組内でも触れてますけど、素人しろうとですよ」

　────本当に素人さんなんですか？

「そうなんですよ。びっくりですよね」

「あたしも当日知ったので、驚おどろきましたね」

「いやあ、音無さんにはお世話になりっぱなしで。ありがとうございます」

　これは本心である。心の底からそう思っている。音無さんに伝わってるかどうかは分からないけど。

　────どういった経けい緯いでパーソナリティに選ばれたんですか？

「それは…………正直、僕にも分からないんですが…………」

「スタッフの粋いきな遊び心です！」

　うまい、音無さん。実際は単なる人違いから始まったことだけど！　それを企画の一部にしてしまおうというのは、まさにスタッフの遊び心だったからね。

　────パーソナリティに選ばれた時のお気持ちはいかがでした？

「もう、なにがなんだか分かりませんでしたね。なんで僕がって気持ちと、僕でいいのかなって気持ちと…………どうすれば逃げられるのかなって」

「あたしから？」

「違いますよ！　ラジオに出させられるっていう状況からですよ！」

　────出たくなかったんですか？

「そりゃそうですよ！　恥ずかしいですし。最初の頃ころは本当に嫌いやでしたね」

　────いまはどうですか？

「いまは…………そうですね。恥ずかしいことに変わりはないですけど、楽しめるようにもなってきました。がんばっておもしろいラジオにするぞって、思えるようになりましたね。なので、みなさん！　まずは聴きいてみてくださいね！」

「あれ、村むら人びとくん、それ締めの言葉!?」

「ああ！　ごめんなさい！　勝手に締めちゃった。インタビューはまだまだ続きます！」

「まだまだ続くって言ってコマーシャル入ると、だいたい終わるんだよね」

「たしかに！　次回予告だけやって終わりってのよくありますけど！　インタブーは本当に続きますから！」

　やべ、かんだ。インタビューをインタブーって言っちゃった。

　音おと無なしさんがちょっとびっくりしたようにこちらを向く。

　いや、ははは。お恥ずかしい。

「インタブーってなんだブー」

　うへ…………。

「あの、恥ずかしいんで、拾わないでください」

「ぶぅ…………」

　な、なんだろう。萌もえられない語尾の筆頭であるはずの『ブー』だが、音無さんが言うとちょっとかわいい！　辿たどり着いたぞフロンティア！

　────では、続いて音無さんにもお話をうかがいたいのですが。

「なんだブー」

「続けんのかよ！」

　────一般の方とラジオをやるというのは、音無さんも初めてだと思うのですが、実際やってみていかがですか？

「ぶぅぅぅ。最初はびっくりだったブー」

「音無さん、まじめに答えてください。お願いだから」

「でも、いまはとっても楽しいブー。いろんなことが新鮮なんだブー」

　────それはよかったですブー。

「あんたもかよ！　ぶーぶーぶーぶー、うるせえな、この部屋！　隣となりの部屋から苦情とか来ません!?」

「村人くん、いま流は行やりのブブゼラだと思ってくれるから大だい丈じよう夫ぶだブー」

　ブブゼラ？　なにそれ？

　ブルセラの一種……ではないよな。そんなものが世間的に流行ったら大変だ。

　────ブブゼラ吹けるんですか？

「いや、ちょっとあたしはやったことないですね。ホラなら吹けますけど」

　吹くものなの？　ブブゼラって。

　────村むら人びとＢさんは？

「ラジオの話は？　ラジオの話をしてもらってもいいですかねえ!?」

　と、ツッコんだところで、音おと無なしさんが「ちょっとすみません」と言って僕に近づいてくる。

「なにしてんのよ、あんた」

「なにって、なにが？」

「あたしにツッコミなさいよ」

「はい？」

「いまあんた、あたしのボケを無視してあの人にツッコんだでしょ」

　ああ、いや、ちょっとブブゼラってのがよく分からなくて。

「勝手なことしてんじゃないわよ。あんたはあたしだけにツッコんでればいいんだから」

　と言って、音無さんはなにかにはっと気づいたように付け足す。

「べ、べつにあんたにツッコんでほしいわけじゃないんだけどさ、このインタビューはラジオの宣伝のためにやってるんでしょ？　だったら、いつものラジオのようにやらないと雰ふん囲い気き伝わらないじゃない？　そういうことよ！」

「は、はあ…………ところでさ、ブブゼラってなに？」

「は？　あっきれた。そんなことも知らなかったの？」

　なんだかよく分からないけど、とりあえずブブゼラがなんなのかだけは教えてもらった。ああ、あれね。うん、知ってた。名前が出てこなかっただけで、知ってたわ。いや本当に。

「すみませんでした」

　音無さんが女性編集者さんの方を向くと、インタビュー再開。

　────では、番組の内容について、もっとうかがっていきますね。ラジオのコーナーは、どんなものがあるんでしょうか？

「えーっと、おいしいものを食べるコーナーと、高級なものを食べるコーナーと……」

「ねえよそんなコーナー！　食ってばっかりか！」

「あ、あと村人くんをイジるコーナー」

「それはある！　でもコーナーじゃない！　番組中ずーっとです！」

　もっと詳しく言えば、番組以外でも、だ。

「いまやってるのは、ふつおたとか、リスナーからの質問やお願いに答えるコーナーとか、告知コーナーとかですかね。これからコーナーを増やしていくつもりなので、『こんなコーナー作ってください』ってメールも送ってくださいね！」

　ボケを挟はさみつつも、大事なところはしっかり忘れずに言う音無さんは、さすがだと言わざるをえない。

　────収録現場はどうですか？

　うーん、緊きん張ちようしっぱなしであんまり周りの様子は覚えてないなあ。ここは、スタジオに慣れてる音おと無なしさんに答えを任せるのがいいかも。

「普通のスタジオですね。欲を言えば、もうちょっと駅から近いとうれしいんですが」

「場所!?　違いますよ。もっとほら、空気というか」

　様子っていうかさ、なんて言うんだっけ、えーっと…………。僕が言葉を探しているうちに、音無さんが口を開く。

「空気？　ああ、空調はいいですよ」

「なんでこの人こんなに空気読めねえんだよ！」

　あ、そうだ！　思いだした！　自分の語ご彙い力りよくの無さが嫌いやになってくるね、まったく。

「雰ふん囲い気きとか！　そういうのですよ！」

「あー、なるほど。最初からそう言ってよ。えっとね、雰囲気は…………そうね。悪くない、んじゃない、かな？」

「なんで言いづらそうにしてるんですか。誤解されるでしょ!?」

「いいよ！　うん、すごくいい雰囲気で仕事させてもらってます！　って、言えばいいんだっけ？」

「確認を取るな！　本当に、いい感じで和なごやかにやらせてもらってますから！　って、補足をすればするほど噓うそくさくなる！　なぜだ！」

「村むら人びとくん、この業界ではしょうがないんだよ。『押すな』は『押せ』ってフリだし、『好きじゃない』はツンデレにとられちゃうし」

「本当に伝えたいことって、なかなか伝わらないものなんですね」

　言葉だけで伝えるって、難しいなあ…………。

「って、音無さんがややこしいことを言うからこうなったんでしょ!?」

　────今後、ゲストの予定とかはあるのでしょうか？

「ゲストかあ。原作の先生には出てほしいですよね、村人くん」

「そうですね！　ぜひ！　リスナーのみなさんも、やっぱり先生のお話を聞きたいでしょうし」

　僕がパーソナリティをやらなければいけないハメになったのも、先生のせいだしな！

「担当編集さんとかね」

「そうですね。実際にストーリーを作っている人たちから、直接お話を聞けるのはいいですよね」

「ギャラもかからないしね」

「言うと思ったよ！　タダ最高！」

「ねえ、村人くん、知ってる？」

「知りません」

「訊きけよ」

「はい、ごめんなさい」

「ラジオ制作で一番お金かかるのって、出演陣へのギャラなんだって」

　へー、そうなんだ。スタジオ借りるよりも、ギャラの方がかかるんだ。

「だからさ、村むら人びとくんのギャラを削けずれば、もっとラジオでいろんなことできるかもよ！」

　僕のギャラって。スタッフさんがどうしてもって言うから、バイト代って感じで貰もらってるだけだし。コンビニバイトの時給みたいなもんだよ。それも、深夜手当のかからない昼間のね。

「それを言うなら音おと無なしさんのを削ってくださいよ！　いっぱい貰ってるんでしょう？」

「はあ？　あたしのギャラなんてほんのちょっとよ？　事務所がほとんど持ってっちゃうもん」

　僕と音無さんは、二人して芹せり沢ざわさんの方を向く。

　レンズの向こうで瞳ひとみがぎらり。

「びた一いち文もんまけませんよ」

「「はい…………」」

　────では最後に、読者のみなさんへ一言ずつお願いします。まずは、村人Ｂさんから。

　おっと、もう最後か。

「はい！　えー、まだまだ力不足なところはありますが、がむしゃらにがんばってますので、どうぞよろしくお願いします！」

「本当に村人くんはがんばってますよね！」

　音無さんのボケにツッコんでるだけだけどね。

　重要なところは音無さんがきっちりやってくれてるし。だからこそ番組として成り立っているんだろうけど。

「もうどんどん成長しちゃってさ。出る杭くいは打っておくべきかな…………」

「全然出てないですから！　たとえ出てたとしても音無さんには遠く及びませんから！」

「ほら、よく言うじゃん。男の子は打たれて強くなるって。あたしは村人くんを鍛きたえるために打ってあげてるんだよ」

「絶対噓うそだ！　楽しんでますよね!?」

　む、どうした音無さん。急に手を上げて、なにをするつもり────？

「えいっ」

「いてっ！　なにすんだよ！」

「鍛えてあげてるの」

「意味ちげえし！　ただの暴力じゃねえか！」

「ぶたれるのと、踏ふまれるの、どっちがいい？」

「なにその二に択たく！」

「じゃあ、三番の蔑さげすんだ目で見られる、がいい？」

「じゃあってなんなんだよ！　うわあ、その目、ぞくぞくする。ねえ、本気でやめて？」

「でも、うれしいでしょ？」

「うれしくない！」

「だって、村むら人びとくんってＭじゃん」

「Ｍじゃない！　これ読んでる人が誤解するでしょ!?」

「うっそ！　違うの!?」

「心底びっくりすんな！」

　────ははは。では、音おと無なしさんお願いします。

「笑って流すのやめてもらっていいですか!?」

　締めの大事なところだったんじゃないのかよ！

「ちょっと村人くん、黙だまって！　あたしの番だから！」

「僕の時はしゃべりまくってたのに!?」

　音無さんは「こほん」と仕切り直す。

「えーっと、あたしはいままで、結構たくさんラジオをやらせていただいたんですが、この『ラジオの法ほう則そく』はちょっといつもと違うんですよね。伸び伸びとやらせてもらっているっていうか、たぶん、村人くんのおかげもあるんでしょうけど、お仕事っていうより、本当にただただおしゃべりしてる感じっていうか」

　言いながら、音無さんはちらりと僕を見た。

　ずるいよな。人の時は茶化しておいて、自分はまじめなこと言うんだから。

「まあ、放送してるのにそれはどうなの？　ってこともあるんですが、他愛たわいもない話で盛り上がって、笑い飛ばせる番組があってもいいんじゃないかって、そう思うんです。だから、まだ聴きいてない人も、このインタビューを読んで初めて知ったって人も、まだまだ遅くないですからね！　まずは聴いてみてください！」

　ボケはツッコミがないと成立しない。

　アイドル声優の音無さんと、素人しろうとの僕では、あまりにもでこぼこコンビすぎるけど。

　ツッコまれるのが好きな彼女は、僕のツッコミを選んでくれたわけで。

　────こんなお二人がご出演しているインターネットラジオ、『ラジオの法則』は、毎週木曜日の夜更新です！

「次回は、村人くんのグラビア撮影の裏側に迫ります」

「迫りません！　撮りません！　次回はありません！」

「ちょっと、村人くん、そこは『次回も音無さんでいいんじゃないですか』って言ってよ！」

「じゃあ、次回は音無さんと同じ事務所に所属している声優の天あま乃の川がわしぐれさんのグラビアで！」

「ちょっ！　なんであの娘こなの!?　…………後で覚えてろよ」

「ひいいいいいいいっ！」

　それなりに、楽しくやってるわけですよ。

　────今日きようはありがとうございました！

「「ありがとうございました!!」」
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　ゴールデンウィーク最終日。

　国民の祝日であるこどもの日。

　僕は家でのんびりと過ごしていた。昨夜ゆうべは握手会の疲れからか、ずいぶん早くに眠ってしまった。その影えい響きようで今け朝さは早く起床。

　せっかく学校が休みなのに、午前中に目が覚めるなんてもったいない。しょうがないから時間を有効に使ってやろう。はっはっはー。なんて思っていたところに一本の電話がかかってきた。

　ケータイを開いてみれば、ディスプレイに表示されているのは芹せり沢ざわさんの番号。

　電話に出ると、なぜか耳に届くのは音おと無なしさんの声。

　この電話がすべての元凶だった。

　連休最後の日に、僕はなんとも厄やつ介かいな事態に巻き込まれてしまったのである。




「じゃあ、配役を決めましょう。流りゆう星せいくんは決まってるとして、まどかとしぐれちゃんはどうする？　良りよう人とくんも、なにかやりたい役があったら遠えん慮りよしないで言ってね」

　いつものスーツ姿で芹沢さんが言う。

　言ってから、この小さな部屋にいる人物たちを見回す。

　音無さん、しぐれさん、流星さん、愛あ好こ、霜しも月つきさん、そして僕である。

　今朝、芹沢さんと音無さんから電話を受けた僕は、ある場所へと呼びだされたのだ。

　さらに、なるべく人数が多い方がいいとも言われたので、妹の愛好、今日きよううちへ遊びに来る予定だった、超お金持ちの霜月さんを連れて、僕はここへとやってきたのだ。

「あたしはこれやるわ」

　髪をサイドに結ってお仕事モードの音無さんが、机に置かれた冊さつ子しに指をさして言う。

　その横に立つのはしぐれさん。長くきれいな黒髪を揺ゆらし、今日はワンピース姿の彼女も同様に。

「では、わたくしはこれを」

「ちょっとしぐれ、なんであんたが悪役なのよ。あんたはこっちにしなさい」

「たまにはいつもと違う役も演じてみたかったのですが…………」

「ただでさえあたしたちはピンチヒッターなんだから、やり慣れてるのにしなさい」

「分かりましたわ…………」

　なにやら音無さんはしぐれさんを言いくるめた様子。

「愛好ちゃんと幸こ春はるちゃんは、人ひと質じち役でいい？」

「はい！　まどかさん。おっけーですよ」

「はいなのですよ。幸春、が、がんばりますです！」

　にぱっと笑う伊だ達てメガネっ娘この愛好と、おどおどしながらも妙に気合いの入っている霜月さん。

　二人ともなんでそんなに楽しそうなんだ。僕はもう不安で不安でしょうがないよ。

　さっきから静かだなあと思ったら、流りゆう星せいさんは部屋の隅すみっこでストレッチを始めていた。上半身裸はだかで、周囲に肉体美をこれでもかとサービス中だ。僕以外、誰だれも見てないけど。

　ただ、流星さんのその姿を見て、僕はどんどん緊きん張ちよう感かんがあおられていく。

　きょろきょろそわそわしていると、芹せり沢ざわさんが机に置かれた冊さつ子しを覗のぞき込んでいた。

「まどか、人ひと質じち役は観客の子供たちなんじゃないの？」

「しょうがないわよ。演じるあたしたちも初めてなんだもん。万が一のことを考えて、今回は人質役も決めちゃった方がいいでしょ」

「じゃあ、残ってる悪役はどうするの？　敵は女将軍なんでしょ？　もう女の子いないじゃない」

　この場にいる女性は音おと無なしさん、しぐれさん、愛あ好こ、霜しも月つきさん、芹沢さんのみ。

　と、なると、まだ役が決まっていないのは…………。

「芹沢さん、やってみない？」

「私!?　なに言ってるのまどか、無理無理！　絶対無理よ！」

「えー、ぴったりだと思うけど。ねえ、しぐれ」

「そうですわね。悪の組織の女将軍。芹沢さまにぴったりですわ」

「ちょっとしぐれちゃん、どういうこと？」

「あ、いえ、なんでもありませんわ」

　芹沢さんに威い嚇かくされ、しずしずとしぐれさんが一歩下がる。確かに恐こわいよな、芹沢さん。芹沢さんが睨にらむと、かけているメガネのレンズがきらりと光るんだもん。

「ね、芹沢さん、お願い」

「で、でも…………。良りよう人とくんはどうするの？　べつに、女将軍じゃなくて普通に男の敵役に台本を変えてもいいじゃない」

　おっと、ここで僕に振られたぞ。

「素人しろうとの役はもう決めてるから」

「え？」

　僕、まだなにも言ってないけど？　あとさ、音無さん、そろそろ僕のことを素人って言うのやめてくれない？　僕の名前は素人じゃなくて良人。常つね村むら良人だから。

「あんたはナレーションやりなさい」

「ナレーション？」

「そう、演技しなくていいから。台本に書いてあることを読むだけでいいから」

　な、なるほど。僕は演技なんてできないもんね。消去法で考えて、僕にやれるのはそれだけってことか。

「ってことで、芹せり沢ざわさんは悪役よろしくね」

「……………………しょうがないわね」

　これで全員の役が決まったようだ。

　よ、よし、じゃあ僕もがんばらないと。ピンチヒッターとはいえ、下へ手たなものを見せるわけにはいかないもんな。

　えーっと、僕の台本はっと…………。

　机の上に置かれたうちの一冊に手を伸ばす。

「ちょっと素人しろうと」

「なに？」

「読まなくていいわよ」

「え、台本のこと？」

「そう、あんたはぶっつけ本番で台本を読んで、思ったことを思った通りに言えばいいから」

　はて、音おと無なしさんはいったいなにを言っているんだろうか。

　前もって台本を読んじゃいけないとか、意味が分からない。

「でも…………」

「いいから。あたしの言う通りにしなさい」

「は、はい」

　音無さんは台本を僕に押しつけ、部屋を出て行ってしまった。もうすぐ本番だから、着替えかな。

　音無さんが出て行くと、女性メンバーも後を追うように部屋を出て行く。

　部屋に残ったのは、僕と流りゆう星せいさんのみだ。

　しぐれさんのお兄さんである天あま乃の川がわ流星さんと僕の関係は……まあ、ライバルみたいなものなのかな？　昨日の握手会では、認めてくれたみたいだし。

　ストレッチが終わったのか、流星さんは髪をいじり始めた。

　ちなみに僕はとくにこれといってすることがない。着替える必要もないし、台本を読むなって言われちゃったし。

「君、今日きようは悪かったね」

　流星さんが鏡に映った僕に話しかけてきた。

「いえ。べつにいいですけど」

「えっと、なんだっけ。村むら人びとクンの本名は…………」

「常つね村むら良りよう人とです！」

　何回自己紹介すれば覚えるんだよ、この人は。でも、一応ラジオ出演時の村人Ｂって名前は覚えてくれたみたいだ。

「ああ、そうだった。今日は本当に助かったよ、村人クン」

　そっちの名前で呼ぶんかい。じゃあ本名教える必要ないんじゃね？　どうせすぐ忘れるんでしょ？　それとも、今の一いつ瞬しゆんでもう忘れたの？

「今日きよう来てくれるはずの劇団の人たちが、相次いで来れなくなってしまってね」

　流りゆう星せいさんは髪をセットし終え、今度は衣装へと着替える。

　って、その衣装では髪型関係ないじゃん。頭も顔もすっぽり隠れるじゃん。なんのためにセットしたんだよ！

「ボクの今日の仕事は声だけのはずだったんだけどね、スタントの人が急病で来れなくなってしまって」

　なるほど。元々は、アクションをその劇団の人がやって、流星さんは声だけあてる感じだったのか。

「同じ事務所の人でスケジュールが空あいている人がいればよかったんだが、ゴールデンウィークはかき入れ時でね。なかなか暇ひまな人がいなかったんだよ。たまたまこの時間に空いていたまどかクンとしぐれを呼んでも、まだ足りない。他ほかの事務所に声をかけてもいいんだが、そうするとギャラだなんだとややこしくなるしね」

「だからって素人しろうとを呼ぶのはどうかと思うんですけど」

「おや。君は一応、素人ではないだろう？」

　いや、素人ですよ。なんやかんやでラジオのパーソナリティをやることにはなりましたが、ごくごく普通の高校生ですよ。

「とにかく、今日は頼んだぞ。村むら人びとクン」

　着替え終わった流星さんは、鏡の前に立ってポーズをとる。

「まあ、がんばりますよ」

　と言ったところで、タイミング良くスタッフの人が呼びに来た。

　そろそろ本番らしい。

　やるからには、ちゃんとやらないとな。

　子供たちが見てるんだし！










　僕のポジションはステージの脇わき。実際にステージに出て行くことはない。それはよかった。僕はこの場所で、ナレーションをするだけである。

　ちらりと外を見てみれば、たくさんの子供たちが。小学校に入ったばかりの年とし頃ごろがメインの客層らしく、うるさいくらいにはしゃぎまわっている。

　大きく息を吸いながら、空を見上げる。雲一つない良い天気。まさに五月晴れ。屋外でイベントをするにはもってこいの日だ。

　風も弱く、アドバルーンは静かに浮かんでいる。

　ここはデパートの屋上。

　イベントのために作られた、特設ステージ。

　これから始まるのはヒーローショーである。

　手にはハンドマイク。スイッチは────よし、入ってるな。

　イベントの開始を告げるブザーが鳴り響ひびいた。

　さ、さて。僕はまずなにを言わなくちゃいけないんだっけ？

『西暦、にぃ、ぜろ…………あ、二〇ＸＸ年』

　さっそく間違えた！　音おと無なしさんが前もって台本を読ませてくれなかったせいだ！

「しゅびーん、しゅびーん、ずぎゃぎゃぎゃぎゃ」

「おかーさーん！」

「おまえのかーちゃん、へそピアスぅー」

　聞いてねえな、このお子さまたち。

「ちょっと、静かにさせなさいよ」

　うわ、誰だれこれ。突然後ろから変な格好をした人に話しかけられた！

　全身タイツの女の人である。マスクをしているので顔が分からないが、女の人、だよな？　もしかしたら、ハト胸の小柄な男性かもしれないけど。

「なんか文句ある!?」

「な、ないです！」

　お、音無さんだった。声で分かった。

　変なこと言わなくてよかった。

「こんなに体のライン出るんだったら、パッド入れればよかった…………」

「え？　なに？」

「なんでもないわよ」

　顔まですっぽり隠れているので表情は分からないが、たぶん僕のことを睨にらんでいるんだろう。

「ほら、早く子供たちを静かにさせなさいよ」

「いや、そんなこと言われても」

　改めて会場をこっそり見渡すと、各おの々おの思い思いの行動を取るお子さまたちの姿が。

　無理でしょ。この人数を静かにさせるの。イベントで完全にテンション上がっちゃってるもん。ベテランの小学校の先生とか連れてきても無理でしょ。

　マイクを口元から外して音無さんに対応しているうちに、ステージ上ではスモークが焚たかれていた。

　くっちゃべってる場合じゃないぞ。えっと、次はっと。

　芹せり沢ざわさんの登場か。

　スモークでもくもくになったステージ上を、赤やら青やらの光が走り回る。そこへ、一人の女性がゆっくりと歩いて登場。

　扇風機が回り、スモークを一気に吹き飛ばす。

「ここが地球か！」

　真っ黒のエナメルをテカテカさせて、芹せり沢ざわさんはマントを翻ひるがえす。

　思った以上にノリノリである。そして、様になっている。

　それにしても、子供が見るステージにしては肌はだの露ろ出しゆつ多くありません？　黒のストッキングとか、妙に艶なまめかしいんですけど。かっちりとスーツを着こなす普段の芹沢さんの姿を見ているから、余計にそう思うのかもしれない。

　それにしたって、色っぽすぎるよ？

　ああ、そっか。子供たちと一緒にイベントに来たお父さんたちへの配はい慮りよか。

　すごいなあ。芹沢さん、スタイルいいんだなあ。出るとこ出てるのに、ウエストなんかはきゅっと引き締まってるし。

「仕事しろ」

　おっと、見とれている場合ではない。登場人物の紹介は僕の仕事だった。だから音おと無なしさん、脇わき腹ばらをつねるのやめて。いてて。

『か、彼女は、遠い星から地球を侵略しにやってきた、ワケあり女将軍レディレット！』

「誰だれがワケありだ！」

　ひぃぃぃっ。だって、台本にそう書いてあるんですもん！　僕の本心じゃないですよ！　そんな恐こわい顔しないでください。僕のせいじゃないんです！

　っていうかナレーションにツッコまないでください。

「「「…………………………………………」」」

　あ、子供たちが静かになってる。

　芹沢さんはステージの上を行ったり来たりしながら、観客席の子供たちをゆっくりと品定めするように見ていく。

「悪い子は、星に連れて帰ってワケありにしちゃうぞぉ」

　ワケありにされるってなんだよ。

　なにをどうされるんだよ。

　美人さんがそんな格好でそんなセリフを言ったら、逆にお父さんたちは連れて行ってもらいたくなっちゃうんじゃなかろうか。

「ちょっと素人しろうと」

「ん？　なに、音無さん。いま忙しいんだけど」

「言いなさいよ」

「はい？　なにを？」

「あんたがいま、思ったことを、思ったように言いなさいよ」

「いや…………え？　意味が分からないんだけど」

「この台本、どうせデパートの広報の人が作ったんだろうけど、ヌルいのよ。この時代、客が子供だと思ってナメてたら痛い目見るわよ」

　ヌルいかどうかは、台本を読ませてもらってないから分からないけど、子供についての見解には激しく同意する。

　遠えん慮りよなくなんでも言うもんな、最近の子供って。大人のマネかなんか知らないけど、言い方がませてるっていうか、生意気っていうか。まあ、逆に気を遣つかってくる子供も気持ち悪いんだけどさ。

「だいたい、急に台本渡されて全部覚えられるわけないじゃない。ってことで、こっちで勝手にやらせてもらうわ」

「勝手にって。一応、デパートの偉えらい人も来てるんじゃないの？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。こういうのはね、最終的におもしろくなればなんだっていいんだから」

「本当に？」

「まあ、たまーに冗談の通じない相手もいるけど」

「大丈夫じゃないじゃん！」

「いいから言う通りにしなさい！　ほら、次はあんたのセリフよ」

　本当にいいんだろうな？　知らないからね？

『さあ！　レディレットに捕まってしまう悪い子はいったい誰だれなのか！』

　芹せり沢ざわさんが指をぱちんと鳴らすと、スタンバイしていたしもべ役の人たちが続々と登場し、会場を囲む。

「よし、あの子とあの子を連れてきな」

　なんか様になってるなあ、芹沢さん。

　しもべが二人の女の子を連れてステージへと戻ってくる。

　打ち合わせ通り、愛あ好こと霜しも月つきさんだ。

「いやあああああ！　傷モノにされるぅ！」

　げっ！　愛好のやつ、子供たちの前でなに言ってんだ。フォローしないとっ！

『そうなのです、悪い子には、おしりペンペンの刑が待っているのです！』

「ごめんなさい！　昨日きのう兄さんのパソコンをこっそり借りて、ネットの履り歴れき見ちゃった悪い子はスパンキングされちゃうのです！」

『おまえ勝手になにしてんだよ！　あ、良い子のみんなは、人にパソコンを借りる時は勝手に履歴とか見ないようにしようね！　あと、さらっと危ない単語を吐かないように。さっさと捕まってください』

「え、その荒あら縄なわで縛しばるの？　どうしよう、痕あとが残っちゃう。体育の時間の着替えとか、どうすればいいの!?」

『さあ、しもべの皆さん！　悪い子の口を早く塞ふさぐんだ！』

「どの口を塞ぐの!?　上？　前？　もしかして後ろ!?」

『人間に口は一個しかねーんだよ！』

「え？　女の子には大事な穴がみっつほど…………もがもが」

　愛あ好こを人ひと質じち役にしたのは失敗だった…………。

　しもべ役の人がロープで愛好をぐるぐる巻きにする。そして口もタオルで塞ぐ。

　妹よ、もうちょっと嫌いやがってくれよ。なんで楽しそうなんだよ。

　お次は霜しも月つきさんである。

「つ、捕まってしまいましたなのですよ」

　よかった、霜月さんは大人おとなしく捕まってくれたようだ。こちらは口まで塞ぐ必要はなさそうだな。

「待てっ！」

　あれ？　ここで助けが入るんだっけ？　ヒーローの登場はもうちょっと後じゃなかった？

「動くな！　手を上げて後ろを向け！」

　次々とステージへとのぼってくるのは、黒服でサングラスをかけた人たち。

　って、ちょっと待て。あんたたち、なにを手に持ってるんですか！

「お嬢さまを返してもらおうか」

　おいおい、やべえって。

『大だい丈じよう夫ぶですから！　絶対に悪いことはしませんから、その、手に持ってるモノを下ろしてください！』

　この人たち、霜月さんのＳＰやってる方々だよな。

　その、手に持ってる拳けん銃じゆうは、シャレにならんのじゃ、ないですか？

　なんとかフォローしなくては。

『安心してください。彼らが手に持っているのは水鉄砲です！　もしくはライターです！　ですよね!?』

　慌あわてる僕に芹せり沢ざわさんはなぜか高笑い。

「はっはっはっ！　それで脅おどしてるつもりかい？　この娘こは、私が星へと連れて帰ってワケありにしてしまうのだ。誰だれにも邪じや魔まはさせないよ！」

『レディレットぉぉぉぉぉ。落ち着いて！　初舞台で緊きん張ちようしているのは分かりますが、冷静になってください！』

　芹沢さんは完全に役になりきっていた！

「はっ！　この私がチャカ向けられたくらいでビビるとでも思ってるのかいっ!?」

　どんだけ肝きもすわってんだよ、この人。よっぽどの死線をくぐり抜けてこなけりゃあ、こうはならないよ？

　ど、どうしよう。この黒服の人たちを止めることができるのは、もう霜しも月つきさんしかいないんじゃないだろうか。

　………………………………あれ？　霜月さん、どこいった？

　愛あ好この隣となりに、ロープが落ちている。

　恐らく、霜月さんを縛しばっていたロープだろう。

　芹せり沢ざわさんと黒服があちこち見回しているが、どうやら見つからない様子。

「お、お嬢さまあああああ！　また迷まい子ごですかあああああああ！」

　どうやってだよ！　ロープで縛ってたんだぞ？　お金持ちのお嬢さまは縄抜けの技術でも習得してるもんなんですかね!?

　でも、結果としてはよかった。霜月さんがいなくなったことで、黒服の皆さまがステージを降りてどこかへ駆けていってしまった。

「ひ、人ひと質じちが減ってしまったが…………まあ、一人でもいいだろう。野郎共、こいつを連れて帰るぞ！」

　霜月さんのことはＳＰの皆さまに任せるとして、こっちはステージを進行しよう。

　ステージを見ているお子さまたちも、さすがにぽかーんと口を開けている。なんとか立て直さなくては！

　えーっと、よし。

　ここで僕が呼び込みをして、ヒーローの登場だな。

　って、やっとか。やっと主役の登場か。

『哀あわれ、人質となってしまった一人の女の子。はたして彼女の運命はいかに！』

　僕のセリフが終わると、かっこいい音楽が流れ始める。

　ヒーロー役の三人がスタンバイ。

　音おと無なしさんが僕の背中をぽんと叩たたいた。

「じゃ、その調子でしっかりやりなさいよ」

　その調子でって言われても。

　まあ、やれるだけやりますけどね？

「そこまでだっ！」

　先陣を切って、流りゆう星せいさんがステージを駆ける。

「ワケあり女将軍、レディレットよ！　ボクが来たからには、もうおまえの好きなようにはさせないぞ！」

「ワケありって言うなっつってんだろ！　なんだ、てめえは!?」

『女の子のピンチにさっそうと現れたヒーロー。その正体とは!?　あと、レディレットさん、もうそこはスルーしてください』

　流りゆう星せいさんがビシっとポーズを決める。

「人は誰だれでも間違いを犯す。しかし人は、反省をすることができる生き物。そのチャンスも与えずワケありにするなど、天は許してもこのボクが許すわけにはいかない！　……うっ！」

　セリフの途中で立ち往生する流星さん。

　どうやら芹せり沢ざわさんの格好を目まの当たりにしてしまったようだ。

　流星さんは、男性アイドルとしての清潔さを保つため、日ひ頃ごろから煩ぼん悩のうと戦っている。その結果、女性への免めん疫えきがまったくなくなってしまったらしい。

「ぼ、ボクは…………」

　お、一応ステージ上ってことで、ふんばっているようだ。

　がんばれ流星さん。芹沢さんのエロかっこいい格好を見て、鼻血なんて出してる場合じゃないぞ！　ヒーロー役なんだから、ビシッと名乗らないと！

「ボクの名前は、タカシマン！」

　タカシマンって！　だっさい名前のヒーローだな。

　おまえ変身する前の名前はたかしだろ、絶対！

「そして、仲間の────」

　音おと無なしさんがステージ上へと出ていく。

　ポーズをとりながら、役名を叫ぶ。

「イセたん！」

　たん!?　ヒーローの敬称が、たん!?

　続いて、しぐれさんも。

「おミツですわ」

　なんで和風!?

「「「三人そろって、百ひやつ貨か戦隊デパレンジャー！」」」

『見た目も名前もバラバラな彼らが来てくれました！　拍手で応援しましょう！』

　三人に合わせて大きな声で言ってみたが、起こった拍手はまばらである。

「あれがヒーローかよー」

「かっこよくなーい」

「顔見せろー」

　ダメだ、まったく応援してくれる気配じゃない。

「ガキどもがいきがってんじゃないよ！」

「……………………………………………………」

　一いつ瞬しゆんで会場が静まりかえった！

　こ、恐こえええ、芹沢さん。

　だが、すごむ芹沢さんにすすすっと寄っていくのは流星さん。

「レディレット。その格好、とても似合っていますよ。貴女あなたくらいスタイルの良い人でなければ、その服を着こなすことなど不可能。むしろ服の方が貴女に合わせているようだ。ああ、敵同士というわだかまりさえなければ、貴女と争う必要などないのに」

『突然相手を褒ほめ始めるタカシマン！　すでに心理戦が始まっているのか!?』

　さすがフェミニスト。こんな時でも女性を褒めるか。

　っていうか、台本にない行動をするのやめてほしいんだけど。ナレーションの僕が軌道修正しなくちゃいけなくなるから！

「ああ、運命がにくい。あの時、あの夜、貴女と出会わなければ。最初から、敵として出会っていれば…………」

　なにその設定！

　勝手にややこしい事情を持ち込むのやめてくれません？

「うるさいんだよ！　いまの私は女将軍レディレット。敵同士なんだよ。戦わなくちゃいけないんだよ！」

　ナイスアドリブ、芹せり沢ざわさん！

『そ、そうです。レディレットを倒して、女の子を助けださなければいけません！』

　さっさと戦ってくれよ。話が進まないから。

　と、思ったら、音おと無なしさんが敵ではなく流りゆう星せいさんへと詰め寄る。

「ちょっと待ってタカシマン！　あの女となにがあったの!?」

「ち、違うんだイセたん。これには事情が…………」

『変に三角関係とか作ろうとしなくていいからさっさと戦えデパレンジャー！　正義のために！　子供たちのために！』

　僕のツッコミを受けて、しもべの人たちがデパレンジャーに襲おそいかかる！

　よかった、あの人たちは正常だ。

「わたくしにお任せを」

　そこで一歩前に出たのはしぐれさん。

　全身タイツに和の装飾を施ほどこした、なんともシュールな衣装に身を包んだしぐれさんが、なぜそこについているのか意味不明な袂たもとへと手を差し込んだ。

　その様子を見て、しもべの人たちがたたらを踏ふむ。そりゃそうだ。おミツに武器を出すなんて設定、なかったもの。

　しぐれさんが取りだしたのは、小さなガラスの瓶びんである。

　なにやら正体不明の液体入り。白く濁にごっている。

「これ以上近づくと、服だけを溶かすこの液体をかけますわよ！」

『出たあああああああああ。都合良く服だけを溶かす液体だ！　ファンタジーではお約束でも、子供に見せるためのヒーローショーにはまったく必要ないぞ！　そして、なぜおミツはそんな液体を持っていたのか！』

「たまたまですわ」

『たまたまです！　たまたま、おミツは都合良く服だけを溶かす液体を持っていました！　どういう原理なのかとか、考えてはいけません！　そういうものなのです！』

　しぐれさんが芹せり沢ざわさんへとにじり寄る。

　ステージを見守る父兄の方々の熱い視線を感じる。

『ちなみに、このステージは撮影禁止となっております。カメラ、ケータイ電話などはしまっておいてください！』

　じわじわと、しぐれさんが芹沢さんへと近づく。そして、瓶びんの蓋ふたを開ける。

「ええぞー！　いけいけー！」

『観客席から応援の言葉が飛んでおります！　僕もまったく同じ意見ですが、立場上一応注意しておきましょう。子供向けのステージです。やりすぎないように留意してください』

　しぐれさんが瓶を持った手を高く掲げて────

「おミツちゃん？　私は誰だれ？　分かってるわよね？」

「くっ……卑ひ怯きようですわ」

『正義をかけた戦いに密接に絡からみ合う私情！　捕らえられた少女の明日あしたは、彼らの日ひ頃ごろの上下関係に委ゆだねられた────ッ！』

「今だっ！」

　芹沢さんが腰に下げていた鞭むちを手にする。レディレットの装備らしい。なんていうか、もう女将軍というより女王さまなんですけど。

　一度床をぺちんと叩たたくと、鞭はしぐれさんの手を狙ねらう。

「きゃっ」

　瓶がっ！

　中身の液体がしぐれさんに！

『おおっとここで、都合良く服だけを溶かす液体がおミツの体に降り注ぐ！』

　しゅうしゅうと煙を噴きながら、しぐれさんの全身タイツのいたる所が溶けていく！

『鼻の下を伸ばしてステージを食い入るように見ているお父さま方にご連絡です。帰宅後にご家庭でトラブルが発生いたしましても、当方では一切責任を負いかねますのでご了承ください！』

　真っ白な鎖さ骨こつ、豊満なバストの谷間、悩ましげなくびれ、やわらかそうな太もも！

　どんどん服が溶けていく！

　肌はだが露ろ出しゆつされていく!!

　ステージ脇わきにいる僕も、前のめりになってその光景に食らいつく！

「うおおおおおおおおおおおお。煩ぼん悩のうおおおおおおおおおおお」

　とっさに吼ほえたのは流りゆう星せいさんだった。

　危ない危ない。流星さんがいなかったら、僕が叫んでいたかもしれない。しかも、オンマイクで。

　だってあのマスクの下はしぐれさんなんだもの。それを想像したら、たまらんよ。

　まあ流星さんには、そもそも妹に欲情すんなよってツッコミたいけど。

「おミツ、早くなにかを羽は織おるんだ。そしてボクをぶってくれえええええ。はぁはぁはぁ！」

『タカシマンのマスクがどんどん赤く染まっていく！　子供たちが見ています。流血沙ざ汰たは避けたいところ！』

　恐らくあのマスクの下では、鼻血が滝たきのように流れでているんだろう。

「レディレット、貴女あなたでもいい。頼む、その鞭むちでボクをッ！」

『ついに敵にまでお願いを始めたタカシマン。一応ヒーローなんだから、体てい裁さいだけはとりつくろってほしいぞ。敵に鞭打ちをお願いするのは、さすがに変態的すぎるぞタカシマン！』

　いまだにしゅうしゅうと煙を噴く体を隠して、しぐれさんはうずくまっている。その横で、頭を抱かかえながらやはり同じくうずくまる流星さん。

　そこへ喝かつを入れたのは、予想外にも音おと無なしさんだった。

「ちょっと、あんたたち！　真ま面じ目めに戦いなさいよ！」

　ツッコまれるのが好きな音無さんのことだから、天あま乃の川がわ兄妹きようだいに対抗してボケ倒してくるかと思った。

　でも、さすがだな。このぐだぐだ感をどうにかしようと、音無さんは一人がんばってくれているのだ。

『がんばれイセたん！　頼むぞイセたん！　このステージをどうにかしてくれ！』

　音無さんはうずくまる二人をよそに、孤独な戦いを繰り広げていた。

　襲おそいかかるしもべたちを次々と殴なぐり飛ばしていく。

『強いぞイセたん。パンチが、キックが、確実に相手を仕留めていく！　普通に当たってる気がするし、ぶっ飛んだ人がぴくりとも動かないのがどうにも気になるが、それは後で中の人に謝るとして、今は一刻も早くこの戦いを終わらせるんだ！』

　しもべの皆さんに、合がつ掌しよう。

　みるみるうちにしもべの皆さんを殲せん滅めつして、音無さんはしぐれさんに駆け寄る。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ？　しぐ────じゃなかった、おミツ」

「イセたん！」

　顔が出ていないとはいえ、やはり相当恥ずかしかったのだろう。しぐれさんは音無さんに抱だきついた。

「ちょ、ちょっと、まだ煙出てるじゃない。きゃあああああああ。溶けてる、しぐれ、あたしのも溶けてるから！」

　な、なんだと!?

　しぐれさんが抱だきついたせいで、都合良く服だけを溶かす液体が音おと無なしさんの衣装にもくっついたということか！

　あと音無さん、しぐれさんの名前を出しちゃってる。よほどテンパってるのだろう。無理もない。

『くどいようですが皆さまにお願いです。撮影は禁止です！　撮影だけはご遠えん慮りよください！』

「ご、ごめんなさい」

「離れないでおミツ！　見えちゃうから！　あたしから離れないで!!」

　正面から抱き合ったまま離れない音無さんとしぐれさん。

「なんでこの液体こんなにぬるぬるしてるのよ！」

「そういうものなんですわ。仕方ありませんわ」

　お互いに抱き合いながら、鼻と鼻がぶつかりそうなほどの至近距離で会話をする音無さんとしぐれさん。

『と、とりあえず、いったん帰りましょう！　態勢を立て直すんだ、イセたんとおミツ！』

「そ、そうね。いい？　おミツ。このままステージの袖そでまで行くわよ」

「分かりました」

　抱き合ったまま、二人がこちらへと移動してくる。

『二人が装備をなんとかする間、タカシマンにがんばってもらいたいところなのですが……』

　さっきから静かだけど、流りゆう星せいさんどうした？

「…………………………………………」

『戦闘不能────ッ！　タカシマン、戦闘不能です！』

　マスクどころか、タイツまで真まっ赤かに染まっていた。ようやく見た目だけは戦隊モノのリーダーっぽくなりましたね。

「ねえ、私、もう帰っていい？」

『待ってくださいレディレット！　すぐに、すぐに戻ってきますから、地球を侵略する作戦でも考えながら繫つないでいてください』

「地球を侵略する作戦!?　なにその無茶振り！」

　芹せり沢ざわさんが慌あわてふためくステージ上から、ようやく音無さんとしぐれさんが帰ってきた。

　よたよたとこっちへと歩いてくる。二人抱き合ったままで。

　あ、そこ、段差があるから気をつけて────と言おうとしたが、口から出なかった。だってマイクがあったんだもの。

　抱き合い、足もとが見えていなかった音無さんとしぐれさんは、案の定その場で転倒。

　ごろごろと転がり、僕の目の前までやってくる。

　都合良く服だけを溶かす液体のせいで衣装はもうボロボロ。そんな状態でさらに転がったせいで、二人ともマスクが取れてしまっていた。

「いたたた」

　しぐれさんが頭をさすりながら上体を起こす。

　確認しよう。さっきまで、音おと無なしさんとしぐれさんは抱だき合っていた。そして、今、段差でこけて転がってきた音無さんは、しぐれさんに押し倒されているようなポジションにいた。

　そんな時、しぐれさんが体を起こせば……………………。

　ねばあっと、二人の柔やわ肌はだの間を糸が引く。

　所々に破けた衣装の切れ端はしがあるだけで、とてもじゃないけど大事なトコロを隠すほどの面積は残っていない。

　どろりとした液体が、白い肌の上でてらてらと怪しく光る。

「「「…………………………………………」」」

　白く濁にごった液体が、しぐれさんの肌から音無さんの肌へと、糸を引きながら落ちた。

　その様子を、僕と、音無さんと、しぐれさんはじっくりと目で追っていた。

「きゃあああああああああああ」

　いち早く状況を察し、真っ先に動いたのは音無さん。再びしぐれさんに抱きついた！

「ま、まどか。ぬるぬるしてくすぐったいですわ」

「うるせーわよ！　あたしだってくすぐったいんだから、あんまり動かないで！」

「わたくし、なんだか体が熱くなってきましたわ」

　恥ずかしさからか、はたまた他ほかの理由でかは知らないが、二人とも頰ほおが赤く染まっている。

　すごい光景だ。

　目の前で二人の美少女が抱き合っているのだ。

　半はん裸らで。

　怪しげな液体に濡ぬれた体で。

　涙が出そうになった。こんなに良いものを見れる日が来るなんて。

　できることなら、あの二人の間に挟はさまれたい。

「そこの素人しろうと」

「は、はひっ！」

　お、怒られる！

　べつに僕はなにもしてないし、怒られる理由なんてない。たまたまその場に居合わせて、たまたま目撃してしまっただけなのだから。

　なのに、怒られると思った。今までの経験から言って、殴なぐられるのは僕だし、蹴けられるのは僕なのだ。それはしょうがないことなのだ。

　なぜだか分からないけど、しょうがないことなのだ。

「早く締めなさい」

「は？」

「もう、こんな状態でヒーローショーなんてできるわけないでしょ？」

　そ、そんなことを言われても。

　ステージでは、芹せり沢ざわさんがなんとか繫つなごうと必死に一人しゃべりを繰り広げていた。

　たまにこちらをチラリと見ては、早くなんとかしてという視線を送ってくる。

　ちなみに、流りゆう星せいさんは倒れたままだ。

「悪い子は遠い星に連れ去られてワケありにされてしまうのよ。だから、みんなはいい子になりましょうねっていう教訓よ。それで締めなさい」

「ヒーローが負けておしまい!?　斬ざん新しんすぎるエンディング！」

　ステージに目を向ければ、芹沢さんが焦あせりながら車やバイクの改造について話をしている。どういう経けい緯いでその話題になったのだろうか。せめて、車とかバイクではなく宇宙船とかＵＦＯに言い換えれば様になったのに。

　ちらちらとこちらを見る芹沢さんと目が合った。そろそろ助け船を出してあげなくてはかわいそうである。

　ど、どうしよう。締めちゃうの？　本当に？　こんな終わり方でいいの？

「あの、すいません」

　女性のスタッフさんが、なにかを手に持って声をかけてきた。

「じつはもう一着だけ、ヒーロースーツが余ってるんですけど」

「そうなんですか!?　じゃあ、誰だれかに着てもらって…………」

　なんだよ。あるんじゃん。じゃあ、音おと無なしさんかしぐれさんにもう一度着替えてもらって、レディレットを倒してもらえば丸くおさまるってことだね。

　と思ったら、でっかいタオルを体に巻き付けた音無さんが僕のマイクを奪うばった。

「素人しろうと、あんたが行きなさい。ナレーションはあたしが代わるわ」

「は？　いやいや。なんで僕!?」

「これ、男用なのよ」

　男用って…………全身タイツに性別関係あるの？

　僕は無理でしょ。演技なんてできないし。殺た陣てもやったことないし。段取りも分からないし。体もやわらかくないし。運動なんてたいしてできないし。

「良りよう人とさま、お願いいたします」

　む、しぐれさんに頼まれると弱いんだよなあ。音無さんと同様にタオルでぐるぐる巻きになったしぐれさんが、ぺこりと頭を下げてくる。

「わ、分かりました…………」

「ほら、着替えて！」

　了承するやいなや、音無さんが僕の服を脱がしにかかる！

「ちょ、ここで!?　ここで着替えるの!?」

「時間がないのよ。芹せり沢ざわさんが必死に繫つないでくれてるんだから！」

　ステージには、いかにうまく子分たちを統率するか、というなんだかボスっぽい話を繰り広げる芹沢さんの姿が。

　くっ…………。やるしかないのか。

　音おと無なしさんの手であっさりとパンツ一丁にさせられた僕は、すぐにヒーローの格好へと着替える。

　全身タイツを着る難しさに戸と惑まどいながらも、なんとか変身終了。まさか僕がヒーローになる日が来るとは。

　音無さんが、舞台の袖そでから芹沢さんにオッケーサインを出す。

「いいですか。最初が肝かん心じんなんです。最初に主導権さえ握っておけば、男なんて簡単に手のひらの上で転がせるようになりますから」

　なんの話をしてんだよ、芹沢さんは。

　そして、子供たちはなにを真剣に聞いてんだよ。

　ただ、音無さんのサインを受け取った時の芹沢さんの安あん堵どの顔を僕は一生忘れない。いい笑顔だった。

　その顔に音無さんは大きく頷うなずくと、マイクを手にしゃべりだす。

『ワケあり女将軍レディレットに敗れてしまった百ひやつ貨か戦隊デパレンジャー！』

「もうワケありでいいわよ…………」

　芹沢さん、落ち込まないで！　がんばった。芹沢さんはがんばったよ!!

『しかし！　ここで最後の助すけっ人とが登場する！』

　音無さんに力一杯背中を押されて、ステージ上へとのぼる僕。

　観客の子供たちが、一いつ斉せいに僕を見る。

「なんだか弱そうなのが出てきたぞー」

　さすが、見てる人は分かるんだな。いくら胸を張っても、堂々と歩いても、演技初心者の僕ではかっこよくならないんだよ。

「なんか暗そうなやつだよな」

「きっと彼女いないぜ」

　そこまで分かるの!?　子供恐こわい！　なんでそこまで見抜くの!?

『彼の名前はマツザカくん！』

　普通にいそう！　もう敬称がマンでもなくなっちゃったし！

『彼は、深夜のちょっとえっちなアニメをリアルタイムで見ていたせいで寝坊し、駆けつけるのが遅れてしまいました！』

　遅刻の原因がリアル。

　それ、なんて僕？

『さあ！　マツザカくんが、戦いの舞まいを披ひ露ろうします！』

　戦いの舞ってなんだよ！　やったことねえよ！

　仕方ないので、ひょいひょいっと手を出したり、引っ込めたり、腰を振ったりステップを踏ふんだりしてみる。

「なにあれ。キモい」

「しーっ。黙だまっててやれって。きっと、ちょっと前に流は行やった、キャラクターが踊るアニメのエンディングにつられてダンスの練習してたクチだぜ」

　だからさ、なんで子供たちはそんな僕のプライベートな部分まで見抜いちゃうわけ？

『さあ、マツザカくん。不思議なおどりを踊ってないで、さっさと戦ってください』

　音おと無なしさんがやらせたんでしょ!?

『マツザカくん、先制攻撃の電撃ビームを放ちます！』

　ビーム!?　ちょっと待って。

　さっきから百ひやつ貨か戦隊の皆さんは肉弾戦だったじゃないですか。いいとこ、レディレットの鞭むちだったじゃん。急にビームって。世界観の設定どうなってるの？

　まあ、やらなくちゃ始まらないから、やるけどさ。

　ただ手を突きだすだけではさすがに味気ないと思い、手を擦こすり合わせる。

　電撃って言ってたし、一応、静電気的な、ね？

　そして、思い切り両手を前に突きだす！

「……………………………………………………」

　効果音とか、照明とか、なんにも演出ないのかよ！

「おい、あれ」

「うん、なんだかちょっとかわいそうになってきた」

　同情されてるんですけど！　急にお子さまたちが応援し始めてくれてるんですけど！

『ビームが不発に終わったマツザカくんを、レディレットの鞭が襲おそう！』

　げっ。芹せり沢ざわさんが鞭を構えているのを見て、即座に後ろを向く。

　いてぇっ!!

　ぴしゃり、と思い切りおしりを打たれた。

　その衝しよう撃げきにびっくりして倒れ込む僕。そこへさらに鞭の追撃が。

『マツザカくん、立ってください。四つん這ばいに鞭打ちは、絵え面づら的に危険です』

　そ、そんなこと言われても。

『レディレットはマツザカくんの首を摑つかむと立ち上がらせ、本気で、全力で、回し蹴げりを放ちます！』

　ちょっ、待っ────ぎょぼっ。

『さあ、マツザカくん、立ってください。子供たちのためにも、こんなところで倒れるわけにはいかないのです！』

　いやいやいや！　もう、勘かん弁べんして。

「すげー、迫真の演技だ」

　子供たちよ。これ、演技でもなんでもないから。ただ痛めつけられてるだけだから。

　調子に乗った音おと無なしさんのナレーションのせいで、さらに何発かいいのを芹せり沢ざわさんから貰もらう。

　一発一発のダメージがきつすぎる。芹沢さんも、音無さんのナレーションを真に受けずに手を抜いてやってくれればいいのに。

「いいぞー。やっちまえー」

「もうちょっとだ。ぶっ倒せ！」

　飛ぶ歓声が、ヒーローショーというより格闘技のようになってきた。

『そろそろフィニッシュを決めましょう！』

　楽しんでるよね？　音無さんも格闘技として楽しんでるよね!?

『マツザカくんの首にレディレットの鞭むちが巻きつく！』

　ぐっ！　苦しい。い、息が…………。

　うわっ、引っ張られる！

『勢いよくレディレットに引き寄せられるマツザカくん！　待ち受けるは、レディレットの拳こぶしだ────ッ!!』

　ぎょぼぶべえ!!

『弾はじき飛ばされたマツザカくんが、頭を軸にしてコマのようにくるくると回転しています！』

　痛い、逆さにされて目が回って気持ちが悪い。

　痛い、意味が分からない。

　痛い…………あ、なんだか体が急にふわっと。

　うおおおおおおおお！　歯を食いしばれえええええええええ！

　ふう。やばいやばい、意識が飛ぶところだった。

『完かん膚ぷなきまでに痛めつけられているマツザカくん！　しかし同情の余地はありません。彼はイセたんとおミツのピンチに遅れてやってきたのですから！　彼がもっと早く駆けつけていれば、彼女たちが恥ずかしい目に遭あわなくて済んだのですから！』

　それ僕のせいじゃなくね!?

　そ、そうか。これがさっきの音無さんたちのすんごい姿を見てしまった分の制裁か。そういうことだったのか。

「はあ、はあ、はあ。私もヤキがまわったもんね。これくらいのことで息が切れるなんて」

　いえ、芹沢さん。常人は人の体をこんなおもちゃのように扱えませんから。

『さあ、マツザカくん。立ち上がれるか！』

　む、無理です。体中痛くて、立ち上がれません。意識が飛ばないようにするのがやっとでしたから。

『勝負あった────ッ！　勝ったのは、レディレットだ────ッ!!』

「「「わあああああああああああああああああああ!!」」」

　がくりと倒れる僕の耳に、歓声と音おと無なしさんのナレーションが響ひびいてくる。

　なんだこれ。

　こんなヒーローショー見たことないわ。

『哀あわれ、人ひと質じちとなった女の子はレディレットに連れ去られ、ワケありにされてしまうことになりました。みんなも悪いことをすると、レディレットにワケありにされちゃうぞ！　お母さんやお父さんの言うことをちゃんと聞いて、いい子にしようね！』

　結局ヒーローが負けて終わりかい！

　じゃあ僕が出る必要なかったじゃん！

　ツッコむ力も残っていない僕の耳に、音無さんの締めの言葉が。

『ではでは、また次回、お会いしましょう！』

　ねえよ！　次回はないから！

　もう絶対やらないよ!!
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　季節は夏真っ盛り。学校という集団生活から解放され、怠たい惰だを極めた生活を送っている…………はずだった夏休み。

　冷房の効いた室内で、僕はアイドル声優・音おと無なしまどかのジト目を一身に受けていた。

　ここは音無さんの所属する事務所。いくつかある会議室の一部屋。

　音無さんに加えこの場にいるのは、無表情のまま淡たん々たんと説明をし終えた芹せり沢ざわさんと、なぜかいつにも増して機嫌の良さそうなしぐれさん。で、僕だ。合計四人。内、アイドル声優さんが二人。

　夏らしく健康的に肌はだを露ろ出しゆつさせた音無さんと、暑さなんかもろともせずにビシッとスーツで決めている芹沢さん。見ているだけで暑そうなゴスロリ姿なのに汗ひとつかいていないしぐれさん。三人ともタイプの違った魅み力りよく的てきな女性たちである。

　そんな中。ただの一般人でしかない僕、一人冷や汗たらたらの僕、イケメンでもなければ才能溢あふれる人間でもない僕、常つね村むら良りよう人とがなぜここにいるかというと。

　僕はいま、音無さんのマネージャーとして働いているのだ。就職したわけでも、バイトというわけでもない。言ってしまえば、夏休みの宿題みたいなもんである。

　僕の通っている高校では、今後の進路の参考にするため、二年生の夏休みにインターンシップへ行かなければいけない。とはいえ、普通はどっかの工場であったり、事務仕事など当たり障さわりのない業務に汗を流すはず。僕のように声優さんの事務所で働くなんて、あり得ないことなのだが…………。そのあり得ないことをあり得ることにしてしまうのが音無まどかという人物のすごいところでして。彼女の鶴つるの一声で実現してしまったのだ。

「なんでしぐれに付けるのよ。事務所でお茶くみでもやらせとけばいいでしょ」

「まどか、それではせっかくのインターンの意味が…………」

　明らかに不機嫌な音無さんに対し、クールに正論を述べる芹沢さん。彼女たちがなにをもめているのかというと、僕の今日きようの仕事内容に関係がある。

　たしかに僕はインターンシップとして音無まどかのマネージャーを務めることになった。しかし、今日の音無さんは非常に忙しいらしく、インターンの素人しろうと学生を連れて行ける余裕がないのだとか。

　それはしょうがないことだ。第一、学生がマネージャーをやるなんて無理をすでに通しているわけだから、仕方ないじゃないですか。それでも芹沢さんは気を回してくれて、僕を天あま乃の川がわしぐれさんのマネージャーとして付けてくれたのだ。それだって大変だったと思うよ？　先方に許可を取ったり、普段やらなくていい仕事をしてくれたんだから。

　おっと、芹沢さんの正論に返す言葉がなくなった音無さんが僕を見てる。

「…………コキ使ってやろうと思ったのに」

　渋しぶ々しぶではあるがようやく認めてくれたようだ。

「では良人さま、よろしくお願いいたしますわ」

「僕こそ、いたらないところがあるかとは思いますが、よろしくお願いします。…………と言っても、僕もなにをしたらいいのか分からないんですが」

「そうですわね…………あまり難しくお考えにならない方がいいと思いますが。あえて申し上げるなら、マネージャーと声優は一心同体。常に行動を共にすることが大事だと思いますわ」

「ちょっとしぐれ。現場にマネージャーが来ないことなんて日常茶飯事じゃない。なに口からでまかせ言ってんのよ」

「あら、噓うそではございませんわよ。長年組んだ方ならまだしも、初めてコンビを組むのなら、まずは意思の疎そ通つうからですわ。お互いを知り、信頼と親愛を育はぐくまなければ」

「まったく知らない間柄でもないでしょ！」

「より親しくなった方がいいと思いますわ。それこそ、他ほかの誰だれよりも深く」

　しぐれさんが僕を見る。微笑ほほえみながら軽く首を傾かしげる。

　ついつい、僕はその仕草に見とれてしまう。端はたから見たらお互いが見つめ合っているように映っていたかも。

「…………芹せり沢ざわさん！　あたし、やっぱり大だい丈じよう夫ぶ。こいつはあたしのマネージャーに付けるわ」

　びしっと僕を指さして、音おと無なしさんはご起立。いてもたってもいられなくなったのだろうか。

　なにをそんなに…………。僕がどっちのマネージャーになるかって話をしているだけなのに。どうせ仕事なんてロクにできないんだから、どっちに付いても同じだと思うよ？　だったらなるべく迷めい惑わくのかからない方に、ね？

「まどか、無理を言ってはいけませんわ」

「無理じゃないわ。第一、こいつの相手はあたしじゃないといけないと思うのよね。ラジオではパートナーやってるし。他の人のマネージャーになるなんて、不安でしょうがないわ。その点、あたしはだいたい勝手が分かってるし。それこそ、しぐれの言うように親しい間柄でもあるわけだし」

　一気にまくしたてる音無さんに、しぐれさんは落ち着いた口調で返す。

「なるほど、まどかは良りよう人とさまと一緒にいたい、と」

「違うわよ！　なに言ってんのしぐれ。消去法よ。あたしかしぐれかだったら、あたしじゃないとダメじゃない」

「まどかでしたら、マネージャーがいなくてもお仕事は順調に進められるでしょう？」

「それを言いだしたらしぐれだって同じでしょ!?」

「あら、わたくしはまだまだ見守っていただく方が必要ですわ。…………良人さまみたいな」

「なんでこいつ限定なのよ！　いままでどんだけ仕事やってきたのよ!!」

「まどかよりは短いですわ」

「うっ…………くっ…………」

「まあまあ、二人とも」

　言い合いをする音おと無なしさんとしぐれさんを芹せり沢ざわさんがなだめる。すごいですね、いくら長年マネージャーを務めているからといって、これだけご機嫌斜めな音無さんに口出しできるなんて。

「ちっ」

　舌打ちと共にどすんと腰を落とす音無さん。なにをそんなに怒ることがあるんですか。

「良りよう人とさま、改めてよろしくお願いいたしますわ」

「できるだけ、がんばります」

　え？　っていうか冷静に考えてみると結構大変なんじゃね？　たぶん芹沢さんは音無さんに付いて行くんだよね。ということはしぐれさんと一緒に行くのは僕だけってことになる。他ほかに誰だれかいないの？　さすがに心配なんだけど。

「あの、芹沢さん。しぐれさんと一緒に行くのは僕だけなんですか？」

「ごめんなさい。私はまどかに付いて行かなくちゃいけないし、他に手が空あいてる人がいなくて。私から先方に連絡だけは入れておいたから」

　マジかー。

「良人くんなら大だい丈じよう夫ぶですよ」

　本当に？　その自信はどこから!?

「今日きようはしぐれちゃん、雑誌の撮影よね？」

「はい」

　芹沢さんが分厚い手帳を開いて確認する。

「場所は……先日良人くんに行ってもらったのと同じところね」

　芹沢さんに場所を教えてもらって思いだす。ああ、生放送の企画で行った撮影スタジオですか。ただ、場所が同じってだけでスタッフさんはまるっきり別だろうとのことだった。うーむ、あの気さくなカメラマンさんが一人いてくれるだけでも違ったのに。まあ、いないものはしょうがない。うう、ちゃんとできるかな。

　その後、時間いっぱいまで芹沢さんにできるだけ詳しく話を聞いた。

　僕が芹沢さんにレクチャーを受けている間、しぐれさんはさも楽しそうに他愛たわいもないことを音無さんに話しかけていた。一方の音無さんはというと、一応相づちは打っているみたいだったけど、終始機嫌が悪そうなご様子。なにがそんなにつまらないんですか。




　都内某ぼう所しよ。撮影スタジオへとやってきた。僕は二度目だけど、しぐれさんは何度も訪れているらしい。なので、しぐれさんに連れてきてもらったって表現の方が正しいだろう。

　いやしかし、移動中も暑いのなんのって。べつに厚着なんてしてないんだけど。芹沢さんのようにスーツを着ているってわけでもない。古ふる里さと学園の制服でもない。前日に芹沢さんから、いつも通りのラフな格好でいいと聞いていたからその通りの服装である。

　それでも、ただ歩いているだけで汗が噴きでてくる。今年の夏もきついわ…………。

　なのに、横を歩くしぐれさんは汗ひとつかいていない。太陽すら気を遣つかっているのか、真夏だというのに涼しげな顔である。

　黒って熱を吸収しやすい色なんじゃなかったっけ。しぐれさん、全身真っ黒だよ？　だってゴスロリだもん。それで汗ひとつかかないってどういうことさ。暑くないってことはさすがにないだろう。人間だし。それでもこの真夏にゴスロリを着るって、本当に好きなんだな。事務所に反対されても着るくらいだもんな。そして、芹せり沢ざわさんもそれが分かってるから完全に禁止したりしないんだ。

　ま、僕はかわいければどんな服装だっていいんだけどね！

「おはようございます！」

　スタジオに着いて真っ先にやること。それはあいさつだ。

　元気よく、はきはきと、大きな声で。まずはそれが一番大切だと芹沢さんに教わった。出演する側だけじゃなく、裏方のマネージャーにだってそういう姿勢は必要なのだ。一緒に物を創つくっていくチームだからね。

　とくに第一印象ってものは大きくて、一度相手に根付いたイメージはそう簡単に変わるものではない。逆に言ってしまえば、初対面でうまく接することができれば多少の失礼があっても笑って許してもらえる、ってわけさ。

　以上が芹沢さんに教わったあいさつの極意である。

「よろしくお願いします！」

　スタッフさんたちに再度声をかける。声をかけながら、スタッフさんたちを一人一人チェック。一番偉えらい人は誰だれだ。

　グラビア撮影に来るの二度目だけど、なんだか前回と空気が違う。なんだろうね、ここが違う、みたいな決定的なところは見あたらないんだけど、なんとなく雰ふん囲い気きが違うのだ。

　それもそう。今日きようのしぐれさんのお仕事は声優誌のグラビアではなく、一般誌の撮影なのである。芸能人のゴシップ記事なんかを扱ったりするような雑誌で、コンビニでも売っているやつだ。

　今回は、いま巷ちまたでなにかと噂うわさの『声優』というお仕事をピックアップするのだとか。いままでは単に裏方さんってイメージだったけど、ＣＤを出したりダンスを踊ったり写真集を出したりとなにかと表に出ることが多くなってきた『声優』というお仕事。普段アニメを見ない人でも、その職業を知る機会は増えている。じゃあ、いま現在、どんな人が『声優』というお仕事をしているのか。というわけで白羽の矢が立ったのがしぐれさんなのだ。

　見た目もいいからな。普通にテレビに出ているタレントや歌手と並んでも遜そん色しよくないもんな。

「お、元気いいねー」

　口ひげを生やした男性が話しかけてきた。

「常つね村むら良りよう人とと申します。本日、インターンとして天あま乃の川がわしぐれのマネージャーを務めさせていただくことになりました。よろしくお願いします！」

「おお、君が。聞いているよ。いやー、若いっていいねぇ」

「ありがとうございます！　がんばります!!」

　僕があいさつをすると、すっとしぐれさんが横に立つ。

「本日はよろしくお願いいたします。天乃川しぐれと申します」

「…………なるほどなるほど。へえ、ずいぶんかわいい格好をしているね。ふむ、写真で見るよりイイな」

　おいおい、ずいぶんじっくりと舐なめ回すように見てくれるじゃないか。

「おっと失礼。仕事柄、若い女の子を見ることが多くてね。いや、気分を悪くしたなら謝るよ。すまなかった」

　今回オファーをいただいた雑誌の名前は僕も知ってるし、コンビニで立ち読みをしたこともある。たしかに水着のグラビアとかいっぱい載ってるからな。プロポーションをチェックするのがクセになっているのだろうか。なんてうらやましい仕事だ。僕、そっちにインターンシップに行ってもいいですか？

「今日きようはよろしく。ディレクターの滑なめ川かわです」

　おっと名刺を差しだされた。もちろん学生の僕は名刺なんて持ってないから、両手でありがたくいただくだけである。

「俺おれも若い頃ころはブイブイいわせてたんだけどねぇ」

　ブイブイて！　その死語が時代を物語っていますね。

　でもディレクターってことは、一応この現場で一番偉えらい人なのかな？　雑誌づくりの現場なんて知らないからなあ。アニメだったら監かん督とくとかプロデューサーとかもっと色々と肩書きがあるんだけど。

「いや、正直あなどっていたよ。ほら、声優って裏方の仕事ってイメージじゃない？　見た目で勝負する仕事じゃないからさ。でもなるほどな。へえ、そうかそうか」

　たしかに最近の声優さんってみんなきれいだよね。女性に限らず、男性声優さんもかっこいい人ばっかりだし。それでいて、テレビに出ている俳はい優ゆうさんたちよりも身近に感じるんだよね。

　あ、でもこれだけは言っておこうか。

「たしかにきれいな人多いですけど、その中でも天乃川しぐれは群を抜いてますから」

「ほう、そうきたか。ははは！　いいね、いいね！」

　よっしゃ！　好印象。

「りょ、良人さま…………」

　服の裾すそを引っ張られた。そんなに恥ずかしがらなくても。僕は噓うそを言ってるわけじゃないんですから。しぐれさんは胸を張っていてください。

　滑なめ川かわさんはひとしきり笑ったあと、もう一度しぐれさんを見た。眼球だけをぎょろっと動かして、視線の先を隠そうともしていない。

　だからしぐれさんの横に立っている僕にも分かった。

　…………なに？　この人。

　全然しぐれさんの顔を見ていない。全身を舐なめるようにじっくりと見てはいるんだけど、つま先から視線が上がっていって、胸元で止まる。そこから上にはなかなかいかないのだ。

　少しだけ、ほんの少しだけだけど、薄うす気き味み悪い。

「ふうむ」

　一息漏もらすと、滑川さんは近くにいたスタッフさんに声をかける。軽く頷うなずいているところを見るに、なんらかの指示を出したのか。

「では、さっそくですが準備をお願いしていいかな？」

　む……………………。いやいや、相手はスタッフさんだ。あの有名雑誌で仕事をしている人なのだ。変な勘かん繰ぐりはやめよう。さっき滑川さん本人だって言ってたじゃないか。女の子を見ることが多いって。スタイルを気にしてしまうのは一種の職業病みたいなものなんだろう。

「かしこまりました。では、ひとまず失礼いたします」

　女性スタッフさんと一緒にメイク室へと歩いていくしぐれさんの後ろ姿を見送る。

　さて、しぐれさんの準備が終わるまで僕はどうしていようかと思っていたら、滑川さんがとんでもないことを口にした。

「君、あの娘ことどういう関係？」

「はい？」

「もしかしてイイ関係なのかなって思って」

「ち、ちちち違いますよ」

「そうなの？　ふーん」

　なんだろう。一度感じてしまった違和感がぬぐえない。これが第一印象ってやつか。ただの場を繫つなぐだけの他愛たわいもない会話なのかもしれないけど、なんか…………なんか…………。

「常つね村むらくん、高校生だっけ」

「は、はい」

「なんかちょっと慣れてるように感じるんだけど、業界で仕事とかしたことあるの？」

「えと…………」

　ラジオに出演していること、その企画でこのスタジオに来たことがあることを伝える。もちろん、なんでそうなったのか、という経緯いきさつは省いてだ。正直、詳しいことは僕にも分からないし。基本的に、巻き込まれて流れに乗っていたら現在の状況になっているってだけだから。

「そっか、それでか」

　なにがよ。なにが「それで」なんだよ。え、僕そんなにこなれて見える？　なんだかんだで色々やらされてきたからなあ。

「ちなみにだけど、今日きようって他ほかに事務所の人は来るのかな？」

「え？　いや、たぶん僕だけですけど…………」

　なんだよ！　やっぱり僕ではダメだってこと？　慣れてるって言ってみたり、なんなのこの人。質問の真意がまったく測れない。

「………………………………」

　うぅ、そして黙だまるのか。

　僕の方からなにか言うか？　といっても、話題なんてないしな。この人、絶対アニメなんて見てないだろうし。話題を探して最初に見つけるのがアニメ関連のみっていう僕の引き出しの少なさも改善しなくちゃいけないだろうけど。

　気まずい沈ちん黙もくが続く。僕はすることがないし、滑なめ川かわさんも黙って僕の隣となりに立ちながら他のスタッフさんたちが準備をしているのを見ているだけ。

　よし、ここは定番だけど天気ネタでもひとつ。

「毎日暑いですねー」

「そうだね」

「「……………………」」

　終わりかよ！

　はあ…………さすがにいたたまれなくなってきた。トイレにでも行ってこようかな。べつにしたくもないけど。

　なんて思っていたら、ポケットの中でケータイが震ふるえた。しかし、こう……この状況でケータイを出していいもんか。インターンとはいえ仕事中だし、滑川さんも横にいるし。

「どうぞ」

「……あ、すいません」

　振動音が聞こえていたらしい。滑川さんがそう言うならいいか。お言葉に甘えさせてもらおう。

　たとえほんの数秒だとしても、この気まずい空間と時間から逃げられるなら万ばん々ばん歳ざいだ。振動パターンと時間からして、恐らくメールが届いたのだろう。送ってきた相手に感謝の言葉を返信したい。

　二つ折りケータイを開いて、メールの画面を出す。

　えっと、誰だれからのメールだろ…………あれ？　しぐれさんから？

　更衣室にいるのですぐに来てほしいと書いてあった。どうしたんだろ。なにか問題でも発生したのかな。まあ、しぐれさんが呼んでるならすぐにでも行かなくちゃ。

「あの、すいません、更衣室ってどこでしょうか」

「あの娘こからかい？」

「…………はい」

　滑なめ川かわさんに更衣室の場所を教えてもらう。なんだろうね、普通はなにがあったんだろうとか疑問に思うんじゃないの？　しょせん僕はインターンの学生に過ぎないんだから、「どうかしたの？」の一言くらいあってもおかしくないと思う。滑川さんが忙しそうにしてるならまた別だけど、こうしてなにもせずに立っているだけだっていうのに。

「すいません、じゃあちょっと行ってきます」

「ああ」

　付いてくる気はなし、ですね。そうですか。

　妙な気持ち悪さを抱いだきつつ、僕はしぐれさんの元へと向かった。




　教えてもらった場所へ行くと、大きな文字で「更衣室」と書かれたドアを見つけた。うん、いいね。これくらい大きな文字で書いておいてくれないと、間違えて入っちゃうもんね。女の子が着替えてるところに間違えて入っていってぶん殴なぐられるなんてライトノベルの主人公的な展開になっちゃうもんね。ま、どんなに大きく書かれていてもなんだかんだで着替え中に突入しちゃうのが主人公ってやつなんだけど。

　僕は違うぞ。リアルな世界に住んでいる人間なんだから。そんなことにはならないさ。

　きちんと、ノックだってするしね。

「しぐれさん、僕です」

「どうぞ」

　うん。完かん璧ぺきだ。これで事故は起こらない。そういう事故なら起こってほしいという気もなくはないけど。

「あの、どうしました…………え？」

　部屋に入った僕の目に飛び込んできたのはしぐれさんの姿だった。もちろん着替え中なんてわけがない。彼女が「どうぞ」と部屋の中に招いてくれたのだから、これでもし下着姿や裸はだかだったらしぐれさんは完全に僕を誘さそっているということになる。もちろん、そんなんじゃない。

　しぐれさんはきちんと服を着ていた。当然だ。しぐれさんは露ろ出しゆつ狂きようじゃないのだから。しかしどうだ。服を着ているというのに、いまの彼女にあてはまる言葉は「あられもない姿」だ。

「し、しぐれさん、その服…………」

　っていうかそれ本当に服ですか？　人が着る衣服ですか？

　どう見ても布でできた筒だ。腕を通すところなんてない。肩は丸出し。そしてそのまま一枚の布は、胸、腰、おしりを包み、太もものかなり際きわどいラインまでを隠しているだけに過ぎない。

　派手なんだけど、そこはかとない昭しよう和わ臭しゆうが……そうか、これがボディコンってやつか？　テレビで見たことあるぞ。バブル特集の時だったっけ。

　前はジッパーになっているのだが、かなりきついらしく、上まで上がりきっていない。

　そのきつい原因は当然しぐれさんの豊満なバストであり、なんとか押し込んだという感じでムリヤリに上げられたジッパーのおかげでもう胸の谷間がこれでもかと……やべえなこれ。あとちょっとジッパーが下がったら全部見えちゃうじゃん。

　いや待て。上ばっかり見てたけど、下もすごいんだ。下着が見えるか見えないかの本当に瀬せ戸と際ぎわで…………いや、アウトだろ。僕の方が背が高くて、目線がかろうじて上からになってるから見えないだけで、ほんの少しかがんだら見えちゃうだろ。

　もちろん下着が見えなくても扇せん情じよう的てきなんだけどね。ピチピチの服の裾すそが太ももに軽く食い込んでる辺りなんか、もうたまらないわけですよ。リアルの肉感ってやつですよ。

「りょ、良りよう人とさま、そんなに見ないでください」

「すすすすいません!!」

　しまった、凝ぎよう視ししすぎた。

　しぐれさんは慌あわててスカート…………と言っていいのか分からない筒状の衣服の裾を下に引っ張った。

　しかしそれはっ！

「だ、ダメですしぐれさん！　そんなに下に引っ張ったら……む、胸がっ」

「え……きゃあ！」

　今度は慌てて引っ張って持ち上げる。

　が、しかし。

「し、しぐれさん！　そんなに上げたら今度は下が！」

　パンツが見えちゃうんですけど！

　前門の虎とら、後門の狼おおかみ。

　上げればパンツ、下げればおっぱい！

　どうすればいいの。どうしてあげればいいの。僕には見てるだけしかできないの？　いや、見てちゃマズイのか。

「あ、あの…………下に穿はくやつで、見えてもいいようなやつとか、なかったんですか？」

「うう……見あたりませんでしたわ」

　ってことは、いまちらりと見えたのはしぐれさんの自前の下着か。あー、ばっちり見ちゃったな。完かん璧ぺきに記き憶おくしちゃったな。

　いやー、今日きようはずいぶんと目に良い出来事が起こる日だ。季節的には真夏だけど、目にだけ正月がやってきたね。あけましておめでとう！　ハッピー乳にゆういや～ん。あっはっは…………なにを考えてるんだ僕は。

　その後も、しぐれさんは何度も上げては下げ、下げては上げを繰り返し、ようやくどちらもギリギリ隠れるポジションに落ち着いたようだ。

　とはいえ、ぴちぴちの服に締め付けられた胸の谷間はいまにもこぼれんばかりだし、短すぎる裾すそからは柔らかそうな太ももが丸出しなんだけども。

　それにしてもキツそうだな。サイズ合ってないんじゃないの？　いや、こういう服にサイズなんてあるのかって話だけど。キツいを通り越して、しぐれさん苦しそうだもん。

　いっそのこと銀のジッパーを下ろしてあげるか。

　彼女の身体からだに封じられた大いなる力《乳にゆう圧あつ》を、解放できるのは僕しかいない！

　僕もいい感じに混乱してきた！　やばいやばい、落ち着け僕。

「あの……しぐれさん、改めてお訊ききしますが、なんでそんな格好を？」

「衣装がこれしか用意されていなくて…………」

　だったら着る前に言ってくれればいいのに、という言葉は吞のみ込んでおこう。わざわざいらない指摘をする必要はないからな。

「その格好で撮影を…………？」

「これが用意されていたということは、そういうことなのかもしれません」

　いや…………これはどうなんだ。たしかにすごくイイんだけど。

「どうしましょう」

　しぐれさんが僕をすがるような目で見てくる。これで写真を撮るのは恥ずかしいよな。それにさ、しぐれさんの特集だろ？　声優さんをピックアップした記事なんでしょ。この衣装はまったく関係ないんじゃ…………。

「えっと…………」

　でも、スタッフさんが用意した服なんだよな。「これで」ってことなら、やらなくちゃいけないのかな。

　どうしよう。僕もいままで散々スタッフさんに無茶振りをされてきて、すべてやらされてきたわけだけど、今回もそういうことなのかな。しぐれさんへの無茶振りってやつ？　大人気アイドル声優でも無茶振りってあるのか。恐こわい業界だな。

　しぐれさんは全身が映る鏡の前に立ち自分の姿を見ている。こんなセクシー系の服、しぐれさんの人生で初なんじゃなかろうか。

　そんなしぐれさんの姿がコンビニに並ぶような雑誌に掲載され、多くの人の目に触れるのだ。

　どうしよう、どうしよう。

「やっぱ、嫌いやですよね」

「良りよう人とさま…………」

　ですよね、やっぱり。はっきりと拒否の言葉が出ることはなかったが、しぐれさんの目がそう訴えている。しぐれさんも迷っているんだ。

　仕事はしっかりやらなくてはいけない。でも、本当はやりたくない。

　でも仕事。でも嫌いや。でも仕事。でも嫌。でも、でも…………。

　迷うしぐれさんに僕はなんて言ったらいいんだ。友人としてなら、嫌なことはやらなくてもいいんじゃないかって言うと思う。だけど、マネージャーとしてなら、なんて言うべきなんだろう。こんな時、芹せり沢ざわさんならどうするだろう…………。

　と、部屋のドアをノックする音が。

「すいません」

　この声は、滑なめ川かわさんか。

「はい！　いま出ます！」

　しぐれさんは人前に出づらいだろうからね。僕から出て行こう。

　ドアを開けて、さっと身を部屋の外に出す。なるべく部屋の中が見えないように気を遣つかった。

　後ろ手にドアを閉める。そのままドアを背に、滑川さんを見る。

「なにか問題でもあったかな？」

　白々しいにも程ほどがある。あの服、あんたが用意したんだろ。

「問題、というか…………ちょっと確認しなくちゃいけないことができまして」

「確認？　はて、なにをだろう」

「あの…………用意されてた服についてなんですけど」

　もしかしたら単純なミスかもしれない。他ほかの人の衣装と間違えてしまっただけかもしれない。心のどこかでそんなわけないと思いつつも、希望を込めて尋たずねてみた。

「いい衣装だろう？　純じゆん朴ぼくでおとなしそうなお嬢さま、しかしその服の下には隠しきれないわがままボディが！　いいぞ、これは売れる」

　やっぱりか…………。

「いや、でもあの服は」

「彼女の魅み力りよくを、新たな一面を魅みせる、素晴らしい衣装だろう？　君だってそう思うだろう？」

「それは……そうかもしれないですけど」

「インターンとはいえ、いまの君はマネージャーだろう？　だったらもっと彼女を売り込まなければ」

「う…………」

「いいか？　これはチャンスだぞ？　普段声優雑誌にどれだけ載ってるか知らないが、うちの雑誌の知名度と発行部数は桁けた違ちがいだ。書店のみならず、コンビニや駅の売店などに置かれ、オタクではない人たちの目に触れる。それはつまり、天あま乃の川がわしぐれをアピールするチャンスなんだぞ？」

　たしかにそうだ。

「もっと活躍させたいだろう？　彼女の輝いている姿を、君も見てみたいだろう？」

　たしかに、そうだ…………。そうなんだけど。

「ほら、君も仕事をしたまえよ。タレントを管理するのが、君の仕事だろう」

　そうだ。仕事、仕事なんだ。

　みんなに、読者の皆さんに喜んでもらえるなら、やるべきなんだ。スタッフの皆さんが用意してくれた舞台を台無しにするわけにはいかないんだ。

　以前、音おと無なしさんだってそう言っていた。応援してくれるみんながすべてなんだって。

「さあ、準備を進めるよう彼女に言ってくれ」

　言うか。言うしかないか。

「…………分かりました」

　きついな。これが責任を負うってことなのか。仕事の重みなのか。

　でも、時には言わなくちゃいけないこともあるんだよな。しなくちゃいけないこともあるんだよな。

　────────よし。

「ごめんなさい滑なめ川かわさん、あの服では撮影できません」

「…………なんだって？」

「あの服は、天あま乃の川がわしぐれには似合いません」

「だから新たな一面になるんじゃないか」

　やっぱり素直に「はい、そうですか」とはいかないか。でも、これだけは譲ゆずれない。僕がここで負けちゃダメなんだ。

「それにしてもあの衣装は、いままでの彼女のイメージからかけ離れすぎています。それは、これまで天乃川しぐれを応援してくれていたファンの皆さんに失礼になる」

　そりゃ見たいよ。大好きな人のセクシーな姿、男だったら誰だれだって見たいよ。

　もちろん本人の同意の上でならなんの問題もないんだよ。むしろどんどんやってほしいって思うくらいさ。水着やセクシーな格好でグラビアを撮ってる人たちには、いつも感謝してる。すごいなって思ってるし、応援もしてる。

　でもさ、今回は違うじゃん。しぐれさんはそういう売り方を望んでいない。僕はしぐれさんの大ファンだ。大好きだ。だからこそ、本人の気持ちを無視したくないんだ。

　きっとしぐれさんは、僕が言えばあの服で撮影をやってくれるだろう。応援してくれる人たちを大切にしたいって、そう考えているからこそ恥ずかしいのを我慢してやってくれるだろう。

　その気持ちを僕は分かってるから。

　分かってるから、こういう要求はマネージャーの僕が突っ返さなくちゃいけないんだ。

「ごめんなさい。あの服で撮影はできません」

「新しい層のファンを獲かく得とくしたくはないのかい？」

「だったらなおのこと！　『声優・天乃川しぐれ』の姿を知ってもらいたい。あんな服に頼らなくても、彼女は充分に魅み力りよく的てきだから！」

　思わず声が大きくなってしまった。が、滑なめ川かわさんはちっとも動じずに僕を見ている。

「「……………………」」

　滑川さんが折れるか、僕が折れるか。

　まさかとは思うけど力でなんとかしよう、って流れにはならないよな。この人がブイブイいわせてたのが何年前なのかは分からないけど、昔やんちゃしてた人と腕力勝負なんてしたくないぞ。

　二人して黙だまり込み相手の様子を窺うかがっていると背後の扉が開いた。

「あの…………」

　しぐれさんだ。元のゴスロリに着替え直していた。手にしたケータイを滑川さんに差しだしている。

「事務所のマネージャーさまからですわ」

「…………はいはい」

　渋しぶ々しぶといった感じでケータイを受け取ると、滑川さんは耳にあてた。

　その隙すきにしぐれさんに尋たずねてみる。

「芹せり沢ざわさんですか？」

「はい」

　そっか、と滑川さんを見ると────。

「なっ!?　あなたはまさか、あの伝説の…………し、失礼しましたッ!!」

　突然頭を下げ始めた！　電話なのに！　っていうか伝説ってなに!?

　話を聞くに芹沢さんも昔はあっち系の人だったらしいから、どっかで接点があったのかもしれない。

「は、はい！　すいませんでした。…………分かりました。いえ、勝手にご提案をしてしまって申し訳…………。え？　ま、待ってください。それだけは…………。は、はい。はい、そうですね。分かりました。そのように。はいぃ!!」

　芹沢さん、なんて言ってるんだろう。後学のために拝はい聴ちようしたいんですけど。

　最後までペコペコして、滑川さんは電話を切った。しぐれさんにケータイを返す滑川さんの手が微妙に震ふるえていたのを僕は見逃さなかった。すげーな、芹沢さん。電話一本でここまでとは。さすが敏びん腕わん。

「えっと…………」

　僕としぐれさんはどうすればいいんでしょうか。たぶん、もうあの服を着ろってことにはならないだろうけど、他ほかに衣装を用意してくれてるのかな。

「あの、常つね村むらさん、天あま乃の川がわさん」

　お、ずいぶん下した手でになったな。

「撮影をお願いしたいと思うのですが、いい衣装を他ほかに用意していなくてですね。本日スタイリストも不在で、衣装だけ用意して他の現場に行ってしまっていて」

　ポケットから取りだしたハンカチで汗を拭ふきながら、僕たちにもペコペコする滑なめ川かわさん。昔はやんちゃしてたって言ってたけど、いまの彼の姿からは下っ端ぱのイメージしか湧わいてこない。これが滑川さんの本当の姿なのかもしれない。

「はあ…………」

　着る服がないとか、じゃあどうすんのよ。

「そこで、お手数をおかけしますが、天あま乃の川がわさんに似合う衣装をいまから買ってきていただいてもよろしいでしょうか。もちろん費用はこちらでご用意いたしますので」

　え？　またなんか変な展開に。

「いまからですか？」

「はい、お待ちしておりますので。お金は…………すいません、手持ちがないもので、領収証を貰もらってきていただければ後日お支払いします」

「…………こっちで選んでしまっていいんですか？」

「もちろんです。さきほど芹せり沢ざわさんもお電話でおっしゃっていました。コーディネートは常つね村むらさんに任せれば問題ない、と」

　芹沢さんマジっすか。ファンの僕なら分かってるだろってことかよ。それ結構な無茶振りですよ？　雑誌のグラビアで掲載される衣装を選べってのは、いくらファンで大好きだからって、またちょっと違うと思うんだけど。あと、これって絶対にマネージャーの仕事じゃないよね。

　どうしよう、と思っている僕の横から、しぐれさんがいつものふんわり笑顔。

「分かりました」

「ちょっ、しぐれさん」

「スタッフの皆さまをお待たせしてもいけませんし、早く参りましょう」

　僕の手を取って歩きだすしぐれさん。優やさしいなあ、あんな服を着させて写真を撮ろうって企たくらんでたスタッフさんにまで気を遣つかうなんて。

　しぐれさんに手を引かれて進む僕の背後から滑川さんの声が聞こえてきた。

「スタッフ陣のスケジュールは押さえておきますので、ごゆっくりどうぞ！」

　どんなセリフを吐けば、大人おとなの男をあそこまで従順にさせられるのだろうか。

　滑川さんの姿を見て、僕は芹沢さんの伝説を垣かい間ま見たのであった。




「で、愛あ好このやつ、『中学生だってもう立派なレディだよ！』とか言いだしまして」

　撮影で着る衣装を買いに街へとやってきた僕としぐれさん。

　スタジオの近くに洋服屋さんが多くて助かった。渋しぶ谷やや竹たけ下した通りほどではないけど、駅前まで出ればそれなりにお店がいっぱいである。

　とぼとぼと歩きながら向かう間、なにかしゃべらなくちゃ！　と緊きん張ちようした僕はなぜか家族の恥を話すことに。もっといい話題あっただろうに。なんだってうちのバカ妹の話をせにゃならんのだ。

　まあ、しぐれさんも笑ってくれてるし、いいか？

　兄と妹って関係は大変ですよね、なんて話をしているうちに、だんだん人通りが増えてきた。

　さすが夏休み。周りを見れば、たくさんの若い男女が仲良さそうに歩いている。普段の僕だったら気き後おくれして回れ右をしかねないほどのアウェイ感。

　しかし今日きようの僕は違う！　隣となりを見れば、あの天あま乃の川がわしぐれが歩いているのだから！

　しぐれさんのゴスロリという派手な格好のせいで、なかなかに僕たちは人目を引いているらしい。

　必ずと言っていいほど、男性は二度見していく。まず服装に目がいって、その後、それを身につけている女性のレベルの高さに気づくのである。

　ふふふ、なかなかに気分のいいものですね、これは。

　この女性が天乃川しぐれだとバレたりしたらちょっとまずいような気もするけど、場所が場所なだけに声優に詳しい人は滅めつ多たにいないだろう。いたとしても、普段の大和やまと撫子なでしこのイメージとかけ離れているから気づかないだろう。

　せいぜい、すごいきれいな人がゴスロリで歩いてる！　すごいきれいな人が中の下くらいの男と歩いてる！　うらやましい、男死ね！　爆発しろ！　くらいだろうね。やべ、そう考えると恐こわくなってきた。

「では…………いかがいたしましょうか」

　おっと、優越感に浸ひたっている場合じゃないな。

　僕らの目の前にはたくさんのお店が並んでいる。

　どうしようかな。コーディネートは任せると言われても、僕にセンスなんて皆かい無むだ。全国チェーンの激安ショップで適当に服を選んで着ているだけだぞ。そんな男がコーディネート？　無理があるって。時には母親に任せちゃうくらいなんだから。ほ、ほら、パンツとか靴くつ下したとかはさ、人に見られる機会あんまりないじゃん？　だから、いっかなーって。

　人通りの激しい道を挟はさんで、両側に軒のきを連ねる洋服、靴、雑貨などなどのお店の数々。

　時間は気にしなくていいと言われたけど、ゆっくりすればその分だけスタッフの皆さんを待たせてしまうことになっちゃうんだもんな。できるだけ急がねば。

　とはいえ、どのお店に入るべきか…………。ざっと見ただけでもいっぱいありすぎて困る。

　こうなりゃ絨じゆう毯たん爆撃だ。片っ端ぱしから見ていって、しぐれさんの似合いそうな物、しぐれさんが気に入る物を探そう。

「いらっしゃいませー」

　お店に入ると、かん高い声が迎えてくれた。二十代中ちゆう盤ばんくらいの女性店員さんだ。もちろん営業スマイルはばっちり決まっている。

「どうぞご覧らんくださいませー」

　ずいぶんかん高い声だね、しかし。どっから声出してんのこの人。

　しまった、思わず店員さんに目がいってしまった。いかんいかん。どうも今日きようは注意が散漫だな。

　まずはざっと店内を見渡してみる。

　どうやら服だけじゃなく、雑貨も扱っているお店らしい。服がメインの商品なんだけど、小物が置かれていることによって、お店の中がちょっとしたおもちゃ箱のよう。一推しの商品にはライトが当たるようになっていたり、もう見た目から空気からすべて女性モノですって雰ふん囲い気きをばんばん出した店内だ。

　普段からこういうお店に入り慣れていない僕は、当然肩身が狭い。

　けど、なんとなく女性の言い分が理解できた気がする。見てるだけで楽しいとかよく言うけど、たしかにその通りかも。買い物が長くなってしまうのも分かるような気さえしてくる。レディース系のアパレルショップはこういう演出をしてるのか、勉強になるなぁ。まあ、どんなに間違っても僕はショップ店員にはならないだろうけど。

　あと気づいたんだけど、商品の半分くらいが秋物。まだ夏休みに入ったばっかだっていうのに。季節を先取りしすぎじゃね？

　さあどうしたもんかと佇たたずんでいると、さっきのかん高い声の女性店員さんが話しかけてきた。

「どういったカンジの物をお探しですか？」

　その問いに、思わずしぐれさんと僕はお見合いをしてしまう。

　やべ、なにか答えなきゃ。

「しぐれさん、どんなのがいいですか？」

「良りよう人とさまのお好きなものを」

　しぐれさんとセリフがかぶってしまった！

　同時にしゃべったことを申し訳なく感じたのか、「すみません」と言いながら僕の陰に隠れてしまうしぐれさん。

　あれ、もしかしてこれって、僕が店員さんとやりとりする流れ？　知らない人と話すの、あんまり得意じゃないんだけどな。

「あ、えっと、じゃあ、彼女に似合いそうな物を…………」

「………………………………ちっ」

「え？」

「あ、いえ、なんでもありませんよ？」

　いま舌打ちしなかった!?　聞き間違いかな。そうだよね、店員さんが客に向かって舌打ちなんてするわけないよね。だってこの人、笑顔だもん。僕たちがお店に入ってから、一度も崩くずれることなく完かん璧ぺきな笑顔だもん。

「学生さんですか？」

「はい、まあ」

「今日きようはデートですか？　夏休みですもんねー？」

「で、デート!?　ちちち違いますよ！」

「ヘー、ソウデスカー。ヨカッタデスネー」

　心こもってねえ！　顔がスマイルなだけだこの人！　あと、デートじゃないって言ってんじゃん！

「若い方に人気の物だと…………」

　店員さんがいくつかオススメを見せてくれた。けど、いまいちピンとこない。人気ってことは売れてるってことだ。失敗はないけど、無難ってことだ。うーむ。

「じゃあ彼女さん、逆にこういうのは嫌いやっていうのはありますかー？」

「か、彼女さんってわたくしですか？　え、えと…………良りよう人とさまに選んでいただいた物なら、どんな物でも」

「…………今日、暑いですねー。ちょーっとエアコンの温度下げますねー。ピピっと」

　いや、お店の中は結構涼しくなってたと思うんだけど。まあ、いっか。

「じゃあ彼氏さん、どんなのがお好みですかー？」

　彼氏じゃないっての。まあ、いいか。悪い気はしないし。

　あと、はっきりしない客ですみません。

「本当に僕が選んじゃっていいんですか？」

「はい」

　しぐれさん、なんでそんなに僕を信用してるんですか。自分で言うのもなんですが、センスなんて皆かい無むな人間ですよ、僕は。

　どうすっかなぁ。

　しぐれさんの期待のこもった視線と、気持ちのこもっていない笑顔の店員さんの視線を背に、店内をうろつく。

　天あま乃の川がわしぐれのイメージを守りつつ、魅み力りよくを全開に出せる服装。ここにあるどの服を着てもしぐれさんならかわいいんだろうけど、その中でもとくに似合うやつを！

　いや、逆に考えるんだ。しぐれさんならどんな服でも着こなしてくれるだろうから、変なプレッシャーを感じずに選んじゃっていいんだ！

　たっぷり時間をかけながら店内を三周くらい歩き回って、僕は決めた。

　選んだ服を手に、しぐれさんの元へと戻る。そして、渡す。

　さすがに渡す時は少し恥ずかしかったけど、もう僕の中ではこれしかないと思ったのだ。

　僕の選んだ服を受け取ったしぐれさんは、サイズだけ店員さんと確認してから試着室へ。

　どきどき。待ち遠しい。でも大だい丈じよう夫ぶ、絶対かわいい。

　むしろ絶対かわいいだろうから、別の意味でも待ち遠しい。早く見たい。拝見させていただきたい！

「着替えましたわ」

　試着室のカーテンの向こうから待ちわびたしぐれさんの声がっ。

　シャッという音とともに、僕の選んだ服にその御おん身みを包んだしぐれさんが現れた。

　真っ白なノースリーブのブラウスに、ゆるゆるふわふわのロングスカート。

　派手すぎず、地味すぎず。露ろ出しゆつは控えめだけど、見せるところは見せて。

　うん、いいね。なんかこう…………例えるならどっかの司書さんみたい。それも、森の奥とかにひっそりとあるような、隠れた図書館とかの。

　狙ねらった通りですよ。すごくいいね。たまらないね。

　こんな司書さんがいたら図書館に通うね。毎日通うね。超読書家になっちゃうね。

　やべえ、なんか楽しい。女の子に自分の好きな服を着てもらうって、結構楽しい。そしてうれしい。それがまた似合ってるとテンション上がる。

　そうか……スタイリストとかになると、こういうのが仕事になるんだな。センスを磨みがき続けるのが大変な仕事だろうけど、ほんの少しだけ楽しさを感じることができたような気がする。

「いかがでしょうか？」

「ばっちりです！」

「さすが彼氏さんですねー」

　全身が映る鏡の前でふわりとスカートを揺ゆらすしぐれさん。

　どうだろう。しぐれさん本人には気に入ってもらえるかな。そこが一番大事だからな。

「これに決めますわ」

「あり────」

「アリガトウゴザイマスー!!」

　僕の言葉を遮さえぎって横入りしてくる店員さん。先ほどまでの心のこもっていない営業スマイルとはうってかわって、本物の笑顔になっていた。僕にも分かるくらいの変わりようだった。

「では、着替えますわね」

　再び試着室に消えるしぐれさん。

　いやー、本当にうれしいね。僕の選んだ衣装を着て撮った写真が掲載されるんだ。僕の選んだ服をしぐれさんに気に入ってもらえたんだ。

　妙な達成感。マネージャーの仕事じゃない気もするけど、なにかをやり遂とげた気分だ。

「お待たせいたしました」

　ゴスロリのしぐれさんが再登場。その手にはもちろんさっきまで着ていた服が。

「ではお会計はこちらで」

　しぐれさんから服を受け取った店員さんが金額を口にする。うーむ、やっぱり一式揃そろえたからそれなりの金額になったな。

　……………………ん？　店員さんがじっと僕を見ている。

　そ、そうか！　男と女が一緒にお店に入ってきて服を買うってことは、男の僕が出すべきところなのか！

　ちょ、ちょっと待て。今日きよういくら持ってたっけ。いや、でもこの金額はさすがに持ってないぞ。サイフを開くまでもなく、絶対足りないぞ。

「良りよう人とさま、大だい丈じよう夫ぶですわ。わたくしが」

　うう、すいません。甲か斐い性しようがなくて。

　しぐれさんはゴスロリの袖そでの中へと手を差し込む。そんなところにサイフ入れてたんですか、とは驚おどろかない。しぐれさんの袖からはなんでも出てくるのだ。

　だから、袖から札束が出てきたからって、そうそう驚きは────札束!?

　せめてサイフに入れましょうよ！　なんで丸まる裸はだかの現ナマなんですか。

　偉い人じんの肖像画が印刷された紙し幣へいを数え、店員さんに渡すしぐれさん。

「はーい、では彼女さんからいただきますねー」

　おい、店員。わざわざ「彼女さんから」って言う必要あるかい？

　ちくしょう、どうしよう。なんかないかな。このまま本当に甲斐性のない男と思われたままにしたくないんだけど。

　と、レジの横できらりと光る物を発見。ネックレスのようだ。十字架の形をしていて、真ん中に小さいけれどきれいな青いハート形の石が付いている。

　手に取ってみると、すかさず店員さんが口を開く。

「そちらラピスラズリのネックレスになっております」

　むう、石の名前を言われても分からない。

「きれいですけど派手すぎることもないので、どんなお洋服にも合わせられますよー。胸元のワンポイントにちょうどいいカンジですねー。お値段もお手て頃ごろですし、彼女さんへのプレゼントにいかがですかー？」

　はあ、なるほど。

　店員さんの反応は上々。しぐれさんはどうかな？

「いけませんわ良人さま。良人さまからいただくわけには」

「いいんですって。ほんの気持ちですから。こんな物しかプレゼントできませんけど」

　何度も遠えん慮りよするしぐれさんを押し切って、僕は「これください！」と代金を支払った。

「良人さま、わたくしの誕生石をご存じだったのですか？」

「へ？」

「わたくしが生まれた十二月の誕生石はラピスラズリ。またの名を瑠る璃り。この青い石のことを言うのですわ」

「あ、そうだったんですか」

　十字架ってのがゴスロリに合うかなと思って選んだんだけど、そうだったのか。あ、もちろんしぐれさんの誕生月が十二月だってのは知ってたんだけど。

「なにか引き合うものがあったんですかねー。彼氏さんグッジョブですよー。あ、お包みしましょうかー？」

「どうします？　しぐれさん」

「えと…………そのままで結構ですわ」

　店員さんの申し出を断ったしぐれさんは、そのまま僕に向き直る。

「良りよう人とさま、着けていただいてもよろしいでしょうか」

「え？　僕が？」

「はい。ぜひ、良人さまに」

「わ、分かりました」

　ネックレスを手に、人知れず緊きん張ちようする僕。

　まず、留とめ金を外せなくて焦あせる。普段ネックレスなんてしないし、女性モノに触れる機会なんてないからな。

　なんとか外して、しぐれさんの真正面に立つ。しぐれさんはそっと目を閉じた。

　きれいな髪に絡からまないように、彼女の首筋へと手を伸ばす。必然的に、僕としぐれさんの距離はどんどん近くなっていく。

　涼しげな顔をしてはいるけど、やはり長い髪は暑いのだろう。首筋に差し込んだ手に、彼女の熱を感じた。

　今度は留め金がなかなかはまらなくて焦る。急げ僕。そう長くは保もたないぞ。このまましぐれさんを抱だきしめてしまいたくなる衝しよう動どうに抗あらがえきれなくなるぞ！

「っと…………できました」

「はい」

　しぐれさんから離れると、心地のいい熱が冷めていく。手にかいた汗が僕の熱を奪うばっていく。

　ゆっくり目を開けるしぐれさん。そして、首にかけられたペンダントを優やさしく指でなぞった。

「ありがとうございます」

「いえ、そんな…………」

「ネックレスのことだけではありませんわ。先ほどの衣装のことも。反対していただいて、ありがとうございました」

「あれは…………当然のことをしたまでですよ」

「当然と思っていただけたのがうれしいのですわ」

「そう、ですかね…………」

「ええ」

　にこりと笑うしぐれさん。誰だれもが魅み了りようされ、恋に落ちるレベルの笑顔。

「それに、とてもうれしい言葉も聞けましたし」

「あ、えと…………」

　スタジオの廊下で僕が滑なめ川かわさんに言った言葉、聞こえてたのか。まあ、ちょっと声も大きくなっちゃってたしね。いや、恥ずかしい限りで。どうもすいません。

　でも、…………なんだかやっと一息つけた気がする。

　今日きよう一日すごい不安だったけど、少しでもしぐれさんの役に立てたのなら、こんなにうれしいことはない。

　よかった。この笑顔を守ることができて、本当によかった。

　いや、まだ終わりじゃないぞ。仕事はこれからなんだから。今日、これから撮る写真が最高のモノになるよう、いちファンとして、マネージャーとして、彼女のために粉ふん骨こつ砕さい身しんがんばらなくちゃね。

「撮影、がんばりましょうね！」

「はいっ。良りよう人とさまのためにも、がんばりますわ」

　僕のために、か。この笑顔を独り占めできたらどんなにいいだろう。そう思わないこともない。でも、それは僕なんかが独り占めにしていいレベルのものじゃない。

　彼女の笑顔はたくさんの人たちから貰もらった愛でできているんだ。だから、僕だけにじゃなく、みんなに向けられるべきなんだ。

　なーんてね。あー、暑い暑い。店員さん、エアコンの設定温度、もう一℃下げようか。
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　高い塀へいに沿って歩き続けること十数分。ようやくグレイス女学院の正門が見えてきた。生徒のみんなは車で通学してるから、電車と徒歩だと大変だよ、と言っていた妹の愛あ好この気持ちがよく分かった。庶しよ民みん代表のあいつは当然車での通学なんてしていない。が、学校の最も寄より駅から友人の車に拾ってもらっているらしい。なんて図ずう々ずうしいやつだ。

　今日きようはグレイス女学院の文化祭。遊びに来てと呼ばれたのである。妹の愛好にではない。あいつはそんなにかわいげのあることはしない。絶対にだ。

　僕を呼んでくれたのは、ひなのちゃんだ。アイドル声優としてデビューしたばっかりの、このグレイスに通う中学三年生の女の子である。

　グレイスの文化祭に来るのは初めてだ。親は去年行ったらしいけど、僕は行かなかった。というか、行けなかった。

　なぜかというと、お嬢さま学校であるグレイスはセキュリティが厳しく、入るにはチケットが必要なのである。生徒一人一人に決まった枚数のチケットが配られ、それを持っていないと中に入ることはできない。チケットには番号が書かれていて、もしもオークションなどに出品されようもんなら、すぐに誰だれの物か特定され、無効とされてしまうらしい。

　去年の僕は、そのチケットをゲットできなかったのである。もちろん去年も行きたかった。お嬢さま学校なんて、男の僕からしてみたら興味ありまくりだ。

　だけど、「来たいの？　あげようか？　ん？」という愛好のにやけた顔を見たら意地でもやつから貰もらいたくなくて断ってしまったのである。まったくもったいないことをした。

　で、今年だ。去年とまったく同じやりとりを愛好とし、激しく後こう悔かいしていたところにひなのちゃんからうれしい申し出があったので、今度こそ僕はありとあらゆるすべてのプライドを擲なげうってお誘さそいを受けることにしたのである。

　本当は音おと無なしさんやしぐれさんも誘われていたのだが、お仕事の関係で来られず。結果、僕一人でやってきたというわけだ。まあ、一人ってのもそれはそれで緊きん張ちようするわけだけど、この機会を逃したらもう二度とグレイスの文化祭には来られないだろう。チケットを愛好のやつから貰うのは恥。ひなのちゃんは三年生で、来年は卒業してしまう。そう、チャンスは今年しかなかったのだ。

　そんなわけで、ようやく到着したでっかい鉄の門を前に呆あつ気けにとられてしまう。さすがお嬢さま学校。

　こうして正門から入るのは初めてだ。前回来た時は、裏から車で入っちゃったからな。

　今日が文化祭だからだろうか。鉄の門は花で装飾してある。よく見たら全部生花だ。これだけでいったいいくらかかっているのだろうか。

　その門をくぐっていく人たちのお召し物は、どこか高級そうに見える。見えるだけかもしれないけど。

「失礼。そこでなにをされているのですか」

「あ、いや、すいません」

　って、恐こわっ！　黒服の男の人が話しかけてきた。ガタイがいいし、真っ黒いサングラスもかけている。なにこの人。

「私はセキュリティの担当をしている者です。なにか御ご用ようですか？」

　警備員だった！　恐すぎるだろ警備員。黒服じゃなくて制服着とけよ。

「あ、ち、違うんです。文化祭に呼ばれてて」

「入場チケットは？」

「ありますあります！」

　慌あわててチケットを取りだして黒服の人に見せる。

「ふむ…………」

　チケットを太陽にかざし始めた。すかしが入ってんのかよ。どんだけだよ。っていうか、この格好の人がその行動をするのは、なんかマジっぽいぞ。どう見ても警備員じゃねえよ。

　と思ったら、今度はチケットと僕を交互に見始めた。いやいや本物だから。なんでチケット持ってんのに怪しまれてるんだよ。完全に不審者扱いじゃねえか。

「すみません、どなたのご紹介で？」

「木こ立だち陽ひ菜な乃のさんです！」

「少々お待ちください」

　なんか無線で連絡を取り始めたぞ、おい。

「はい。はい…………そうですか。あの…………」

　ようやく疑いが晴れたかな？

「ご本人に連絡を取っていただいてもよろしいですか？」

「ああ、はい！　分かりました。そうですね！」

　全然晴れてなかった！　すっごい怪しまれてる。

　ポケットに手を突っ込む。すると黒服が背広に手を差し込んだ！　スマホだよ！　危ないもんは出さねえよ！　あんたがいま連絡を取れって言ったんだろ！

　急いで電話をかけよう。なんか知らないけど黒服が二人ほど増えたし。

『プルルルル』

　近くを通る人たちが僕をチラ見していく。そりゃそうだ。黒服に囲まれてるんだから。違うんですよ。怪しい者じゃないんです。

『プルルルル』

　出ねえ！　やばいよ、おい。

「あの…………」

「いや、違うんです。知ってるんです。知り合いなんです。でも、なんか電話に出なくて。ほら、ちゃんと電話帳に登録されてるでしょ!?」

「すみません、番号での確認はできませんので…………」

　そらそうですよね！

　やばいって。事前に名前と適当な番号を登録しておきました、みたいな計画的犯行に思われてる。

　仕方ない。かくなる上は！

「ま、待ってください。もう一人知り合いがいるんで！　っていうか、妹がここに通ってるんで！」

　愛あ好こには、今日きよう僕が来ることは言っていない。できることなら秘密にしておきたかった。でも他ほかに手はない！

『プルルル…………もしもーし』

「あ！　僕だけど！」

　よかった、繫つながった。

『誰だれですかー？　今時オレオレ詐さ欺ぎにはひっかかりませーん』

「名前表示されてんだろ！」

『え？　慌あわてて出たから見てなかった…………犬？　犬って誰だっけ。あ、そっか。兄さん、どうしたの？』

「ちょっと待て。僕の名前『犬』って登録されてんのかよ」

『まあまあ、それは置いておいて』

　置いておきたくないけど、いまは置いておくわ。黒服に囲まれてるからね。いらない注目を浴びてるからね。

「いま、グレイスの正門にいるんだけどさ、ちょっとこっち来られない？」

『は？　なんで兄さんがいるの？』

「その…………文化祭に」

『チケットは？』

　簡単に経けい緯いを説明する。ひなのちゃんにチケットを貰もらったこと、チケットがあるのになぜか怪しまれていることを、電話越しに説明する。そして、ひなのちゃんと連絡が取れないから愛好にこっちに来てもらえないかと頼んだ。

『しょーがないなぁ。そこで待ってて』

　ふう、一安心だ。

　黒服の人たちに、いまから妹が来ることを伝える。が、彼らの緊きん張ちようと警戒が解けることはなかった。

「念のため、ボディチェックをさせていただいてもよろしいでしょうか」

「ええ、いいですよ！」

　危険物なんか持ってないからね。少しでも誤解を解くための判断材料になるなら、ボディチェックくらい構わないさ。金属探知機を体にあてられたり、服の上からぽんぽんってされるだけでしょ？

「では、失礼します」

　黒服のごつごつした手が、両手を上げた僕の体を触る。最初はぽんぽん、と軽く。しかし、なぜか少しずつ僕の体と彼の手が接する時間が増えていく。

「あの、すいません」

「あァん？」

　凄すごむな。なにを眉み間けんにしわを寄せてこっち見てくんだよ。なんかちょっと…………ボディチェックにしては触りすぎじゃね？　って思ったから声かけただけなんですけど。

　最終的には僕の体をなぞるようにして手を這はわせてくる。なんか様子おかしくね？

「も、もういいんじゃないですかね？」

「…………」

　無言で触るのをやめてくれた黒服。一応これもセクハラに入るのかな。男と男だけど。このご時世、上司が「おつかれ」とか言いながら部下の肩を叩たたいただけでもセクハラとか言われちゃうから、訴えたもん勝ちみたいなところあるけど。

　なんて考えていたら、今度は黒服が僕の体に顔を近づけてきた！

「すんすん」

「なにやってるんですか!?」

「匂においでチェックを」

「なんのチェックだよ！　警察犬かなんかか！」

　最近の警備員ってすごいな！　匂いで危険物を探れるのかよ。どんな嗅きゆう覚かくだよ。さすがお嬢さま学校の警備をしている人は人間離れしてるなぁ。

　ようやく黒服が僕から離れてくれた頃ころ、待ち望んでいた我が妹さまは小走りでやってきた。

「やあ！　愛あ好こ！」

　あえて大きい声を出す。こいつが、グレイスの制服を着たこの少女が、我が妹だとアピールするためである。

「うわ、本当にいる」

　やかましい。いちゃいけないのかよ。まあいいや。これで僕の身分も証明されただろ。

　ドヤ顔で黒服たちを見る。

「愛好お嬢さまのご家族でしたか!?」

　ん？

「たいへん失礼いたしました！」

　おいおい、急にどうした。黒服の皆さんが腰を九十度に曲げて頭を下げている。

「あ、あの…………」

「どうぞお通りください！」

　はあ…………。通っていいのね？

「うちの兄が失礼しました」

「とんでもございません！　ご足労おかけして、すみませんでした！」

　黒服たちは愛あ好こにも同じように頭を下げている。屈強な男たちが中学生の女の子にペコペコしているのだ。こんなに違和感のある光景もそうそうないだろう。

「おい、愛好」

「ん？」

「この人たちは？」

「警備員さん」

「「……………………」」

　説明終わりかよ！　いや、違うって。なんでおまえに対してこんな態度なのかってのが気になってるんだけど。

「愛好お嬢さまには、いつもよくしていただいておりますので」

「あの…………うちの愛好がなにか？」

　もう少し詳しく話を、と思ったら愛好が横から口を挟はさんできた。

「警備員さん、余計なこと言わなくていいからね？」

「心得ております。お兄さま、愛好お嬢さまにはいつも、お世話になっている。それだけでございます」

　よくしてもらってる人の対応じゃないだろ。完全に弱みを握られている人の反応でしょ、いまのは。

「さ、兄さん、行くよ」

「あ、ああ…………」

「いってらっしゃいませ！」

　頭を下げる黒服たちに見送られ、ようやく正門を通過することができた。疑問は残るけど、気にしてもしょうがないか。とりあえず中に入れたし、よしとしよう。

「で、兄さん、これからどーすんの？」

「どうしようかな…………」

　ひなのちゃんに誘さそってもらい、浮かれ気分でやってきたのはいいけど、とくにこれと言ってやりたいことはなかったりする。ぶらぶら歩いてお嬢さま学校の雰ふん囲い気きを味わいたいってのが主な目的なんだもんな。

　周りを見れば、当たり前だけど女の子ばかりである。こんなとこで一人放りだされたら、肩身が狭すぎて息ができなくなってしまう。ひなのちゃんからの返信はないし、どうしたもんかな。

「おまえは忙しいのか？」

「わたし？」

　前を歩いていた愛あ好こが、こちらに振り返って自身を指さす。

「なに？　わたしと一緒にいたいの？」

　いたくない。本当は一緒になんていたくない。だけど一人になるよりマシだ。消去法だ。

「んー…………どうしよっかなぁ」

　愛好がじろじろと僕を見る。下から上までゆっくりと見て、軽く頷うなずいた。

「じゃあ、少しだけ付き合ってあげるよ」

「その『上から目線』が少々腹立つけど頼むわ」

「あ、『突き合う』って言っても体育倉庫とか保健室には行かないからね!?」

「なるべく人の目が多くて賑にぎわってるところを頼むわ！」

　これはツッコミではない。抗議だ。文句だ。

「衆人環視プレイ!?　近親相そう姦かんで羞しゆう恥ちプレイ？　兄さんは背はい徳とくの権ごん化げなの？　相変わらずマニアックだね」

「愛好！　声がでかい！　あと、『相変わらず』と言われるほど僕はおまえに────」

「愛好さん、ごきげんよう」

　びっくりした。突然横から女の子が割って入ってきたことよりも、本当に「ごきげんよう」というあいさつが使われていることにびっくりした。

「わー、ごっきげんよー!!」

　おまえは上品さのかけらもないな、愛好。

「このお方は？」

「…………恥ずかしいことに、兄さん」

　恥ずべき存在なのか、僕は。

「あら、愛好さんのお兄さんなんですの？　ごきげんよう」

　制服のスカートの両端をちょこんとつまんで軽くお辞じ儀ぎ。流れるような自然な動作。この娘こもいいとこのお嬢さまなんだろうな。

「こ、こんちは」

　僕はといえば、なんだか恥ずかしくなって後頭部をかきながらの軽い会え釈しやくである。

「それはそうと、愛好さん」

「ん？」

「実はあの件が」

「ん？　ああ、あれね。どうかした？」

　僕に背を向け、内緒話を始める二人。

　先にこちらへと振り返ったのは愛好だった。

「兄さん」

「ん？」

「ごめん、ちょっと急用ができちゃった」

「そ、そか」

「もー、兄さん、そんな悲しそうな顔しないでよ」

「し、してないわ！」

　ちょっぴり心細かっただけだし！

「なるべく早く帰ってこれるようにするからさ」

　大だい丈じよう夫ぶだっちゅーに。ええい、なだめるように肩をぽんぽん叩たたくな。

「あとね、かわいい娘こがいっぱいいると思うけどさ…………ええと、残ざん酷こくなことを言うようだけどね？　ここの女の子たちは誰だれ一人として兄さんのモノにはならないからね？」

　うるせえな！　分からないだろ。今日きよう、この日によき出会いがあって、そこから始まるラヴストーリーがあるかもしれないじゃないか。

「あ、あとさ」

「なんだよ、まだなんかあんのかよ」

　もうさっさと行けよ。寂しくなんかないんだからね！

「女子トイレと女子更衣室と第二視聴覚室には行っちゃダメだからね？」

「は？　前ふたつは当然だとしても、なんで視聴覚室に」

「いいから！　…………いい？　これは兄さんのためなんだよ」

「はあ…………」

　まあいいさ。他ほかにもいっぱい出し物はあるし、視聴覚室のひとつくらい行かなくても問題はない。

「じゃ、またあとでね！」

　さきほど声をかけてきた女の子と一緒に、愛あ好こは小走りでどこかへと行ってしまった。

　さて、どうしようかな。辺りを見回してみる。

　正門から校舎へと向かう道すがら、たくさんの出店が並んでいる。ぱっと見は街のお祭りと同じだが、よくよく見ると違う点に気づく。すべてきれいなのだ。テントも、のぼりも、骨組みや鉄板や、もうなにもかも。おそらくすべて新品なんだろう。この日のために用意された物なんだろう。

　キャビア入りたこ焼きと書かれている。それはもうたこ焼きではないんじゃないだろうか。

　地中海風お好み焼きと書かれている。大おお阪さか風でも広ひろ島しま風でもないらしい。

　ケバブサンドのフォアグラ入りか。奇跡の出会いだね。

　他にも、和わ三さん盆ぼんわたがし、大だい納な言ごんたいやき、などなど素材にこだわった屋台メニューが並んでいる。聞いたことあるような、ないような、不思議な屋台ばかりである。

　……………………。

　立ち止まってきょろきょろしていたら、次から次へと女の子と目が合う。微笑ほほえみと同時に会え釈しやくをいただくことも多い。こちらも無理やり笑顔を作って返すわけだが、自分で分かるレベルにぎこちない。

　どうしよう、早くも帰りたくなってきた。もう女子校の文化祭という空気は感じることができたしな。うん、けっして尻しり込ごみして逃げだすってことじゃなくて、満喫してお腹なかいっぱいで…………うん。

「せんぱいっ」

　大おお阪さか風でもなく広ひろ島しま風でもなく地中海風でもなく臆おく病びよう風かぜが僕に吹き始めたところで、聞き覚えのある声が。

「ひなのちゃん！」

　知った顔を見つけて、思わず声も大きくなってしまった。

　細い手足を一生懸命動かして駆けてきた小柄な少女。ひなのちゃんである。

「おつかれさま」

「おつかれさまです…………って、今日きようはお仕事してないけどねっ」

　うん。なんかもう、クセなんだよね、このあいさつ。

「さっき、ひなのちゃんのケータイに電話したんだけどさ」

「えっ!?　あー、ごめんなさいっ」

　スカートのポケットに手を差し込んで、ケータイを取りだそうとするひなのちゃんを制止する。

「いや、いいんだけどね」

　全然よくなかったけどね。危うく不審者扱いされるところだったけどね。いや、不審者扱いはされてたのか。通報とかされなくてよかった。

「いまそこで、愛あ好こさんとすれ違って。で、せんぱいが来てるって聞いて」

　制服姿のひなのちゃんを見る。周りに女の子はいっぱいいるけれど、その中でも一ひと際きわ目立っていて、輝いている。やっぱりかわいいんだよな。女性をルックスで比較するなんて失礼もいいところだけど、こうしてひなのちゃんが女の子たちの集団の中にいると改めてそう思ってしまう。

「もう着いてたんですねっ」

「ん、まあね」

「なにしてたんですか？」

　中学生の女の子たちの視線にびびって帰ろうとしてました、とは言えない。

「ま、まあ…………その辺をぶらぶらと」

「じゃあ、一緒に回ります？」

「ん、いいの？」

　そいつは願ったり叶かなったり。でも、時間あるのかな。

「だいじょーぶ、だいじょーぶっ」

　そう言ったひなのちゃんは、僕の正面から左ひだり隣どなりに移動して、おもむろに腕を取った。

「じゃ、せんぱい行こっ」

「わ、わ、わ」

　引っ張るなって。

　ちょっと、みんな見てるけど？　いいの？　すっごい注目されてるよ？

「せんぱい、しゃきっとしてください」

　いや、ほら、みんなの視線が。ひなのちゃんがアイドル声優やってること、みんな知ってるんじゃない？　なのに僕なんかと腕組んで歩いていいわけ？

「ここの生徒、箱入り娘で恋愛に縁遠いお嬢さまたちばっかりだから、男連れて歩いてるとちょっとした自慢になるんですよ」

　さすが有名人は違うわ、ってところを見せつけたいわけですか。なんかこう、やっぱりお金持ちの社会って世界が違う感じがするわ。そういえば前にどこかで聞いたことがある。お金持ちは見み栄えを大事にするって。それと同じことなんかね。グレイスのようなお金持ちの中で暮らすには、なにかひとつでも自慢できるようなものを持っておかなくちゃいけない、みたいな。

　でも、それにしては相手役が…………。

「ぼ、僕でいいの？」

「そう思うなら、ほら、胸を張って！」

　お、おう。よしきた。せめてもね。

「じゃ、せんぱいどうする？」

「どうしようか…………」

「エスコートしてくださいよぅ」

　人差し指でつんつん。僕の胸を、ひなのちゃんが空あいている左手でつつく。

「まどかせんぱいとデートする時の予行演習だと思って」

　一言余計だな。大きなお世話である。それに僕、もう音おと無なしさんとデートはしてるからな？　慣れるほどの回数ではないし、もしかしたら……訪れるかもしれない次の機会までにもっともっと経験値は積んでおきたいけども！

「じゃあ、なんか食べる？」

「あんず飴あめ！」

　よしきた。飴好きだね、ひなのちゃんは。

　近くに目的の屋台を発見して、ひとつ買ってあげる。

　金粉のかけられたあんず飴にかぶりつくひなのちゃん。金粉が必要なのかどうかについてはツッコまないことにする。お値段は普通の屋台と同じくらいだったからね。これで値段もセレブ仕様だったら文句のひとつでも言わないと気がおさまらなかっただろうけど。

「あまーい」

　よかったよかった。うれしそうに水みず飴あめをぺろぺろしている。幸せそうだ。

「あ、でもしょっぱいのも食べたーい」

　ん？

「お好み焼き、食べたーい」

　よ、よし。分かった。

　少し道を戻って、地中海風お好み焼きを買う。こちらも値段は常識的。

「せんぱい、食べさせて？」

　あーん、と口を開けてひなのちゃんが言う。

「な、なにを…………」

「だって、手塞ふさがってるんだもん」

　たしかにひなのちゃんの右手にはあんず飴。左手にはお好み焼きのパック。箸はしを持つ手がない。

「ったく、しょうがないな」

　小さな口を開けて見上げるひなのちゃん。ひなにご飯をあげる親鳥の気分だ。

「あ、すっごいおいしい！　せんぱいも食べてみてっ」

　へえ、どれどれ。じゃあ僕も貰もらおうかな。箸は二膳ぜん貰ってるし…………あれ？　どこやったかな。見当たらないぞ。もしかして落としちゃったか？

「一緒のでいいんじゃないですか？」

　む…………。にこにこと僕を見上げながら、なにドキドキさせるようなこと言うんだよ。

「ひなちゃんは気にしませんよ？　せんぱいは気にしちゃう？」

「き、気になんてするもんか。子供じゃあるまいし」

　子供じゃないから気になることもあるんですよ！　でも、変に意識してることを悟られるのもなんなので。

「いただきまーす」

　ひなのちゃんが左手に持つお好み焼きのパックへ、彼女が使ったばかりの箸を伸ばす。

　一口サイズに切って、箸でつかむ。持ち上げる。口元へと持ってくる。僕を見上げるひなのちゃんと目が合った。

「な、なにじろじろ見て…………」

「間接キッスだなって」

　言うな！　気にしないようにしてたんだから！

　あと、「キッス」って言うな。ちっちゃい「っ」禁止！

　ええい、ひなのちゃんのにやにやを無視して食べてやる。勢いよく口の中に放り込む。

「ね、おいしいでしょ」

「ああ、うまいな」

　味なんて分からん！　ひなのちゃんのせいだ。でも、なんとなくだけど、鼻から地中海の風が抜けていった感じがした。現地に行ったことはないので、あくまでそんな感じがしただけである。

「せんぱい、もっとぉ。ひなちゃんにもっとちょーだいっ。あーん…………」

　再度口を開けて僕を見上げてくるひなのちゃん。まったく、しょうがないな。

『ぴろりーん』

　ん？　なんだこの音。ケータイに付いてるカメラのシャッター音？

　音のした方向を見る。

　さっきいなくなったはずの愛あ好こがいた。ついでに、隣となりに霜しも月つきさんもいた。

「兄さんが木こ立だち先せん輩ぱいに『あーん』してるとこ撮っちゃった」

「おい、愛好」

　一口大に切り分けたお好み焼きをいったん置いて、愛好に文句を言うために近づく。

「あ、ちょっと待って」

「なにしてんだ？」

「まどかさんにメールを…………」

「よし、ケータイを貸しなさい！」

　慌あわてて愛好のスマホを取り上げる。

「違うからな！　手が塞ふさがっててひなのちゃんが食べられないから、代わりに食べさせてあげてただけだからな!?」

「それって、木立先輩のパックと、兄さんの箸はしを交換すれば解決だよね？」

　右手に持った箸を見る。ひなのちゃんの手にあるお好み焼きのパックを見る。たしかに。愛好、おまえの言う通りだ。

「ぐ…………それは、そうなんだけど」

　気づかなかった。痛いところを突かれた。なんと言い返そうか考えていたら、横にいた霜月さんがフォローを…………。

「お兄さんと木立先輩は仲が良いのですね」

「ぐっ」

　フォローが痛い。勝手に僕が痛がってるだけだけど、なんかグサっとくる！

　違うからね？　ひなのちゃんとは、そういう関係じゃないからね？

「あれですよね！　ソウルメイトってやつですよね！」

　いや！　そこまでではないかな！

　そんな熱い関係ではないよ？

「アツアツだねぇ」

　楽しげに言うな、愛あ好こ。それ、霜しも月つきさんの言葉と違う意味で言ってるだろ。

　なんてツッコんでいたら、ひなのちゃんが僕の目の前までトコトコと歩いてきた。

「せんぱいっ、あーん」

　この期ごに及んでまだやるか！　絶対わざとだろ。楽しんでるだろ。もう一人で食べなさいよ。

「あなたたち、どういうご関係で？」

「だから、ただの友達で…………え？」

　誰だれ？　流れで答えちゃったけど、僕に質問を投げてきたのは知らない女の子だった。グレイスの制服を着ているので、ここの生徒なんだろうけど…………。

　って、気づいたらなんか囲まれてる!?

　グレイス女学院の生徒たちが、僕たちを…………いや、僕だけを見ているのか？

「あの…………なにか」

　僕に話しかけてきた少女にお伺うかがいをたてる。髪の毛の先を縦に巻いた目つきの鋭い女の子だ。気の強いお嬢さまというイメージがぴったりである。

　なにか粗そ相そうでもありましたでしょうか。

「こちらにいらっしゃいますのは、木こ立だち陽ひ菜な乃のお姉さま。当学院きってのアイドルでございます」

　はい、存じております。よく近くで見ているので。っていうか、そのアイドルさんご本人はあんず飴あめにかぶりついて口の周りべたべたにしてますけど。

「こちらにいらっしゃいますのは、常つね村むら愛好さん。知識が豊富で、生徒の皆さまが知らないことをいつも教えてくださいます」

　そいつは存じませんでした！　学校ではそんななの!?　あと、こいつになにか教わるのは危険だと思いますよ？　だってこいつの豊富な知識って、変に偏かたよってるんだもん。

「そしてこちらにいらっしゃいますのは、霜月幸こ春はるさま。ムーンフロストカンパニーの社長令嬢と言えば…………分かりますね？」

　はい、よっく分かります。

　って、あれ？

「あの…………霜月さん、いないんだけど」

「あら!?」

　さっきまでここにいたのに！　どこ行っちゃったんだろ。

　縦ロールの女の子が後ろに控えている別の女の子に話しかける。

「いつものように」

「はい」

　やはり霜しも月つきさんがいなくなるのは日常茶飯事らしい。

「こほん、話が逸それましたが」

　手を口元にあてて小さく咳せき払ばらい。僕に一歩近づいて、きりりと眉まゆを上げる。

「そんな、憧あこがれの的まとである三人を一度にはべらせて、あなたはいったい何様なんですの？」

「は、はべらせてなんか…………」

　周りを見る。みんな僕を見ている。この視線、身に覚えがあるぞ。学校で音おと無なしさんと僕がしゃべってる時の、男子たちからの嫉しつ妬との視線と同じだ。

　なにが男を連れてると自慢できるだよ、ひなのちゃん！　周りが女の子だらけで男なんてあんまりいなかったから、油断してたわ。

「おい、愛あ好こ！　なんとか言ってくれよ！」

　助けを求める。本人の口から言ってくれた方がいいだろう。

　と思ったら、目の前の少女が愛好からの返答を待たずに突っかかってきた。

「愛好さんを呼び捨てにするなんて！」

「愛好は妹なんですよ！　兄妹きようだいなんですよ！」

「あなたが女性から兄と呼ばれたいという嗜し好こうがあることは分かりましたが、まずはどんな関係なのかを教えてください」

　この人、話通じねー。

「なあ愛好！　そうだよな！　おまえは僕の妹で、僕はおまえの兄だよな!?」

「そ、そうだよね…………お、お、お兄ちゃん」

　なんでぎこちなく言ってんだよ。あと、僕のことを「お兄ちゃん」なんて呼んだこと、生まれてこのかた一度もないだろ。

「ご覧らんなさい！　明らかに無理をしているじゃないですか！」

　ああ、そうだね！　たしかに無理してるよ。普段と呼び方が違うからね！

　もうダメだ。愛好については置いておこう。

　ひなのちゃんなら、ちゃんと説明してくれるよな!?

「ひなのちゃん！　べつに僕は怪しい者でもなんでもないよね!?」

「…………は、はいっ！　お仕事関係で……その、とっても、色んな意味で、お世話になっていて…………」

「強要したんですか!?　業界でお仕事をしたければ、と陽ひ菜な乃のお姉さまに言い寄ったのですか!?　そういうことなんですか！」

　妄もう想そう力りよくたくましいお嬢さまですこと！

「僕が業界のそんな偉えらい人に見えます!?」

「いえ、それは見えませんが」

　そこは吞のみ込み早いな！　さっきまでの分からず屋はどこに行ったんだよ。

「あ、兄さん兄さん」

「なんだよ愛あ好こ、おまえが口を出すと話がややこしくなるから黙だまってろって」

「いやぁ、ここはいったん逃げた方がいいかもよ？」

　愛好が指をさす。その先を見てみると、黒服の警備員たちが。

　なるほど。辺りを見回せば、僕を中心に人だかりができている。男を相手にグレイスの生徒が声を上げているとなれば、さすがに彼らも黙ってはいないか。

「揉もめ事はマズイよ、兄さん」

「お、おう。そうだな」

「それとも、いっそのこと揉んでみる？」

　愛好に言われて、目の前の縦ロールの少女を見る。

「揉みがいはあると思うよ。わたしが保証する」

「んなこと保証されても……。揉んだことあるのかよ」

「うん」

　肯定されてしまった。

　いかん。興味はあるが、のんびり話をしている場合ではない。さっそく逃げるとしよう。

「ちょっと！　どこへ行くんですの!?　まだ話は終わっていませんわよ！」

　背を向けた僕に、少女が金切り声を上げる。

「おい、愛好、どうすんだよ」

「あの娘この誤解はあとでわたしが解いておくから、兄さんはとりあえず逃げて」

　おまえに任せるのは不安でいっぱいなんだけど、いまは逃げるのを最優先にさせてもらうわ。

　手に持っていたあれやこれやを愛好とひなのちゃんに押しつけて、僕は駆けだした。

「逃げましたわ！」

　囲んでいた女の子たちが声を上げるが、直接僕を捕まえにはこない。もしも女の子たちに揉みくちゃにされたら振りほどく自信なんてなかったけど、幸か不幸かすんなりこの場をあとにできそうだ。

　とにかく、まずは、人ひと気けのない場所へ。校舎の裏へ回ろうか。駐車場の方なら行ったことがあるし。

「はあ、はあ、はあ」

　早くも息が切れてきた。いつまでも逃げ続けることはできない。どこか身を隠せるところを探して、騒さわぎが落ち着くのを待ちたいところだ。

　外を走り回るより、校舎の中に入った方が隠れられるかもしれないな。ちょうどよく中に入れそうなドアがあるし。

「はうっ」

　校舎の中に勢いよく飛び込んだ僕。その僕の胸の辺りに、なにかが当たった。かわいい声も聞こえた。アニメの中でしか聞かないようなセリフだった。

「いたた」

「すいません」

　人にぶつかってしまったようだ。

　目の前にへたり込む女の子に手を差しだす。ケガとかしてないだろうな。お金持ちのお嬢さまをキズモノにしたとなったら、一生働いても返せないような賠ばい償しよう金きんを請せい求きゆうされるかもしれない。そうなったら責任をとってその娘こと結婚するわ。

「ご丁てい寧ねいにどうもなのですよ」

　都合のいい逆ぎやく玉たまを妄もう想そうする僕の手を、女の子はなんの疑いもなく取った。小柄な体を引き上げてみて、その女の子がこちらを見上げて、ようやくその娘が知った顔だと気づいた。

「霜しも月つきさん」

「お兄さん」

　そんじょそこらのお金持ちじゃなかった。どえらいお金持ちだった。肩くらいまでの長さの髪をふわりと揺ゆらして、驚おどろいている様子。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？　ケガとか…………」

「はい、平気なのですよ」

　よかった。っていうか、どこに行ってたんですか。さっき、あの場に霜月さんがいたら誤解を解けたかもしれないのに。わたわたと慌あわてながらも必死に説明してくれれば、霜月さんの言っていることを疑う人なんてこの学院には誰だれ一人としていないですよ。

「…………お一人なのですか？」

　僕の右、僕の左、そして僕の後ろを確認してから霜月さんは言った。

「まあ…………ちょっと事情がありまして」

　っと、こんなことしてる場合じゃなかった。

「あの、霜月さん！　どこか隠れられる場所ありませんかね？」

「隠れられる場所、ですか？」

「人ひと気けのないところならどこでもいいです！」

　大きな目をぱちぱちとさせてから、霜月さんは大きく頷うなずいた。

「分かりました。付いてきてください」

　案内してくれるのか。助かるわ！

　霜月さんの小さな背中が大きく見える。付いて行こう。どこまででも！

「って、なにしてるんですか！」

　警報ベルの下、普通なら消火ホースなどが収納されているスペースのドアを開ける霜月さん。

「一部の生徒と一部の先生しか知らない、非常用の抜け道なのですよ」

「非常用の抜け道!?」

「ほら、よくあるじゃないですか。テロリストに学校が占拠されてしまった時とかに使うやつなのですよ」

　あー、なるほど。よくあるね。主に妄もう想そうの中で。

　霜しも月つきさんの肩越しに覗のぞき込んでみると、たしかにそこにあるはずの物がなく、ただただ暗い道が続いている。

「他ほかの人に見つからないうちに、急ぐのですよ」

「わ、分かった」

　さすがお嬢さま学校。こんな隠し通路があるなんて。昔のお城みたいだね。

　霜月さんは身を低くして中に入っていってしまう。小柄な霜月さんでさえそうなんだから、僕はかなり腰を折らなくてはいけない。

　後ろ手にドアを閉めると真っ暗になってしまった。が、道の先の方に少しだけ明かりが見える。どこかから光が差し込んでいるようだ。

「この先はどこに繫つながっているんですか？」

「どこにでも行けるのですよ。でも、出入り口がいっぱいある分、分かれ道も多くて迷路みたいになっているのですよ」

　へー、迷路みたいに、ね。

「とりあえずまっすぐ行くのですよ」

　身をかがめながら、ゆっくり移動する。

　少しずつ光が近づいてきた。

「お兄さん、お静かになのですよ」

　ん？　誰だれかいるのか？

　狭い通路でうまいことこちらへと振り返った霜月さんが、小さな声で僕に教えてくれた。

「ここは更衣室の開かずのロッカーに繫がっているのですよ。残念ながら外からカギが掛かっているので、ここからは出られないのですよ」

　人差し指を口の前に立てて言う霜月さんは、また物音を立てずに進行方向へと向き直った。

　なるほどね、開かずのロッカーがこの非常用通路の出入り口のひとつになってるのか。学校の七不思議みたいだね。

　ふと、光の漏もれる場所を見た。

　隙すき間まがあった。ロッカーにカモフラージュされた出入り口だからだろうか、ロッカーらしく換気用の穴が開いていたのだ。

　穴があったら覗いてみたくなるのが本能。とくになにかを期待していたわけでもなく、何気なく、そっと、そーっと…………。

　うおおおおおおおおおお。

　カラフル！　ビューティフル！　僕パワフル！

　って、落ち着け僕。

　色とりどりの、目に鮮やかな、心臓がドキドキしてきて、体が熱くなる！　女子中学生たちの着替えシーン！

　おいでませ！　おいでませ！

　制服から文化祭用の衣装に着替えているのだろうか。下着姿の少女たちが僕の目の前で舞い踊る！　いや、彼女たちはただ普通に友達とおしゃべりしながら着替えてるだけなんだけど。

　中学生らしい小振りなサイズや、中学生らしくない発育したバディまで、下着の色と同じく色とりどりの、様々な魅み力りよくを持った少女たちが穴の向こうにいらっしゃる。

　ごきげんよう！　ごきげんよう！

　ごくり、と生なま唾つばを飲んだ。

　テンションの上がり方がやばい。こんなの本当はいけないんだけど、いけないことだからこそたまらないこともある。

　違う、これはあくまで事故なんだ。追っ手から逃げていたら、いつの間にかここへ迷い込んだだけなんだ。霜しも月つきさんに連れられてきただけなんだ！

　だからごめん！　でもありがとう！

　後ろ髪を超引かれながらも、僕はその場を泣く泣くあとにする。

　欲張っちゃいけない。悪いことなんだ。事故なんだ。だから、いつまでも凝ぎよう視ししてちゃいけないんだ。霜月さんもゆっくり前に進んでるし。追いつかなくちゃ。

　よし行くぞ。みんな、またね！　あ、最後にもうひと目だけ。

「お兄さん？」

「はい、いま行きます」

　小さい声で呼びかけられ、僕もそれに倣ならってなるべく小さい声で応こたえた。あー、まだ心臓がドキドキしてる。

　しばらくまっすぐ進むと、分かれ道にぶつかった。右か左。二に者しや択たく一いつだ。

「んー」

　左右を交互に見てうなる霜月さん。どっちへ進めばいいか分からないのだろうか。分からないなら、いま来た道を戻るってのもひとつの手なんじゃないかな。いや、べつにさっきの更衣室のところに行こうって言ってるわけじゃなくてね？

「こっちなのですよ」

　む、霜月さん、案外決断が早い。もうちょっと悩んでもいいのに。さっきの更衣室のところに戻って、ゆっくりたっぷり悩んでくれてもよかったんだけどな。

　霜月さんのあとを追って右に曲がる。そのまままっすぐ進む。だんだん腰が痛くなってきた。ちょっと休きゆう憩けいするのはどうだろうか、具体的にはさっきの更衣室のところに戻って…………さすがにしつこいな、僕。未練たらたらで我ながら情けない。たかが女子中学生の…………じょ、女子中学生の着替え…………。うぅぅ。

　煩ぼん悩のうにまみれたこんな僕を、霜しも月つきさんは必死に誘ゆう導どうしてくれた。

　左に曲がり、右に曲がり、時には階段を上がり、時には下ったりもした。もう僕たちがいま学院のどこを歩いているのかまったく分からない。

「あの…………霜月さん？」

「う…………」

　僕が声をかけると、小さな肩がびくっと反応した。べつに責めるつもりはないんだよ。でもね、あの更衣室からこっち、出入り口に一回も当たらないんだよね。

「ごめんなさい…………迷ってしまったのです」

　うん、まあ、そうだろうね。なんとなく分かってた。よくよく考えてみたらさ、霜月さんってめちゃくちゃ方向音おん痴ちなんだよ。そんな霜月さんがこんな迷路みたいな通路をナビゲートできるわけなかったんだよね。

「とりあえず進もう。まずは出口を見つけなくちゃ」

　追っ手から逃げるとか、それどころの話ではなくなってきた。僕は嫌いやだからね、学校の中で遭そう難なんなんてしょうもないこと。

　とはいえ、霜月さんを相手にそんな態度もとれない。彼女は彼女で、本気で僕のためを思って行動してくれたのだから。すべて方向音痴が悪いんだ。

　こっちがいたたまれなくなるくらいに謝り続ける霜月さんを慰なぐさめて、先へと進む。

　分かれ道にぶつかったら、今度は僕がどちらに曲がるかを決めてみた。僕だって道は分からないけど、『迷まい子ご』を特殊スキルとして持っている霜月さんが道を選ぶよりマシかな、と思ったのだ。

　ずっと低姿勢で進み続け、僕の腰は限界に近づいていた。痛い。非常に痛い。更衣室のようなおいしいシーンにも出くわさず、ただひたすら暗くて狭い道を進んだ。

　かくして、ようやく霜月さんと僕はひとつの出口へと辿たどり着いたのである。

　頭上からかすかな光が漏もれている。ドアというより、蓋ふたをしてこの非常用の通路を隠しているって感じだ。

　力を込めて押してみたら、簡単に持ち上がった。

　僕が先に外へと出る。霜月さんに先に上がらせちゃうと、スカートの中が見えちゃうからね。そんなドッキリハプニングを期待しちゃうほどの余裕が、もういまの僕にはなかった。普段の僕なら、なにも言わずにしれーっと先に行く霜月さんを見送ったかもしれないけどね！　いや、さすがにそれは冗談ですけど。

　先に出た僕は、手を差し伸べて霜月さんを引き上げる。軽い。この娘こはちゃんとご飯を食べているんだろうか。

　霜月さんを引っ張り上げてから、ようやく僕は背伸び。上体を反らしたら、思わず「うおあああ」と情けない声が出た。ようやくまっすぐ立って歩ける。

　僕たちが辿たどり着いたのは、どこかの教室のようだ。非常用通路の出入り口は固定された教卓に下にあったらしい。ただし、背後に黒板があったからここは教室なんだな、と思っただけで、暗いしあっちこっちに幕が張ってあってよく分からない。

　お化け屋敷のようにも見えるけど、そんな幽ゆう霊れいがどうとかっていう装飾もされていない。ここはいったいどこなんだろうか。

　何気なしに再度見た黒板が、普通の物より大きく感じた。普通といっても、僕の通う庶しよ民みんの学校である古ふる里さと学園と比べただけであって、ここグレイスではこれが通常のサイズなのかもしれない。ただ、明らかに古里学園の、僕がいつも授業を受ける時に使用されている黒板よりも大きい。こんだけ大きい黒板があるってことは、この教室もかなり広いんじゃないのかな。

　きょろきょろしててもしょうがないか。広いといっても教室は教室なんだから、出てしまえば問題ない。

「行きましょう」

「は、はいなのです」

　ちょっと恐こわがってるみたい。暗かったり、真っ黒い遮しや光こうカーテンのようなもので仕切られていて、見慣れた教室じゃないからかな。

　もしかしたら、僕たちがいるのはお化け屋敷の裏側なのかもしれないな。どっかのクラスが文化祭の出し物としてやっているお化け屋敷の、スタッフオンリーの場所に迷い込んでしまったのかもしれない。

　なんて思いながら、目の前のカーテンをめくってみる。

「ひゃっ」

　目の前に人が！　しかもかなり背せ丈たけのある、ガタイのいい人が！

　…………って、なんだ人体模型じゃないですか。定番だね。やはりここはお化け屋敷だったか。霜しも月つきさんの悲鳴で僕も驚おどろいちゃったけど、よく見たら全然恐くなんて…………ん？

　なにこの人体模型。腹が開かれていない。内臓とかまったく見えないんだけど。その代わりに見えるのは、筋肉。綺き麗れいなシックスパックの腹筋が、てかてかぬらぬらと怪しく光っている。なぜか布面積の少ないぴっちぴちのパンツを穿はいていらっしゃる。

　これは…………人体模型なのか？　いや、人の形をした模型だから、たしかに人体模型っちゃあ人体模型なんだけど、よく理科室に置いてあるような物とは少し違う。

『ハァ──────!!』

「うわ！」

「きゃあああ」

　しゃべった！　こいつ、しゃべったぞ！

　立派な口ひげをたくわえたナイスミドルの人体模型の顔を見る。よくできてんな、これ。声まで出るのかよ。なんのためにかは、さっぱり分からないけど。この筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうなおじさまからいったいなにを学ぶというのか。

「すごいですね。グレイスにはこんなのがあるんですか」

「は、初めて見たのですよ」

　あら、そうなのか。

『オォ────ゥ』

　こら、悩ましげな声を出すんじゃない。女子中学生の情操教育によろしくないだろ。

『大だい丈じよう夫ぶサ。痛いのはサイショだけ。さあ、後ろを向いてごらん』

　いい声で甘い言葉を囁ささやくな！　なんなんだよ、これ！

　と思ったら、人体模型の言葉がきっかけだったのか、急に教室内にムーディな曲が流れ始めた！　天井付近で怪しげな色のミラーボールも回りだし、心なしか吸う空気の粘ねん度どが上がっている。

　これは…………。

　妙な寒気がする。嫌いやな予感がする。

「霜しも月つきさん、早くここを出ましょう」

　どっちが出口か分からないけど、この場に留とどまるのは一番マズイ気がする。

　怪しげな人体模型をスルーして、次のカーテンをめくる。

「うわぁ…………」

　大きな薔ば薇らの中に、裸はだかの美少年が立っていた。もちろん、薔薇も美少年も作り物である。少年の下半身は花びらで隠れているけど、いったいどこまで精巧に作られているのだろうか。気にはなるけど、見てみようとは思わない。

「本が置いてあるのですよ」

　薔薇と少年の横に机が並んでいて、コミックスよりは大きく、けれど薄い本が並べられている。ここから見える表紙はすべて、裸の美少年と裸の美少年が悩ましげなポーズをとっているものばかり。こちらもやはり気にはなるけど、中を見てみようとは思わない。

　ええい、全力でスルーだ！

　こんなとこ、さっさと出るぞ。出口はどっちだ！　こっちか？

　カーテンをくぐる。

　目の前には大きなスクリーン。そして、そのスクリーンに向いて座る、グレイスの制服を着た女の子たち。

　タイミングがよかったのか悪かったのか、ちょうどカーテンをめくった瞬しゆん間かんに映像が流れ始めた。

　開始直後から容よう赦しやなかった。摑つかみはばっちりだった。色んな意味で摑んだりもしていた。見慣れたモノと見慣れたモノが共演していた。

　なんていうかもう…………脳が理解することを諦あきらめている。なんの感想も出てこない。頭の中は真っ白。まったく興味のない芸術品を、社会科見学で見せられている気分だ。いや、この場合はゲイ術作品か。なにを考えているんだ僕は。

「ここ…………第二視聴覚室なのですよ」

　横にいる霜しも月つきさんのつぶやきが聞こえた。

　視聴覚室。しかも第二。待て、さっき愛あ好このやつが言ってたな。第二視聴覚室にだけは行くなって。なんのこっちゃ分からなかったけど、そういうことだったのかよ！

「今日きようって文化祭だよね？　これも出し物なの!?」

「たしか…………先生たちには内緒で、特別な展示をするって、愛好さんが…………」

「企画したのはあいつかよ…………」

「たしか名前が…………おホモ屋敷？」

「恐こえええよ！　お化け屋敷よりよっぽど恐こわいから！」

　文化祭でやっていい企画じゃねえからそれ！

　思わずツッコんでしまったが、声が大きくなっていたらしい。色んな意味で薔ば薇ら色いろの映像を見ていた人たちが、こちらを振り返っている。

　ざわつく会場。そしてついには、映像が切られてしまった。

　いや、なんていうかすみませんね。べつに邪じや魔ましたかったわけじゃないんですよ。趣味なんて人それぞれですからね。僕とまったく関係のないところで楽しむなら、そりゃあご自由にどうぞって感じなんですけどね。

　電気がついて明るくなった教室。顔を隠すようにうつむく乙女たち。そのスクリーンの前に、一人の少女がマイクを片手に現れた。

「兄さん…………あれだけ第二視聴覚室には行っちゃダメだからねって言ったのに」

「あ、愛好…………」

「兄さんのためを思っての警告だったのに、それでもここへ来ちゃったんだね」

　来たくて来たわけじゃないけどな！　方向音おん痴ちの霜月さんに道案内を任せてしまった僕も悪いのかもしれないけどさ！

　明るくなった教室を見回す。廊下へと出るドアを発見。

「えと…………なんていうか、お邪魔してすみませんでした！　僕はこの辺で…………」

　脱出を試みる。

「兄さん…………そうは、いかないんだよね」

　なぜだ。僕は君たちを否定しない。誰だれかにチクろうなんて考えていない。今日この場で見たこと、聞いたことはすべて胸の奥底にしまっておく。それでいいじゃないか。

「みなさーん！　よろしくお願いしまーす」

　愛好が声をかけるとドアが開いた。僕が脱出しようと目論もくろんでいたドアだ。

　黒服の男たちがぞくぞくと教室に入ってくる。校門のところで僕を不審者扱いした、あの警備員たちだ！

　愛あ好このやつめ…………さっきは僕を逃がしてくれたのに。

　このままではまずい。なんとか、なんとかしないと。

「愛好！　この人たちはいいのかよ！　やばいんじゃないのか!?」

　百歩譲ゆずって、男の僕が乙女の秘密を知ってしまったことを罪だと認めよう。でもさ、この黒服たちも男だよ？　しかも、警備員っていう、学園の治安を守る関係者だよ？

「安心して兄さん。彼らはバイじゃない。ゲイだよ！」

「そっか、なら安心────できるかぁ！」

　なにをどう安心しろっていうんだ！　意味が分かんねえよ！　仲間だから、同志だから見逃してもらってるって、そういうことかよ。

　でもそれで理解したぞ。正門での不可解な行動は、セキュリティうんぬんがどうとかじゃなくて、ただやりたくてやったことなんだな！　完全にセクハラじゃねえか！

　となると…………なにがなんでも、捕まるわけにはいかない！

　もう文化祭なんていい。充分だ。嫌いやっていうほど満喫した。

　逃げよう。この学園から。

　帰ろう。平和な日常へ。

　教室なら、出口は前と後ろにふたつあるはず！　どっちに廊下があるのかさえ分かれば、もうひとつの出口の場所も察しがつくぞ。

　カーテンをめくり、来た道を引き返す僕。

『恐こわがらなくてイイんダヨ』

　先ほどスルーした人体模型が、再び渋しぶい声で誘ゆう惑わくしてくる。

　もちろん今回も全力でスルーして、教室の出口へ。勢いよくドアを開けた僕の目の前には、すでに黒服がスタンバっていた！

「恐がらなくてイイんデスヨ」

　ひぃぃぃぃぃ！　人体模型と同じこと言ってるぅぅぅぅぅ!!

　先回りされていたか！　ならば！

　僕は、この教室にもうひとつ脱出できる場所があることを知っている。

　あってよかった非常用通路。こんな時のための非常用通路だ。

　教室の中へと取って返し、教卓の下に潜もぐり込む。正確には、教卓の下に隠されている非常用通路に、だ。

　僕は方向音おん痴ちではないけど、どっちに行けば通路から出られるのか、学院から出るにはどの方角へ行けばいいのか、なんてのはもう分からない。視聴覚室に辿たどり着くまでに迷いまくったからな。

　右へ左へ。上ったり下りたり。勘かんに任せてぐんぐん進む。

　すると、前方に光の差し込む場所が。

　やった、出口か？

　いきなり出るのではなく、用心してまずは光の差す穴から外を覗のぞいてみる。

「お…………」

　更衣室だった！

　そうか、また辿たどり着いてしまったのか。残念ながらいまは着替え中の女の子はいないが、ここで待っていればまたあの素敵な光景が…………。

　いや、いかんいかん。そんなことをしている場合ではない。一刻も早くこの学院から離れなくては。通路から脱出し、学院の外に逃げなければ。

　急いだ方がいい理由は他ほかにもある。敷地を高い塀へいで囲まれたグレイスから脱出するには、正門や裏門を押さえられたら終わりだ。今日きようは文化祭ということもあり、人の出入りは多い。変装すればなんとかなるかもしれないけど…………。

　穴から覗いてみた感じ、更衣室の中に人の気配はない。霜しも月つきさんは開かずのロッカーになってるって言ってたけど、しょせんはロッカーにカモフラージュされているだけ。カギが掛かっていようと、男の力でドアを蹴け破やぶれば通れるだろう。

　重要なのはタイミングだ。更衣室から男が出ていくところを誰だれかに見られたら、また人を呼ばれてしまう。そうなったらもう弁解の余地もなく犯罪者だ。

　ごくりと、唾つばを飲んでタイミングを窺うかがう。とはいえ、この非常用通路にいては、更衣室の外の廊下の様子までは分からない。

　誰も入ってこないことを願って、蹴破るか。

　そう覚悟を決めたところで…………人が入ってきた！

　やった、ラッキー！　…………じゃなくて、タイミング悪いな、おい。僕は早く逃げたいんだよ。なら、別の出口を探して通路を先に進むか？　いや、それは確実な道じゃない。この場でじっと息を潜ひそめて、着替えが終わってからこっそり出ていく方が確実だろ。うん、そうだよな。それしかないよな。

　よりよい選せん択たくをし、改めて僕は穴から更衣室を覗く。ちゃんと見ておかないと、出ていくタイミングも計れないし。

　着替えを始めたのは一人だった。ずいぶん体格のがっちりした、筋肉質な…………って、男じゃねえか!!

　なんで男が着替えてんだよ！

「まったく、今日はお休みだったのに、どっかの不審者のせいで…………」

　ずいぶん大きな独り言が聞こえてきた。そうか、不審者が現れたせいで非番の警備員まで駆りだされたのか。そんなに大おお事ごとになってんのか？

「まあ、いいか。この鬱うつ憤ぷんは、不審者の体で…………じゅるり」

　あの『おホモ屋敷』って出し物、たしか先生たちには内緒って言ってたよな。で、愛あ好こは同好の士である警備員たちを手て駒ごまにして、事を内々に済ませようとしていた。

　となれば、この学園の敷地から逃げさえすれば！　しかも、人手が足りなくて増援を呼んだってことは、正門や裏門の封鎖が間に合っていない可能性がある。

　よ、よし、焦あせるな僕。さっき決めた作戦通り、こいつの着替えが終わったらこっそり出て行くぞ。

　ぐぅ…………なんだって男の着替えをこそこそ覗のぞかなくちゃならんのだ。

　パンツ一丁になって、いちいちポーズ決めてんじゃねえよ。さっさと服を着ろ！

　男が使っているロッカーの中を見てみれば、やはり筋肉をこれでもかと誇示した男たちの写真がいっぱい貼はってある。そっか…………どうやらここは、さっき通った女子更衣室ではないらしい。迷っている間に別の更衣室に来てしまったんだな。

　ああもう、僕のバカバカ。なんで道を覚えておかなかったんだ。もうワンチャンスあったかもしれないのに！

　激しい後こう悔かいと、気持ち悪さと、焦りと、色んなモノをぐっと吞のみ込んで男の着替えが終わるのを待った。ほんの少しの時間だったはずなのに、めちゃくちゃ長く感じた。

　黒服に着替えた男が更衣室を出て行ったのを見計らって、ようやく僕は非常用通路から抜けでる。ロッカーのドアを蹴け破やぶった音がすごく大きく響ひびいてびっくりしたけど、誰だれかがやってくる気配はいまのところない。

　よし、この場に留とどまる理由はないな。恐る恐る更衣室のドアを開ける。廊下に人ひと気けはない。運がよかったのか悪かったのか、警備員たちの更衣室は普段学園の生徒たちが使っている校舎とは別のところにあるらしい。

　誰にも見つからずに先へと進めそうだ。

　とはいえ、警戒は緩ゆるめない。慎重に、かつ迅じん速そくに先へと進む。

　建物を出て辺りを見回す。やはり思った通り、僕がいま出てきた建物は校舎とは離れたところにあった。とにかく敷地面積の広いグレイス女学院。ここまで来てしまえば見つかる可能性は低い。

　いま自分のいる位置から考えて、正門の方が近いな。正門の方が人の出入りも多いだろうし。よし、正門へ向かおう。

　人の多い舗ほ装そうされた道を避け、グレイスを囲む高い塀へいに沿って走る。たくさんの木が植えてあるし、校内は文化祭のまっ最中で賑にぎやかなので、全力で走ってもそう簡単には気づかれないだろう。

　転びそうになっても、息が切れても、足腰に鞭むちを打って走る。

　そうして、やっと…………やっと正門が見えてきた。あそこが出口だ。あそこまで行けば、僕は自由になれるんだ。

　黒服の姿は見えない。なんでかは分からないけどラッキー。正門を封鎖したり、警備を強化したら先生たちに不審がられるかもしれないもんな。そうしたら、自分たちの趣味がバレてしまうかもしれない。それで向こうも本気を出せずに、こっそりと僕を探すしかないのかな。よく分からないけど、都合良くそういうことにしておこう！

　こんなところ、もう二度と来るもんか。頼まれたって来てやるもんか。

　たしかにイイモノを見ることができたかもしれない。だけどリスクが大きすぎる。どっちかっていうとマイナスだ。せっかくの素晴らしい光景が、もはや記き憶おくの彼方かなたに消えようとしている。そのあとのインパクトが大きすぎたせいだ。

　今日きよう一日の記憶が、あの『おホモ屋敷』に上書き保存されてしまっているのだ。しかも消せないのだ。どうやったって消去できないのだ。

　目をつぶれば浮かんでくる、あの薔ば薇らの園その。

「うおおおおおおおおおおおおおお」

　早く。一秒でも早く。

　ここから出て、新しい記憶を。ネットでもいい。二次元でもいい。むしろ二次元がいい。僕の心を癒いやしてくれるような、そんなナニかが欲しい。

　全速力で正門へと向かう。

　追っ手も、もう追いつけまい。

　僕は…………自由だああああああああああああああ!!

　フルマラソンを走りきったかのように正門をくぐり抜けた僕。

　だがそこはゴールではない。スタートだ。これまでの僕を捨てて、新しい一歩を踏ふみだしたのだ。

　そんな僕の新たな門かど出でを祝うかのように、目の前に一台の車が停とまった。

「あれ、どうしたの？」

　後部座席のドアが開き、見知った顔が降りてきた。

「お、音おと無なしさん？」

　と思ったら、一人じゃない。後部座席の反対側からは、しぐれさん。運転席からは芹せり沢ざわさん。知った顔が三人も。

「あれ？　三人とも、今日は仕事だったんじゃ…………」

　ゴスロリに身を包んだしぐれさんが、長い髪をたなびかせ、僕の目の前へ。袖そでから出したハンカチで僕の汗を拭ふいてくれる。

「ええ、早く終わりましたので、駆けつけてまいりました」

　ありがとうございます。あ、ハンカチ、洗って返しますよ？

「せっかく招待していただいたので、顔だけでも出して行こうかと」

　そうなんですか…………。

　しぐれさんからハンカチを受け取ろうとしたら、音おと無なしさんが僕の肩を軽く押した。

「ちょうどよかったわ、あんたも一緒に回りましょ」

「え!?　いや、僕はもう…………」

「なによ、つれないわね。音無まどかと、天あま乃の川がわしぐれが一緒に文化祭回ろうって言ってるのよ？　どこの世界に断る男がいるってのよ」

　それを自分で言いますか、音無さん。

　本当に仕事の現場から直接来たのだろう、髪をサイドに結ったまま、眉まゆをひそめて僕の顔を覗のぞき込む。

「いや、でもさ、僕はもう飽あきるほど見て回ったし…………」

「ならいいじゃない。案内してよ」

「それは！　ほら、ひなのちゃんとか、霜しも月つきさんとか、愛あ好こにでも頼めばさ」

「三人ともここの生徒なんだから、クラスの出し物とかで忙しいでしょ？」

　いやー、暇ひまだと思うよ？　少なくとも、愛好は僕を追い回すくらいには暇だったみたいだよ？

「四の五の言わずに、ほら、行く！」

　音無さんが僕の腕を取った！

「まどか、ずるいですわよ」

　しぐれさんが反対側の腕を取った！

「待って待って待って！　本当に、勘かん弁べんして！」

　引きずられる僕。なにこの二人。二人がかりとはいえ、なんでこんなに力強いの。

「では、私は車を駐車場に」

　待って芹せり沢ざわさん！　乗っけて！　車に乗せてください、そしてどこかに僕を連れ去ってください！

「はいはい、遅れちゃった分、若じやつ干かん巻きで楽しむわよ！」

「ええ、そういたしましょう」

　ああ……僕のゴールが。僕のスタートが。数多あまたの苦難の末にようやく辿たどり着いた僕の新たな門かど出でが。

　二人に引っ張られるようにして、ようやく脱出したグレイスの敷地内へと再び足を踏ふみ入れる。僕のゴールが遠のいていく。

「もう…………もう、帰してくれええええええええええええええええ!!」
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　鐘かねが鳴るなり小学校。

　授業の終わりにこんなことを考える小学生なんて、世界のどこを探してもこのぼいるという少年以外に存在しないだろう。渋しぶすぎる。正まさ岡おか子し規きである。小三のガキんちょが。ありえねえ。

『うるせえ。いきなり人の思考に介入してきて文句かよ。放ほっとけ』

　おっと失礼。私はハカセ。超能力研究の第一人者だ。近い将来にノーベル賞をいただく予定である。趣味は…………。

『なんで急に自己紹介始めたんだよ。するなら俺おれの紹介をしろ』

　まったくふてぶてしい子供だ。ランドセルを背し負よっているようなガキんちょが悪態をついても様にならんぞ。

　こいつの名前はぼいる。十六歳の高校二年生である。しかし、彼はいま、小学校の教室にいる。欲望に駆り立てられて思わず潜入してしまった変態ではない。ちゃんと朝から授業を受け、周りの子供たちと同じように生活している。

　なぜかというと、彼の体は小学三年生のそれと変わらないからなのだ。

　どうしてそんなことになってしまったかというと、話すと長くなるので割かつ愛あいする。

『割愛すんな！　大事なとこだろ』

　えー、マジで？　めんどくさいな。

　…………まあ、あれだ。悪の組織に連れ去られて、改造されちゃったみたいな？

『ああそうだよ！　ヤツら、本当は俺を怪人にする予定だったみたいだけど、改造の途中であんたらに助けられたんだ。でもって、超能力を手に入れる代わりに、体が子供になっちまったっつーわけ』

　────というわけなのだ！

『いばるな！』

　ありがちな話だから割愛しても問題なかっただろ。

『ありがちじゃねえよ！　こんなこと、ひょいひょい起こってたまるか！』

　まあまあ、細かく説明しなくても分かってもらえる、勇者と魔王の関係みたいなもんだ。

『誰だれに分かってもらおうとしてんだよ…………』

　でもって、私も元はその組織の一員だった。しかし、度たび重かさなる非人道的な実験に嫌いや気けがさして逃げだした。いまは組織に敵対する一人として、彼らの野望を砕くだくべく日々を過ごしているのである。

『いつの間にかハカセの説明になってるぞ、おい』

　実際に見えてはいないが、すべての授業と帰りのホームルームが終わった小学校の教室は恐らくとても賑にぎやかだ。しかしお互いの声はとてもクリアに聞こえる。テレパシーを使っているからだ。こうして私とぼいるが話をしていても、気づく者はいない。

『おい、もう一人いるだろ』

　ああ、しゃるる嬢のことか。

　私が組織から逃げだす際に一緒に連れてきた少女である。彼女も、本来であれば十六歳の高校二年生。しかし、やはりぼいると同じようにいまは小学三年生の姿形となって同じ教室で授業を受けていたりする。

　ぼいるを助けたのもこのしゃるる嬢である。が、指示をしたのは私だ。

『恩着せがましいな』

　指示をしたのは私だ。

『繰り返さんでいい。だいたい、おまえはいっつも俺おれの思考にばっかり介入してくるけど、しゃるるの方には行かないのかよ』

　そりゃ行きたいに決まってるだろう！　男の思考なんかに介入してなにが楽しいんだ。私だってな、美少女の思考に介入してエロ妄もう想そうを送り込んでリアクションを楽しんだりしたいんだ！

『おい、超能力使ってセクハラすんな！　だいたい、あいつにそういうかわいいリアクション期待しても無む駄だだと思うぞ（たしかに美少女ではあるけど）』

　ふっ、やはりおまえもしゃるる嬢の見た目は認めていたか。

『くっそ！　全部読まれてしまう！』

（組織から逃げだす時、連れて行けるのはせいぜい一人だったからな。彼女が私の下もとで働いてくれるのを見越して、見た目で選んだ甲か斐いがあったというものだ）

『最低だな、おまえ』

　…………こ、こほん。しまった、こっちの考えも読まれてしまうのを忘れていた。

『で？　そのお気に入りのしゃるるのところには行かないのかよ』

　それがな、何度か試みたことはあるんだが、いつもはじき返されてしまってのう。

『マジかよ！　はじき返す方法があんのかよ。あとで教えてもらおうっと』

　おまえには無理だ。

『そ、そうか。俺とあいつじゃあ超能力を手に入れてからの年季が違うもんな。しゃるるはマジで子供の頃ころからだもんな』

　いや、単におまえがガサツすぎるからだ。

『そんな理由かよ！』

　だっておまえ、大おお雑ざつ把ぱな力しか使えないじゃん。ロケットみたいに飛んでいくことはできても空中で静止できないし、タバコに火を付けたかっただけなのにキャンプファイアーみたいにするし、透視能力を使っても服どころか肉まで透けて骨しか見えないし。このテレパシーだってこっちから制御しないと半径百メートル以内にいる人間全員にダダ漏もれになるじゃん。

『こ、これから極めていくんだよ！　だから毎日訓練してんだろ！』

　せめて透視能力の制御くらいはさっさと習得してほしいものだ。いま現在、私とぼいるはテレパシーで話をしているが、私に超能力はない。あくまでぼいるの能力を利用しているだけに過ぎないのだ。

　だからこそ、さっさと透視能力を実用段階にまで身に付けてもらって、ビジョンだけをこちらでも受信できるようにしたいのだ。

『おい、一応確認なんだけど、ハカセの目的って悪の組織の壊滅なんだよな？』

　あ、ああ。もちろんそうだぞ。透視はほら、あれだ。おまけというか。世界を救う報ほう酬しゆうみたいな？

『ほほう』

　そんなことはどうでもいい！　視界も接続するぞ、いいか!?

『どうぞ』

　ぼいるの見ている風景が伝わってきた。教室に残っている児童はまだ多数。

『で？　なんの用だよ。体を元に戻す方法でも分かったのか？』

　断言しよう。さっぱりだ。超能力と子供の体の因果関係すらよく分からん。

『なんでそんなに偉えらそうに断言できるのか分からんが、じゃあいったいなんの用があって話しかけてきたんだよ。俺おれ、このあとクラスメイトたちとサッカーする約束してんだけど』

　おお、そうだったのか。すっかり小学生の生活に慣れたみたいだな。

『べつに…………俺は子供の相手をしてやってるだけだからな』

　そうか。だが、今日きようは悪いがお仕事だ。

『ん、やつらがまた暴れてんのか』

　そのようだ。すぐに準備してくれ。

　…………む？

　おい、しゃるる嬢がこっちに来たぞ。

「おう、どうした？」

　おい、ぼいる。彼女に、今日も赤いランドセルがお似合いだな、と伝えてくれ。

『嫌いやだよ。俺が殴なぐられるだろ。帰ったら自分で言え』

　元々身寄りのないしゃるる嬢と、子供の姿になってしまい家に帰るに帰れないぼいるは私の家で一緒に暮らしているのだ。

　ぼいるはそんなかわいいしゃるる嬢に話しかけられたようだ。

「またハカセとバカな話でもしていたんでしょう？」

「な、なんで分かったんだよ」

「あなた、テレパシーを使っている時、そっちに集中しすぎて口を開けたままぼけーっとした顔になるから」

「マジで!?」

　マジ、マジ。

『言えよ！』

「っと、それより！　またあいつらが暴れてるらしいぞ」

「ま、そんなところだろうと思ったわ」

　しゃるる嬢が髪をさらりと手で払う。大人おとなの女性がその仕草をすれば格好もつくところだが、いかんせん小学三年生のお子さまだ。なにをしても「かわいらしい」という感想がまず最初に出てきてしまう。だがそれがイイ。

「じゃ、さっそく変身しなくちゃいけないわけだが」

　ぼいるが辺りを見回す。

　超能力そのものはいまの体でも使うことができる。しかし、その力は本当に微々たるもの。とてもじゃないが戦闘で使えるレベルではない。

　よって、悪の組織と戦うためには変身が必要になってくる。

　変身さえすれば、力をいまの何倍にも引き上げることができる。ただし、問題はその変身方法だ。

『ハカセ、いつも言ってるけど、もっと簡単な変身方法はないのかよ』

　なにを言う。最も手軽で、最も効率的な変身方法を実じつ践せんしているじゃないか。

　変身、ひいては超能力を使うことにおいて必要なのは『熱』である。生物が体を動かす際にエネルギーを消費するように、力を使うには熱が必要になってくるのだ。

　では、その熱をどうやって生みだすのか。

　人は食事という行動によってエネルギーを摂せつ取しゆするが、より大量の熱を必要とする超能力にこの行動は非効率的である。第一、力を使う前にいちいち食事を摂とるのも大変だし、胃袋の大きさなんてたかが知れている。

　そこで私は、一番手軽で、効率的に大量の熱を発生させる、ヒトのある本能に目をつけた。

　三大欲求のひとつ。

　性欲である！

　とくに思春期男子のエロパワーが生みだすエネルギーには目を見張るものがある。私は常々思っていた。この力を世界平和のために利用できないものかと。

　そして私はついに実現したのだ。

　エロが発生させる熱を力に転用する方法を！

『おまえ、自分の手柄を話す時はずいぶん饒じよう舌ぜつじゃないか。さっき俺おれの経歴を説明する時はめちゃくちゃ面倒くさそうだったくせに』

　さあぼいるよ！　いまこそエロの力によって変身するのだ！

『聞いてねえ…………』

　悪態をつきながらもぼいるはもう一度教室を見回しているようだ。

『なあハカセ、いつも思うんだが…………』

　彼の目に映るのは、クラスメイトの女子たち。

　胸も、おしりも、すとん。

　赤いランドセルがまぶしい、小学三年生の幼女たちである。

「無理だろ…………」

　ぼいるよ、なに頭を抱かかえているんだ。

「エロ本の一冊くらい持っておきなさいよ」

　うむ、しゃるる嬢の言う通りだぞ、ぼいる。

「持ってこれるわけないだろ、小学校だぞ、ここ。あとしゃるる、おまえはもうちょっと恥じらいを持て。小三の女子の口からエロ本なんて単語を飛びださせるな」

　本がないのなら、現地調達しかないな。

　あと、なんかまったりした空気だけど、一応急げ。やつらはもう暴れている。

『そ、そうだな。よし…………』

　ぼいるが立ち上がる。暗あん喩ゆではない。あえて暗喩を使うのならば、やつはまだ立ち上がっていない！

『ハカセうるっせええええええええええ。集中できないから黙だまってろ！』

　いやんばかん。

『立つものも立たねえよ』

　ある意味安心したぞ。これで元気になられたらおまえとの今後の接し方を考えるところだった。

「とりあえず、教室で変身しちまったらマズイ。変身できそうな物を探しながら、人目の付かないところへ移動しよう」

　待てぼいる。よく周りを見てみろ。

『あ？』

　体操服、縦笛、温ぬくもりの残ったイス。変身できそうな物がいっぱいあるだろう。

『ねえよ！　そんな物になんか、なんにも感じねえよ！』

　まだまだだな、ぼいる。

『いいか？　はっきり言っておくぞ？　いや、もう何度も言ってると思うけど、俺おれはロリコンじゃない』

「あなた、いま小学三年生なのよ？　じゃあ同い年じゃない。五十のおっさんと女子高生がってのは問題だけど、高校生同士ならＯＫ、みたいなもんよ」

「それはそれで難しい問題だろ!?　だいたい、しゃるるはなんでハカセ側なんだよ！　そこからまずおかしいだろ！」

　あと、気づいたらしゃるる嬢が私とぼいるのテレパシーに介入してきている。いつの間に。子供の姿でこれだけ力を使えるんだから、末恐ろしい。

「とりあえず、学校を出るか」

　ぼいるとしゃるる嬢が教室を出る。

「職員室じゃダメなの？」

「うちの学校の先生、おばさんしかいねーじゃん」

「贅ぜい沢たくね…………ロリもダメ、熟女もダメ。じゃあなんならいいのよ」

「若い女がイイに決まってんだろ！」

「あなたって本当に最低ね」

「いや、いまのは売り言葉に買い言葉で」

「もう面倒くさいわ。ちょっとこっちにきなさい」

　しゃるる嬢に引っ張られたぼいるは近くの空あき教室へと連れ込まれる。

　使っていない机とイスが山積みになっている。子供の小さな体は、その隙すき間まへとするすると入っていく。カーテンが閉まっていて薄うす暗ぐらい。ほこりっぽい。そんな感覚が伝わってきた。

　が、シチュエーションとしては完かん璧ぺきだ。

　放課後、誰だれもいない空き教室に、小学生の幼女と二人きり。

　なにも起こらないわけがないだろう!?

『いや、なにか起こったらマズイんだよ！』

「しょうがないから協力してあげるわ」

　キター！　ドキドキ急展開!!

　しゃるる嬢がぼいるを押し倒した!!

「いや、待て。おまえの協力はいらない。俺おれは俺で、自分でなんとかするから…………」

　なにを怯おびえているんだ、ぼいる。しゃるる嬢が変身すれば、ぴっちぴちの女子高生。しかもルックスはおまえだって認めてたじゃないか。

「あら、そうなの？　ふふ、ありがと」

『おいハカセ！　変なことバラすな！』

　押し倒されたぼいる。その開かれた脚あしと脚の間に立つしゃるる嬢の顔には、笑みが浮かんでいる。

『ハカセだって知ってんだろ、こいつの趣味！』

　もちろんだ。だが私は、趣味嗜し好こうで人を差別したりはしない！

　ぼいるは後ずさる。が、すぐに積み上げられた机とイスに退路を断たれてしまう。

　怪しい笑みを浮かべたまま、ぼいるににじり寄るしゃるる嬢。

　忘れてはいけない。どちらも小学三年生だ。

「く、来るな！　このドＳショタコン!!」

　ぼいるのやつめ、本気でびびっておる。むしろご褒ほう美びだというのに。

「ふふふふふふ」

「や、やめ────ぐふっ」

　上うわ履ばきを脱いだしゃるる嬢が、ぼいるの腹に一ひと蹴けり。

　ぼいるの腹に刺さった足は、そのまま下腹部へと下りていく。さぞ絶妙な力加減で圧迫されていることだろう。感触までリンクできないのが残念でしょうがない！

「お、おいしゃるる、いい加減に…………」

「ありがとうございます、でしょ？　さ、言ってごらん？」

「う、うぅぅぅ」

　ありがとうございましゅうううううううううううううううう!!

　ぼいるの代わりに私が言っておいた。

　踵かかとで左右に揺ゆさぶられ、足の指で挟はさまれる。きっとぼいるのズボンの中ではそんなことが起こっているのだろうな！

　私がぼいるだったら、もう三回は変身に達しているところだぞ！

「くっ！　うああ、うああああああああああああああ」

　おっと、この熱は!?

　ぼいるのやつめ、口では色々言ってたくせに、充分高まってたんじゃないか。

　激しい光とエネルギーが発せられる！

　ついに変身を果たしたぼいる。

　するとそこには、幼女に股こ間かんを足あし蹴げにされて悶もだえている男子高校生の姿が。

　絵え面づら的にはさらにヤバくなった!!

「ずいぶん早いのね。あたしが先に変身して協力してあげようと思ってたのに」

「男に向かって早いとか言うな」

　立ち上がるぼいる。

　そんなぼいるの姿を見て、しゃるる嬢も光に包まれる。

　それまで着ていた服が光の粒となって弾はじけ飛ぶが、一いつ瞬しゆんのうちに帯状の光が彼女の身体からだを包み込む。

　さながら魔法少女の変身シーンのような演出。これも私が長年しゃるる嬢に教え込んだ賜たま物ものだ。ぼいるのようにぱぱっと変身することも可能だが、あえてこの変身の仕方しかしゃるる嬢には教えていない。理由など言うまでもないだろう。

『へー』

　黙だまっておけよ、ぼいる。おまえだってこっちの方がいいだろう。

　変身を終えたぼいるとしゃるるの格好は、私のデザインした制服モドキである。ありがちな高校生の制服だ。もちろん、しゃるる嬢の制服はかなりアレンジを加えてかわいくしてあるが。

　最初は戦隊モノの全身タイツにしようとしたこともあったのだが、しゃるる嬢に拒否されてしまったのだ。身体のラインが丸見えだからとかなんとか言っていたが、まあ制服モドキの方がかわいいから問題ない。

　エネルギーが一定レベルまで溜たまったらすぐに暴発してしまうぼいると違って、しゃるる嬢はある程度コントロールできるらしい。これも男と女の身体からだの違いなのだろうか。うむ、研究の余地があるな。

「さて、じゃあ行くか」

　手首足首を回しながらぼいるは教室の窓を開ける。教室は二階だが、いまの二人は空を飛ぶことができるのでここから行くのが早いのだ。

　とはいえ、さっきも言った通り、ぼいるが空を飛ぼうとしたらどこまで飛んでいってしまうか分からないので、力を使うのはしゃるる嬢である。

「はい」

　手を差し伸べるしゃるる嬢。

「くっ」

　悔くやしそうに、その手を取るぼいる。

　そんな二人に、私は怪人の出現したポイントを教えてやることにする。




　駅前にやってきた。

　平日の昼間とはいえ、人通りは多い。スーツ姿のサラリーマン、暇ひまをもてあました大学生、買い物に出てきた主婦、散歩中のお年寄りなど様々。あ、ちなみに私は研究所から一歩も動いていない。すべてぼいるの視覚から入ってくる情報だけである。

　さて、反応があったのはこの辺りだ。

　上空から見たところ、まだあまり大きな騒さわぎが起こっているようには見えない。

　数名がこちらを見上げて指をさすが、細かいことは気にしない。どうせしゃるる嬢のスカートの中でも覗のぞこうとしているのだろう。

　だが問題ない。スカートに特殊なジャマーを仕掛けてあるので、しゃるる嬢本人の力が尽きたりしない限りは絶対に見えないようになっているのだ。

　ふふふ、超能力は見られても、パンツだけは絶対に見せない。私って紳士だろう？

「あっちね」

　どうやらしゃるる嬢がなにかを見つけたようだ。

　手を引かれたまま飛んでいくぼいる。その視界にちょっとした人だかりが見えてきた。

　中心に怪しい人物を発見。間違いない。怪人だ。

　おいおい、しかも二人いるぞ。

「でも、なんだか弱そうだな」

　ぼいるが見たままの感想をつぶやいた。

　同意である。

　黒い全身タイツの二人組。全身タイツという格好だから、ひょろっとした体格がバレバレである。

　あと、腹の部分に大きく白い文字で〝セ〟と書かれている。もう一人は、同じ場所に〝パ〟と書かれている。ダサイ。超絶ダサイ。

　ただの野球好きの二人組、というわけでもないだろう。どんな能力を持ってるか分からんからな。一応注意しておけ。

　輪の中心、怪人の目の前へ降り立つぼいるとしゃるる嬢。

　それまで騒さわがしかった人ひと垣がきが、一いつ瞬しゆんで静かになる。

「くくく、来たな」

〝セ〟の怪人が不気味に笑う。

　どうやらこの怪人たち、私らのことを知っているらしい。この怪人とは初対面のはずだが、やつらの組織とはもう何度も戦ってるからな。

　ぼいるとしゃるる嬢を正面に捉とらえ、〝パ〟の怪人はわざとらしく高笑いをあげる。気持ちのいい悪役っぷりだ。となれば、次は自ら名乗りをあげることだろう。

「我が名は────」

「あなた、何者ですか！」

「おいしゃるる。いま名乗ろうとしてたんだから黙だまっててやれよ」

　まあまあぼいる、しゃるる嬢は女の子だからな。こういうお約束ってのが分からんのだよ。

「ご、ごほん。仕切り直していいか」

「おう、悪かったな。いいぞ」

〝パ〟の怪人とぼいるのやりとりに、眉み間けんにしわを寄せるしゃるる嬢。

　いかんぞ、かわいい顔でそんな表情をしては。ゾクゾクくるじゃないか。

「では改めて…………我らはセパレートマン！」

「世界のありとあらゆるものを二分してしまう力を授かった超人である！」

〝セ〟の怪人が高々と名乗りをあげると、〝パ〟の怪人がその力までバラしてくれた…………っていうか、〝セ〟とか〝パ〟とかいちいちめんどくさいな！　もういっしょくたでいいわ。なんか交互にしゃべっておる！

『諦あきらめんなよ！』

　大だい丈じよう夫ぶだ。アニメになったらいちいち誰だれがしゃべったかなんて説明はいらなくなる。

『────!?　いま、なんかこの世界の根幹を揺ゆるがすような言葉を聞いた気がする』

　気にするな。

　まったく、やつらめ、またけったいな怪人を生みだしたもんだ。

「不思議そうな顔をしているな。いいだろう、まずは我らが力、おまえたちに見せてやる！」

　そう言うと怪人たちは人垣の一角を指さした。

「おまえたち、おっぱいは好きか」

　指さされた男たちは、口々に答えた。

「「「好きだ」」」

　私も好きだ。

『ハカセには訊きいてねえよ』

　つい。

　怪人たちはさらに質問を投げかける。

「どういうおっぱいが好きだ？」

「大きいのが」「小さいのが」「やはりカタチが」「どっちもいいな！」「「「だよなー!!」」」

　だよな!!

「おまえら、なんでそんなに仲いいんだよ」

　ぼいるが呆あきれたように言う。

　見たところ、男たちの格好はバラバラだ。スーツに、大学生っぽいのに、無職っぽいの。たまたま通りかかっただけの男たちだろう。

　しかし、おっぱいというみんなが大好きな話題のおかげで、あっという間に分かり合えたのだ。

「くっくっくっ。いいぞいいぞ。では食らえ！　セパレートマン光線！」

　怪人たちが手を突きだす。そこから発せられるのは怪しげな光。二人の手から発射された光は螺ら旋せんを描えがくように絡からみ合い、おっぱいで盛り上がる男たちを襲おそう。

　男たちは避よける隙ひまもなく当たってしまった。

　すると、どうだ。

「大きいのが一番に決まってんだろ！」

「いいや、小さいのが一番だね！」

「鷲わしづかみにした時、指が埋もれるのが最高なんだろうが！」

「ただの脂し肪ぼうのかたまりだろう？　スマートじゃないね。スタイルが崩くずれる」

「挟はさむこともできない乳ちちになんの意味があるってんだ！」

「控えめなことにコンプレックスを持っている少女が、恥ずかしがっている様子を観察するのがいいんじゃないか！」

「大は小を兼ねる！」

「いいや、大は小を兼ねない！」

　おいおい、これはどうしたことだ。さっきまであんなに和わ気き藹あい々あいとした雰ふん囲い気きでおっぱいについて語り合っていたじゃないか。

　大きいのにも、小さいのにも、良い点がある。私はどっちも好きだぞ。

　ついには取っ組み合いのケンカを始めてしまった男たちを見て、怪人たちは再び高笑いをあげる。

「これが我らが力！　世界のありとあらゆる物を二分してしまう力だ。グレーゾーンがなくなったことで両者は絶えることのない争いを続けるのだ！　ふははははは!!」

　なんて厄やつ介かいな力だ！

　大きいか小さいか、どちらか一方しか愛めでることができなくなってしまうとは。いかん、いかんぞ。このままでは巨乳派とちっぱい派によるおっぱい戦争が起きてしまう。

「起きねえよ。くだらない（俺おれはどっちも好きだな）」

　うむ、大きいのも小さいのも、どちらも等しくおっぱいだ。それぞれ違うからイイのだ。

『心の声の方に反応すんじゃねえ！』

　かっこつけたところで、ぼいるも男じゃのう。

「女性を胸でしか見ていないなんて…………許さない」

「落ち着けしゃるる。敵は怪人だからな？　なんで俺を睨にらむんだ」

　目力を発揮するしゃるる嬢の胸は控えめである。とはいえ、まだまだ成長中だからな。普段小学生の姿になっているのも、胸の発育に関係しているのだろうか。ただ、しゃるる嬢は肌はだが白くてとてもきれいだからな。さぞかし美しいおっぱいをしているのだろう。

　拝みたい、ああ拝みたい、そのおっぱい。

「どこ見てるの、変態」

　ああ、手で隠されてしまった。

「いや、違うんだ。ハカセがしゃるるの胸についてあれこれ言うから、つい意識がそっちにいっちゃっただけで」

　ぼいるのやつめ、私のせいにしやがった。

　超能力を駆使して怪人を倒す、戦隊モノならぬ変態モノだな。

『余計なこと言わなくていい』

「くくく、どうやら我らが力の恐ろしさにようやく気づいたようだな」

　おっと、そういや、戦闘中だったな。おっぱいに気をとられて怪人の存在をすっかり忘れていたよ。

「次はなにをセパレートしてやろうか」

　怪人たちがぼいるとしゃるる嬢を舐なめるように見る。

　気をつけるんだ二人とも。一見バカバカしいかもしれんが、あの能力は厄介だぞ。

「だいたい、女性の胸は赤ちゃんを育てるためのものよ？　男性を満足させるためのものではないわ」

「だから俺はべつになにも言ってないだろ！」

「そりゃたしかに、クラスメイトの中では小さい方かもしれないけど！」

「クラスメイトって小学生のだろ!?」

「この姿ならさすがに負けないけど、普段は小学生よりも小さいって事実がなんかショックなのよ！」

「最近の子供は発育がいいんだからしょうがないだろ！」

　聞けおまえら！

　やつらが構えたぞ、おい!!

「セパレートマン光線！」

　再び怪人たちの手から怪しげな光が。

　その先には、しゃるる嬢！

　ぼいるに食ってかかっていたしゃるる嬢に、避よける時間もバリアを張る時間もない。そこまで彼女が胸にコンプレックスを持っていたとは私も知らなかった！

　しゃるる嬢が光を浴びてしまう。

　すでにケンカをしていたからな。いったい、いまさらなにをセパレートさせられたというのだろうか。

「お、おい、大だい丈じよう夫ぶか、しゃるる」

「ええ、とくに変わったところは…………」

　見た目に変化はない。いつものかわいいしゃるる嬢だ。

　不発か？

　ぼいるがしゃるる嬢に一歩近づく。すると、しゃるる嬢が一歩下がる。

「ん？」

「いえ、なんでもないわ」

「なんでいま逃げた」

「なんでもないからよ。失敗だったんじゃない？」

　明らかに目を逸そらすしゃるる嬢である。少しだけ頰ほおが赤い気もする。

「体調が悪いなら帰った方が…………あとは俺おれがなんとかするから」

「いえ、大丈夫！　大丈夫だから、さっさとあいつらを倒すわよ」

　心配だ。正体不明の光線を受けてしまったのだから。これは精密な検査が必要である。できるだけ詳しく、細かく、しゃるる嬢の身体からだを調べる必要があるだろうな。

『おいハカセ、わくわくしてんじゃねえだろうな』

　まさか。私は心からしゃるる嬢を心配しているのだぞ（わくわく）。

「むむむ？　おかしいぞ。我々が失敗などするわけがないのに」

　首をひねる怪人たち。ずいぶん力に自信があるようだな。

　となれば、やはり検査をする必要があるな（わくわく）。やつらがあれだけ不思議がっているのだ（わくわくわくわく）。気づいていないだけで、身体になにかしらの変化が起きている可能性は充分にある（わくわくわくわくわくわくわく）。

『ハカセうるせええええええええええええええええええええええええええええええええ』

「ならばもう一度だ！　食らえ、セパレートマン光線！」

　やばい、また撃ってきやがった！

　突きだされた手から発せられた光が向かう先は、またしてもしゃるる嬢。

　おいぼいる、なんとかしろ！

「危ねえ！」

　しゃるる嬢を守るようにぼいるが立ちふさがる！

　結果、ぼいるが光線を浴びてしまった。

　ぼいるよ、もうちょっとやり方があっただろう。バリアを張るとか、しゃるる嬢を移動させるとか。おまえ自身が光線を浴びてどうする。

　大だい丈じよう夫ぶか？

「とりあえず、痛いとか苦しいとかはないが…………」

　まさか、また失敗か？

　あいつら、意外とぽんこつなんじゃないか？　もしくは、セパレートさせるにはなんらかの条件が必要とか。

「ん？　ちょっと待て」

　どうしたぼいる。急にもぞもぞし始めて。

　ズボンの股こ間かん部分を引っぱったりしている。

　チンポジが気になったか？　たしかに、これから戦うのにチンポジは重要だからな。

「いや、そうじゃなくて、なんか…………」

　どうした。

「この感覚…………まさか、二本ある!?」

　なんだとぅ!?

「くくく、やはり効果はあったようだな」

　これ見よがしに怪人が言う。悔くやしいが、たしかにやつらの力は本物だ。

　まさかアレがセパレートして二本になってしまうとは！

　だがしかし!!　ぼいるよ、落ち着いて考えろ。けっして悪いことではないのではないか？

「そう、か？」

　ぼいるの動どう揺ようが伝わってくる。テレパシーでなく、言葉を口にしてしまっているのがその証拠だ。

　いいかぼいる、こう考えろ。

　一本だったものが二本になったのだ。イチモツがニモツになったのだ。

「だからなんなんだよ」

　おまえの武器が増えたってことさ。同時にできるんだぞ？

「…………はっ！　そ、そうか」

　これは凄すごいことだぞ。普通の人間ならどちらか一方しか責めることができないが、おまえはいま、二ヶ所同時に責められるんだ。

　それだけじゃないぞ。男というものは身体からだの構造上、一発撃ったらチャージの時間が必要になる。だがいまのおまえには砲塔がふたつある。クールダウンを待たずして、二発目が可能ということだ！　一発ずつ順番に撃っていけば、ずっと撃ち続けられるということなんだぞ!!

「おお、おお！　そうか、そういうことか!!」

　ある意味うらやましいぞぼいる！

　いいな、いいな!!

「くくく、甘いな」

　なんだと？

　おい怪人たちよ、自分の力がよい方へ転がってしまったからって、負け惜しみはみっともないぞ。

「我々がセパレートしたのはあくまで砲塔のみということを忘れるな。弾の生産工場の数は変わっていないのだぞ。つまり！　二本になったからといって撃ちまくっていたら、あっという間に弾が尽きる！」

　なんということだあああああああああああああああああああ。

「ぬか喜びさせやがって…………」

　どうせなら生産工場の数も倍にしてくれればよかったものを。これでは宝の持ち腐ぐされではないか！

　がくりと膝ひざを突くぼいる。実は私もまったく同じポーズをとっている。

　と、その瞬しゆん間かん。

「あ、しまった」

　ぼいるが自身の変化に気づいた時にはもう遅い。

　変身した時と同じく、身体からまばゆい光が発せられる。近くで見ていたら思わず目を閉じてしまうほどの強い光を放ち、同時に力の源である熱も逃げていってしまう。

　そう、あまりのショックに変身が解けてしまったのだ。萎なえてしまったのだ。

「や、やべ」

　怪人たちを目の前にして、小学三年生の姿に戻ってしまったぼいる。

　超能力がまったく使えなくなってしまったわけではない。だが、敵と戦うほどの力を、この子供の身体では発揮することができない。

　おい、ぼいる。早くもう一度変身するんだ！

「わ、分かってる！　分かってるけど！」

　なんでもいい。この際妄もう想そうでもなんでもいいんだ。

「さすがに妄もう想そうだけでは…………」

　だからあれほど妄想力を鍛きたえておくよう言っておいたというのに。私ならいつでも妄想だけで臨りん戦せん態勢を整えられるぞ。

「むしろハカセが凄すごすぎんだよ…………」

　ぼいるや怪人たちを囲む人ひと垣がきは男ばかり。本などのアイテムもない。

　となると、この場で唯ゆい一いつ頼りになるのは…………。

「ちょ、ちょっと」

　どうやら本人も気づいたらしく、しゃるる嬢はぼいるを見ながら眉み間けんにしわを寄せる。

　しゃるる嬢は胸を隠しながら後ずさる。

「せ、せめて妄想でなんとかしなさいよ」

「むむむむむむむ」

　ゼロから生みだすのは難しくても、いまは目の前に美少女がいるのだ。画面の中ではなく、手を伸ばせば届くところに美少女がいるのだ。いくらでも妄想できるだろう。

　なにを唸うなっているのだぼいるよ。

　さあ考えろ。

　しゃるる嬢の服がはだけ、普段隠されているその柔やわ肌はだが露あらわになっている場面を。

「うむむむむむむむむむ」

　媚こびを売る上うわ目め遣づかい。瞳ひとみは潤うるみ、揺ゆれる。

　熱い吐息。それは体内から溢あふれる熱。

　甘ったるい猫なで声で誘いざなわれる。

　どうだ？

「も、もうちょっと…………」

　じゃあこういうのはどうだ。

　突然現れた触しよく手しゆがしゃるる嬢の四し肢しを拘こう束そくするのだ。

　両りよう脚あしを摑つかまれ、こじ開けられる。空中に持ち上げられてしまい、逃げだすことはできない。

　触手の先からドロリと垂れた怪しい液体は、しゃるる嬢の胸の谷間へとゆっくり落ちていく。

　その感触にぞわりと震ふるえ、思わず背中を反らせるように跳はねる身体からだ。

　いままで感じたことのないような快感がすべてを支配していく…………。

「待て待て待て！　ハカセの趣味が特殊すぎて、あとちょっとだったのに醒さめてきちまったんだけど！」

　なんだと!?　大興奮のシーンじゃないか。

『頼むから妄想だけにしておいてくれよ？　本当に触手なんて創つくりだすんじゃないぞ』

　……………………その手があったか！

『しまった、言わなきゃよかった』

「ちょっと、まだなの？」

　しゃるる嬢があからさまに不機嫌な顔でぼいるに話しかけてきた。まあ、あれだけ舐なめるようにじろじろ見られていたのだから当然だろう。

　しかも、変身するためにエロ妄もう想そうをされていたのだから。妄想の中で自分がどんな目に遭あっていたのか、しゃるる嬢もさぞかし気になることだろう。今度イメージ映像を作って見せてあげることにする。

「なんか怪人たちも攻撃してこないから待っててあげたけど、早くしてくれない？」

　そういやそうだな。

　怪人たちはなにもせず、ただ棒立ちでぼいるとしゃるる嬢を見ているだけである。

「いや、うん。まあその…………変身前のヒーローを攻撃するのって、なんか違うじゃん？」

　しゃるる嬢に指摘された怪人たちはばつの悪そうな顔でその想おもいを口にしてくれた。

　その矜きよう持じ見事なり。まっこと正しき怪人道。敵ながらあっぱれ。

　ならば、こちらも応こたえなくてはいけないな。

　ぼいるよ、さっさと変身するのだ。

「ぐっ…………仕方ない！」

「え？　きゃっ」

　ぼいるがしゃるる嬢に襲おそいかかった！

　変態だ！　暴漢だ！　犯罪だ！

『おまえが急せかしたんだろ！』

　小学三年生の姿とはいえ、構えてもいなかったところに力任せでぶつかられたしゃるる嬢はぼいるに押し倒されてしまう。

　人ひと垣がきから歓声があがる。そりゃそうだ、素晴らしいショーが始まったのだから。

　いけ！　ぼいる!!

　馬乗りになったぼいるは、その小さな両手をやはり小さなしゃるる嬢の胸へと近づける。

「ちょっ、やっ!!」

　抵抗空むなしく、しゃるる嬢のおっぱいはぼいるの小さな手にすっぽりと収まってしまう。

　ひと揉もみ。

　ぼいるはなにかに気づいたようだ。

「ん？　おい、しゃるる、おまえ…………」

「ち、違うわよ！　ちゃんとしてきたわよ！　でもほら、あいつらのなんちゃら光線が！」

「セパレートされてたのか？」

「きょ、今日きようはフロントホックだったから…………」

「おまっ、小学生のくせにフロントホックなんて着けてたのかよ。っていうか、小学生の身体からだに合うサイズなんてあるのか？」

「変身してる時だけです！」

　整理しよう。

　しゃるる嬢は怪人の使うセパレートマン光線を浴びていた。失敗かと思っていたが、実はちゃんと効果が出ていたのだ。

　やつらの力はあらゆるものを二分してしまう力。そしてしゃるる嬢の本日身に着けていたブラジャーはフロントホック。

　つまりつまり、前で留めていたものが、ふたつに分かれて。

　その状態でぼいるが乳ちちを揉もみしだいたということは────。

「の、ノーブラだとっ!?」

　人ひと垣がきからまたしても歓声があがった。心のこもった、素晴らしい発声だった。まるで本当にノーブラの乳を揉みしだいたあとに言ったかのような発声だった。

　でも、たしかにそういうことだな。

　薄うすいブラウス一枚があるだけで、外れてしまった下着…………つまりほとんどノーブラの状態だったということだ！

「……………………（……………………）」

　事実を知った上で、ぼいるはもうひと揉み。

　ほぼ無意識だった。頭の中が空からっぽになっていた。ばっちり伝わってきた。

　そして、さらなるもうひと揉みはいらなかった。

　光と熱に包まれ、ぼいるは変身を遂とげる。

　光が収まると、そこにいたのは女子高生に馬乗りになり乳を揉む男子高校生の姿。

　変態だ！　暴漢だ！　犯罪だ！

『うるせえ』

　私にツッコミを入れながら立ち上がるぼいる。

「悪かった」

　しゃるる嬢に手を差し伸べて、立たせてあげる。

「……………………」

　無言で立ち上がったしゃるる嬢だが、次の瞬しゆん間かん。

　さきほどのぼいると同じように光が彼女の身体からだを包み、子供の姿へと戻ってしまった。ぼいるに揉まれたのがよほどショックだったのだろう。

　照れて真まっ赤かになっている小学三年生のしゃるる嬢がかわいい。私も揉みたい。

　ぼいるの方を見られずに目を逸そらしている小学三年生のしゃるる嬢がかわいい。私も揉みたい。

　ブラが外れてしまっていることが周囲にばれてしまい、恥ずかしそうに胸の辺りを隠している小学三年生のしゃるる嬢がかわいい。私も揉みたい。

『おい、ハカセ。発言が危ないぞ』

　おっと、いかんいかん。

　しかし、これでは埒らちがあかないな。

　ええいぼいるよ。こんな怪人たち、おまえ一人で充分だろう。もうやってしまえ。

『オーケー』

　しゃるる嬢を後ろに下がらせてから、ぼいるは手首を回しつつ怪人たちへと向き直る。

「さて、待たせたな」

　おお、ぼいる、やる気満々じゃないか。そりゃそうだ。しゃるる嬢のおっぱいを揉もんだのだからな。ヤる気満々にもなるわ。色んな意味で。

「くくく。では始めよう。セパレートマン光線！」

「何度も同じ手を食らうか！」

　今度はしっかりとバリアを張ったぼいる。

「ちっ。では直接攻撃だ。セパレートマンコークスクリューパンチ！」

　なんと、そんな技まで持っていたのか。たしかにバリアは光線などの攻撃は防げても、物理攻撃を防ぐことはできない。言っていなかったが、そういう設定である。

「遅い！」

　ぼいるはなんなくその攻撃をかわした。

「ならば、二人同時に攻撃だ！　セパレートマンコンボ!!」

　だがしかし、二人がかりで殴なぐりかかってきたにもかかわらず、ぼいるはまたしてもあっさりと避よけてしまう。

「おまえら、遅いな…………」

　たしかに、素早さはないみたいだな。肉弾戦になったらこっちの圧勝だぞ、これ。

「あと、攻撃の前にいちいち自分の名前を叫ぶな。伏せなくちゃいけなくなるだろ」

　ん…………？　おお、よく気づいたなぼいる。

　しかし、気にしすぎじゃないか？

『そうか？』

　なんかやつら悔くやしがってるみたいだけど、試しに黒い丸で伏せてみるか？

「ちくしょう、我々の●んぼが…………」

『余計に怪しくなった！　あと、なんでひらがなにしたんだよ』

　そっちの方が雰ふん囲い気き出るかなって思って。

　あと人間の目ってのは不思議なもので、本当は「ぼ」なのに「ぽ」に見えてくるよな。

『ハカセだけだと思うぞ…………』

　ということで、気にしなくても大だい丈じよう夫ぶだろう。

『なにが〝ということで〟なのか分からないけど、戦闘に集中させてもらうわ』

　大だい丈じよう夫ぶじゃなかったら、きっと黒い丸かなにかで伏せられていることだろうさ。

　────しかし、やつらの攻撃は地味だな。

　もうちょっとこう…………爆発とか起こってくれた方が派手でいいんだが。

『よし、じゃあ俺おれがやろう』

　頼んだ。

「いくぞ、怪人ども！　次はこっちの番だ！」

　ぼいるが怪人たちの方向へ手のひらを向ける。

　身体からだの奥から湧わき上がる熱を手のひらに込めて、爆発をイメージする。

「うりゃあああああああああああ」

　ぼいるの叫びとともに、爆発が起こる。

　どかああああああああああああん。

　ずかああああああああああああん。

　そういえば忘れていた。ぼいるのやつ、力の制御があまりうまくできないんだった。

　なのに爆発を起こすとか。

　ずっこおおおおおおおおおおおん。

　ばっこおおおおおおおおおおおん。

　目も開けられないほどの爆風が人ひと垣がきをなぎ倒し、一帯は白煙に包まれる。

『おい、その擬ぎ音おんやめろ。俺が変なことをしているみたいじゃないか』

「どかああああああああああああん」より迫力があるかと思ったんだがな。

　手を下ろしたぼいるとそんな話をしているうちに、徐々に白煙は風に流されていき、辺りが見えるようになってきた。

　それにしてもやりすぎだぞ、ぼいる。

　怪人たちが立っていた場所に、ちょっとしたクレーターみたいなものができてしまっているじゃないか。

　こりゃ、一いつ瞬しゆんで弾はじけ飛んだな。なむなむ。

　断だん末まつ魔まを叫ぶこともできずに消滅とは。痛みを感じる間もなく逝いけたことだけは幸いか。ほら、最近は痛そうな表現をすると子供たちが恐こわがるからって親おや御ごさんからクレームがきたりするらしいし。

『まず、子供たちは俺たちの活躍を見てはくれないと思うぞ』

　とりあえず、だ。

　今回もよくやった！

　見事敵を倒し、見事なシーンもたくさん魅みせてもらったぞ。

　私はたいへん満足である！

『俺、たまにハカセが公私混同しているような気がしてならないんだ』

　うるさいうるさい！

　さっさと帰還したまえ！

「はいはいっと。おいしゃるる、帰るぞ」

「……………………」

　まだ恥ずかしがっておる。

　かわいいなぁ、しゃるる嬢は。





おわり












「うああああああああああ」

　録画していたアニメ『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』を見終わって悶もん絶ぜつする。

「本当に出てるよ！」

　部屋で一人、思わず声を漏もらす。

　せっかくだしと勇気を出して見てみたら、エンディングで流れてきた『村むら人びとＢ』の名前を見つけて、案の定頭を抱かかえる僕。

　恥ずかしい。照れる。

　再生する前は、ラジオへの出演で自分の声を聞くことにもだいぶ慣れたし、大だい丈じよう夫ぶかな？　なんて思ったりもしたけど、全然そんなことはなかった。

「はあ」

　深いため息も出た。アニメ一本見ただけなのに、どっと疲れた。

　再生が終わり、レコーダーのリモコンをテレビへと向ける。

　指をかけるのは消去のボタン。

　思いだすのは、アニメの収録現場での出来事。

　ボタンを押す指に力が入らない。

「……………………一応、残しておくか」

　その、まあ、記念ってことで、ね。
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「はーい、といったところで、今日きようもこの辺で…………と、普段なら言うところですが！」

　散々しゃべり倒して、録とれ高だかはばっちり。むしろオーバーしてるんじゃないだろうか。毎回毎回、三十分くらいで収まるようにって言われてるのに軽く倍はやってるもんな。

　で、今日の収録もたぶんそんな感じになると思うわ。

　だって、普通に番組を録ったあとに、このくだりをやらなくちゃいけないからね。

「お誕生日おめでとうございまーす!!」

　ちょっと大きい声を出しすぎたかも。イヤホンから返ってきた自分の声が耳にじんじん響ひびく。

　さらにそこへ、落ち着く間もなく耳触りのいいクラッカーの音が立て続けに三発。

　騒さわがしいというレベルを超えている。あとでここだけ音量を絞ってもらわないとリスナーさんからうるさいと言われてしまうかもしれない。

　なんてスタッフサイドの心配をしていたら、それ以上に大きな声が目の前にいる人物から発せられた。

「わ、ありがとうございます!!」

　ただ大きい声というだけではなく、がつんと響く声。

　ちょうど収録当日にお誕生日を迎えた音おと無なしさんである。

　毎年恒こう例れいのことだから、きっと予想はしていたと思う。それでも音無さんはいいリアクションを見せてくれた。

「さあ、ケーキが来ましたよ」

　僕のフリをきっかけに、スタッフさんの用意してくれたケーキがブースの中へと運ばれてくる。

　それを見た音無さんは、目をキラキラさせて、いつもより少し高い声で喜びを表現している。

　音が出ないように拍手をしたりもしている。

　ケーキひとつでこんなにはしゃいでくれるんだもん。こっちだって祝ってあげたくなるってもんだ。

　テーブルの上に置かれたケーキには、大きなろうそくが三本。

　ゆらゆらと揺ゆれるろうそくの炎を囲み、スタッフみんなでハッピーバースデーの歌を歌う。

　歌が終わると、音無さんは一息でろうそくの炎を吹き消した。

　ここで改めてお祝いの言葉を贈ろう。

「音無さん、おめでとうございます！」

「ありがとうございます！」

　ぺこりと頭を下げながら言う音無さん。ラジオの収録中だから、動作はリスナーさんに伝わらないけどね。

「えっと、音無さんいくつになったんでしたっけ」

　さっそくケーキへと向けてフォークを近づける音無さんに、僕は質問を投げかける。でないとこの人、マジ食いしてしゃべらなくなるし。で、放送事故になるからしゃべってくださいって注意すると、「じゃあ村むら人びとくん繫つないで！」ってなるのだ。

　分かってる。すべて分かっている。だから未然に防ぐのだ。

「え？　知ってるでしょ、同い年なんだから」

「そら知ってるけど！　ほら、ラジオ的にさ」

「あー、ラジオ的にね。なるほどね」

「もう長いことやってるんだから分かるでしょ」

「それはお互いさまでしょー」

「まあね…………って、だからいくつになったのさ！」

「はい！　音おと無なしまどか、三十歳です！」

「おぉー、音無さんも三十になるんですね」

「どういうこと!?　あたし、人間だよ？　アニメのキャラじゃないよ？」

「分かってますけど、なんか実感が…………」

「あたしが三十ってことは、村人くんも今年で三十だからね？」

「言うな！　そんな現実聞きたくもない！」

「なんで女のあたしより男の村人くんがショック受けてんの！」

「たしかに」

　だって音無さん、どう見たって三十には見えないんだもん。いって二十四、五でしょ。

　常に第一線で輝き続けてきた音無さんだけど、最近は少しだけ落ち着いてきた感じ。とはいえ、一番忙しそうにしてた時期と比べてって話で、いまも大変そうだけどね。

　カルミアの活動も長いこと続いてるし。こちらも以前ほどきゃぴきゃぴしたアイドル活動とは少し違ってきたけどね。

　でも、振り付けは激しいし、ライブ活動だって定期的に行われてるし、パワフルなところは変わっていない。

　それだけ体を酷こく使ししてるわりには、全然老ふけないんだもんな。常に忙しく体を動かして歌って踊って笑って、ってのが逆にいいのかもしれない。

　音無さんほどじゃないとはいえ、最近は僕、声優村人Ｂもたくさんのアニメに出演させてもらっている。忙しいのはありがたいことだ。中には僕のことを名めい脇わき役やくなんて言ってくれる人もいて、うれしいやら恥ずかしいやら。

　そのぶん、代表作を訊きかれると困ってしまう。いままで携たずさわってきたお仕事のすべてがかけがえのないものだけど、主役っていう主役はあまりないのだ。

　もちろん主役級のキャラをやってみたいと思う気持ちもある。しかし、いまくらいのペースでのんびりやっていくのが僕には合ってるかな、とも思う。

　そんな僕が唯ゆい一いつ主役になれる現場。

　それが、ラジオの現場だ。

　いま、僕の抱かかえているラジオのレギュラーのお仕事は六本。

　そこそこ多い方だと思う。ただ、週一の番組以外に、隔週、月一の放送や配信も合わせてだから、そんなに大変ではない。

　よくそんなにしゃべることあるね、とか声優仲間に言われることもある。

　でも、番組によって雰ふん囲い気きは全然違うし、相あい方かたによっても変わってくるし、なによりラジオが好きで、楽しいから問題なくやれているのだ。

　たまに、「村むら人びとＢはラジオだけやってればいい」みたいな意見もあったりして凹へこんだりもするけどね。

　で、今日きようはそんなレギュラーの中の一本。

　音おと無なしさんと僕の、二人のラジオの収録中である。

　約二年ほど前、この番組が始まる時は、やはり感かん慨がい深いものがあった。

　かつては『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』というアニメの宣伝番組を、素人しろうとだった僕が、憧あこがれだった音無さんと組んで放送していた。

　あの時と同じように、また音無さんとラジオを、しかも定期的にやれるんだ、と喜んだりもした。

　いざ始まってみれば、もう同じも同じ。お互い歳としをとったというのに、あの頃ころと同じテンションで、あの頃と同じボケとツッコミで、まるであの頃やっていたラジオの続きが始まったような。そんな感覚で新番組を始めることができたのだ。

「誕生日プレゼントはなにがいいですかね」

「村人くんが買ってくれるの!?」

「ちょっと忙しくて事前に用意できなかったのでね、だったら買う前に希望を訊きこうかなと思いまして」

「えっとね、じゃあね…………」

「おまかせでいいですかね」

「いや、えっと、そうだな…………」

「じゃあおまかせで」

「ダメ！　おまかせにしたらネタに走るでしょ！」

「そりゃあ、ラジオ的にね」

　おもしろいのを探すのも、それはそれで大変ではあるけども。

「よし、決めた！　マンションでいいや。村人くん、買ってよ」

　音無さんたら、まーたアホなこと言いだした。こういうやりとりも、本当に変わらないよね。毎年やってて飽あきない僕も僕だけどさ。

「嫌いやですよ！　そもそもそんな金はない！」

「えー」

「がんばって買ったとしても、ワンルームのひと部屋のみですよ」

　もちろんローンでな！

「それでもいいよ！」

「僕が住むんだよ！　買ったとしても住むのは僕だよ！」

「村むら人びとくんは実家に住めばいいじゃん！」

「せっかくがんばって買ったのに!?　…………あ、そうだ。一緒に住むってんならまた別ですよ？」

「…………ふむ」

「真剣に考えるな！　冗談だよ！　音おと無なしさん、各方面がざわつくんで、勘かん弁べんしてもらっていいですか？」

「いや、いいんじゃない？」

「なにがですか」

「一緒に住むの」

「ちょっ」

　おいおいどうした。いったいどんな風の吹き回しだい？

「あたしはいいよ。ただ、マンションの名義をあたしにしてくれれば」

「あ、なんか恐こわい」

「ちなみに村人くん、保険とかはちゃんと入ってる？」

「なに!?　僕どうなっちゃうの!?」

　お昼のワイドショーとかでたまに見るやつですよね、それ！

「だいたい、音無さんの方が稼かせいでるじゃないですか。結構貯ためてるんでしょ？」

　それまで前のめりの姿勢で僕の言葉を聞いていた音無さんが、突然ふんぞり返る。小こ芝しば居いが始まった証拠である。

「ちょっとさー、本当にマジで、今度から収録はヘリポートのあるスタジオにしてくんない？」

「ヘリで来る気ですか！」

「うちのさー、マイ・コプターがとまれないんだよねー」

「コプター!?」

「あ、ごめん、庶しよ民みんは知らないかもしれないけど、セレブなあたしたちはヘリコプターのことをヘリなんて略さないから。コプターだから」

「そ、そうだったんですか。すみません、庶民なもので」

「しっかりしてくれなきゃ困るよ？　なんだったら次回からうちのスタジオで録とる？」

「マイ・スタジオがあるんですか!?　すげー。きっと設備もこことは比べものにならないんでしょうね」

「まあね…………とりあえず、マイクは純金？」

「すげえ！」

「ちょっと声がキンキンになるけど」

「金だけにね！」

「あと、壁かべも超分厚く作ってあるから。絶対、音は外に漏もれないし、なんだったら爆撃を受けてもびくともしないし」

「いざって時にはシェルターになりますね！」

「そそ、だからさ、非常食もばっちりだから」

「へー、さぞかし高価な物が揃そろってるんでしょうね」

「ちっちっちっ。これだから庶しよ民みんは」

「あ、ごめんなさい。なにか間違えました？」

「セレブだから高価な物ってのは安易すぎるよ？　お金持ちはね、高価な物を食べてるんじゃあないの。いい物を食べるの。だから、結果的に高くついちゃうだけ」

「なるほどー」

　いまの相づち、自分でもびっくりするくらいの棒っぷりである。

「ちなみにうちは、どんな非常時でもとにかく新鮮な物を食べられるように、豚に牛ににわとり、野菜各種、全部育ててるわ」

「ちょっと待ってください、スタジオですよね」

「そう。だから収録中うるさいのよ。ぶーぶーもーもーコケコッコー」

「そんなところで収録なんてできねえよ！　はっ！　さては貴様、セレブじゃないな!?」

「バレたか！」

　まあ、最初から音おと無なしさんのことをセレブだなんて思ってなかったけどね、庶民とも思ってないけど！　そりゃあ、マジなセレブの人たちに比べたらってのはあるけどさ。

「えーっと？　で、なんの話してたんでしたっけ」

「プレゼントでしょ!?」

「覚えてたか…………」

「とーぜん！」

　このまま、なあなあにしちゃおうと思ってたのに。

　とはいえ、音無さんには悪いけど、プレゼントの話を広げようにも本当にいまは用意がないんだよね。

　なんてキョロキョロしていたらすっと話題を変えてくれる音無さん。もうお互い慣れちゃって。阿あ吽うんの呼吸ですよ。

「でもさ、あたし全然三十になった実感ないんだよね」

「分かる。中身子供ですもんね」

「そうそう。どうやったら大人おとなっぽくなれるんだろ」

「知的なトークでもしてみます？」

「なるべく的まとに近づいて、重心を見極めるのがコツかな」

「射しや的てきだね。射的のコツを教えてくれたんですね。まあ知性的。さすが音おと無なしさん詳しい」

「あたし、人生で射的やったことなんて一回か二回くらいしかないけど」

「じゃあなんでドヤ顔でコツとか語ったんだよ！」

「ドヤ顔はダメだね。全然知的じゃない。っていうか、あたしに知的な感じを求められても無理！　台本の漢字すら読めない時あるのに」

「感じと漢字…………ダジャレは大人っぽくないと思いますよ？」

「いや、ちょっと待って。いまのは狙ねらったわけじゃなくて」

「素すですか」

「素だった。だからイジらないで。恥ずかしいから」

　まあ、この業界、作品によっては難しい漢字が出まくったりするもんね。日常生活では絶対に使わないような漢字が。

「じゃあ…………そうですね、三十になったことだし、なにか新しいことを始めてみるとかどうですか？」

「なんだろう…………。あ、免許でも取ろうかな」

「あー、音無さんまだ持ってないんでしたっけ」

「うん。村むら人びとくんは取ってたよね」

「はい。いつか必要になるかなって思って。最近、全然乗ってないですけど…………」

「あたしも教習所通おうかな」

　音無さんの運転か…………。

　な、なんか恐こわいな。

「音無さんは免許取らなくてもいいんじゃないですかね？」

「なんで!?」

「なんか恐いんだよ！　爆発とかしそうなんですよ！」

「するわけないでしょ!?　どうやったら車運転してて爆発なんかすんの！」

「いや、なんかこう…………変なスイッチとか押しちゃって」

「最近の車って自爆装置かなんか付いてんの!?」

「音無さんって、あえて悪い言い方すると、結構がさつじゃないですか」

「良いい言い方してよ」

「音無さんって…………がさつじゃないですか」

「変わってないし！」

　とっさに思い浮かばなかった！　大だい胆たんって言えばよかったかな。

「音おと無なしさん、縦じゆう列れつ駐車とかできなさそう」

「できるし！　アルコールで消毒して、血管にぶっ刺せばいいだけでしょ？」

「その注射じゃねえよ！」

「白衣だって着てあげるわよ？」

「え、なに？　医師の免許を取るって話だったの？　それはお願いだから絶対やめてね？」

「なんでよ！」

「いくらなんでも音無さんに命は預けられないですよ…………」

「預けてよ！　命、人生、有り金、全部預けてよ！」

「金!?　持ち逃げする気満々でしょ！　もう音無さんは医師の免許も車の免許も取らなくていいです」

「えー。じゃあ車が必要になったらどうするの」

「誰だれかに乗せてもらえばいいでしょ」

「じゃあ必要になったら村むら人びとくん呼ぶわ」

「お、乗ってく？」

「朝スタジオまで送ってもらったり、打ち上げで遅くなった時とかに呼ぶから」

「それただのアシって言わないですかね!?」

「もしくは、マネって呼ぶかもしれない」

「音無さんマネージャーにそんなことやらせてんのかよ！」

　冗談ですよね？　さすがに噓うそですよね？　新人のマネージャーとか、音無さんには頭上がらないだろうしなぁ。

「あー、でも、話してたら本当に免許欲しくなってきた。この際なんでもいい。なんの免許でもいい」

「じゃあ手軽なところで、漢字検定でも受けたらどうですかね」

「たしかに仕事には役立つかもね。あ、そうだ！　調理師免許とかどう？　村人くん取ってよ」

「僕が取るんですか？」

「そそ。で、あたしにごはん作って」

「なんで音無さんに!?　っていうかお店を出すとかじゃなければ免許いらないでしょ!?」

「そっか。じゃああたし、朝は目玉焼き食べたい」

「作らねえよ!?」

「半熟でお願い。あ、しょうゆは減塩のやつでお願いね」

「注文多いな！　もう料理のできる旦だん那なでもゲットした方が早いんじゃないですかね!?」

「結婚か…………」

　あ、一気にテンションが。

「なんか最近、ファンのみんなからのお手紙とか番組に届くメールとかでさ、『早く結婚して幸せになってください』ってよく言われるようになったんだよね。え？　あたし心配されてるの？　たしかに、最近友達の結婚式とか行くと、ブーケトスの時に最前列を譲ゆずってもらえるようになったけどさ」

　お、音おと無なしさん…………。

　なにそのエピソード。ちょっと泣きそうだよ。あえて拾わないであげるね、かわいそうだから。

「んー…………っていうか、もうちょっと落ち着いた方がいいよっていう忠告なんじゃないですかね」

「あ、そゆこと？」

「いつまでもかわいこぶりっこしてんなよ、って遠回しに言われてるんですよ」

「してる!?　あたし、ぶりっこしてるかな」

「…………ごめん、してないかも」

「だよね。あ、でもさ、だんだん『かわいい』って言われることに抵抗を覚えるようにはなってきたかも」

「というと？」

「いや、だって…………三十になって『かわいい』って、なんか恥ずかしくない？　『きれい』とかならうれしいんだけど。あ、いや、それも恥ずかしいは恥ずかしいんだけど」

「そんなもんですかね？」

　僕はかわいいなんて言われることないからなぁ。かっこいいとかは、たまーに言ってもらったりするけど、素直にうれしいよ？

「だってさ、イベントとかでステージに共演者のみんなと上がった時とかさ、周りを見たら十代とか二十代の正しよう真しん正しよう銘めいのかわいい真っ盛さかりな女の子たちがいるわけじゃない？　なのにアラサーのあたしに『かわいい！』って…………あたしはもういいから！　他ほかの娘こたちに言ってあげて！　ってなっちゃう。うれしいんだよ？　言ってもらえるのはうれしいんだけどね。どう返したらいいのか分かんなくて」

「音無さん、気をつけてね？　この業界、三十過ぎても、四十になっても、かわいい人いっぱいいるからね？」

「あ、違うよ？　べつにディスってないよ!?　あくまであたし個人の話だからね」

「それだったら、音無さんはかわいいんだからしょうがないんじゃないですか？」

「……………………なんかむかつく」

　すねた！　頰ほおも軽く膨ふくらませている。

「なんで!?　褒ほめてるのに!?」

「なんか、その、余裕しゃくしゃくの顔で女の子をさらっと褒ほめる村むら人びとくん、腹立つ」

「ひどい」

「昔は照れちゃってそんなセリフ絶対言えなかったのにー。なんかつまんなーい」

「僕だって成長してるんですよ。今年で三十なんですから」

「村人くんは結婚しないの？」

「うわー、それ訊きく？」

「ほら、たまにこの番組宛あてのメールで来るじゃん。『おまえらもう結婚しちゃえよ』って」

「あー、来ますね。人の気持ちも考えろってやつ」

「どういうこと!?　あたしじゃ不満!?」

「不満っていうか、不安」

　でも、たしかにそういうメール来るんだよね。この番組ももう長いし。この調子でずっと二人でボケとツッコミを繰り返してるから、完全に夫婦めおと漫まん才ざい扱いされてんの。夫婦漫才ならいいんだけど、本当に夫婦になっちゃえって言われるからなぁ。それも、熱心な音おと無なしさんのファンから。昔だったらありえないことだ。

　これも、歳としをとった影えい響きようなのかなぁ。

　あと、ファンの人たち以上に声優仲間からもそういうイジりが多いのなんのって。

　飲み会で音無さんと一緒になろうもんなら、みんなおもしろがっちゃってさ。優やさしさとかじゃないんだよ。あいつらおもしろがってんだ。

　どんなに否定しても、「そんなこと言って、本当はもう付き合ってんでしょ？」とか言うんだもんな。まったくいいお世話だっつの。

　そんでもって、仲のいい声優仲間たちそれぞれが自分の番組で「あそこの夫婦はね」みたいな話をするもんだから、公認のカップルみたいになっちゃってるんだ。

　まあ、なんだ。悪い気はしないけどさ！

　音無さんが「かわいい」って言われて反応に困るってのと同じで、どう返したらいいか分からんのよ。

「もしあたしたちが結婚するなら、カメラ回してもらわないとね」

「あー、まあね。一生に一度の思い出ですもんね」

「…………そうかな？」

「そうなの！　そういうことにしておいて！　二度も三度も経験したいんですか？」

「できればしたくない」

「でしょ？」

「でも、撮った映像をドキュメンタリー風に編集すれば売れるかもよ」

「いやらしいこと考えてんなー」

「ほら、知り合いの声優さんたちいっぱい呼べばゲストになるし」

「人の結婚式の映像見て、誰だれが楽しむんですかね」

「披ひ露ろう宴えんなら余興もいっぱいあるし、両親へのお手紙で涙を流すシーンとかもあるしさ、笑いあり涙ありのすてきな映像になると思うよ？」

「親族や友人なら見て楽しめるかもしれないですけどね？　どうなんだろう。斬ざん新しんすぎて判断がつかない…………」

「こぼれた涙を瓶びんに詰めてさ、初回限定版には抽選券を封入するんだよ。で、応募者の中から限定で一名様にプレゼント、とかすれば二枚三枚買ってくれる人も」

「いねーよ！　音おと無なしまどかの涙が欲しい人なんていないよ！」

「涙だけに『売る売る』って」

「それが言いたかっただけだろ！」

「ご祝しゆう儀ぎ的な感じでお願いしますって言えばきっとみんな買ってくれるよ」

「人の善意を商売に利用するな！」

　音無さんにツッコんでたら、ブースの外のスタッフさんが手を回し始めた。

「あ、ほら、音無さん。そろそろ締めないと」

　ただでさえ普通に一本分の収録をした後なんだから。いつまでもベラベラしゃべってたらスタッフさんたちに悪いよ。

「ちょっと待って、まだケーキ食べてないんだけど！」

「後にして！」

「えー」

　文句を言う音無さんを無視して、台本に目を落とす。

　とりあえず言うこと言って、締めるだけは締めておかないとね。後はスタッフさん、すみませんがいつものように編集でうまいことやっておいてください。

　今日きようも、いつもと同じラジオの収録である。

　きっと、どれだけ歳としをとっても、どれだけの収録を経験しても、このブースの中の空気は変わらない。

　僕と音無さんの関係がちょこっとだけ変わったとしても。










「あー、お腹なか減った」

　某ぼう所しよへ向かう電車の中、隣となりに座る彼女がお腹をさすりながら言う。

　だから僕は、至し極ごくまっとうな正論を言ってやることにする。

「ちゃんと朝ご飯食べないからだよ」

「じゃあ作っといてよ」

「そういうのはきちんと早く起きられるようになってから言いなさい」

「せめて味み噌そ汁しるくらい作っといてっていつも言ってるじゃん！」

「作ってたよ！　作ってたけど、だいたい一人で全部食べるハメになるから、最近はもういいやって」

「その『もういいや』ってのがダメなんだよ！　人間ってのはね、最初に妥だ協きようした瞬しゆん間かんから堕だ落らくしていくんだから！」

「僕よりも堕落している人に言われたくない…………」

「最初はぜーんぶやってくれてたのに」

「まあ、どう考えたって僕の方が時間あるからねぇ」

　抱かかえている仕事の数が違いすぎる…………。

「そーゆーこと言わないの！」

「ご、ごめん」

「まあ、あたしが気にすんなって言っても、どうせあんたは気にしちゃうんだろうけど」

　そりゃあ僕も男ですからね。収入とか比べちゃうと、もっとがんばらないとなぁ、って思っちゃうよ。

「あ、そうだ。引き出しにハサミがふたつ入ってたんだけど」

「うん」

「ハサミはあたしが持ってくからいいって言ったじゃん」

「そうだけどさ、まだ使えるのを捨てるのもなんだしさ」

「そんなことばっかり言ってるからうちの中、物だらけで全然片づかないんじゃん。服は仕事柄しょうがないとしても、もう収録終わった台本とかは処分しなさいよ」

「いやあ…………なんか捨てづらいんだよね」

「キリないわよ？」

「それは分かってるんだけどさ」

　引っ越し以来、まだ開けてもいない段ボールとかあるからな…………。

　あ、そうだ。段ボールといえば。

「ちなみに僕の分は全部片づけたからね！　部屋に出しっぱなしの段ボール、残りは全部そっちのだからな」

「あー、じゃあやっといて」

「勝手に開けていいのかよ！」

「べつにいいわよ。いまさら隠すようなものないし」

「そ、そう…………」

「あ、いまドキドキした？　ときめいちゃった？」

「ば、ばーか！」

「そんなことより、あんたは大だい丈じよう夫ぶなの？　あたしに見られたくないモノ、全部処分したの？」

「したさ！　あ、いや、その」

　本、ＤＶＤ、ＢＤ、パソコンの中のあれこれ。すべて処分、もしくは友人に譲ゆずったはずだ。

　あ、でも、アレだけは残してあるんだよな。昔集めた、音おと無なしさん関連のアレコレ。絶対に見つからないように隠しておかなくちゃ。

「もしあたしが見つけたら、ラジオで全部言うからね」

　こ、恐こわい…………。

　やっぱり見つかる前に捨てようかな。もったいないけど…………。

　ううむ、どうしよう。…………保留！

　というところで、電車が僕たちの降りる駅に着いたようだ。

　駅から目的地まではそう遠くなかったはず。今日きようは天気もいいし、散歩がてら歩いて行こう。

　電車の中と同じようなノリでおしゃべりしながら歩いていたら、すぐに着くさ。




　ほどなくして、到着。

　同じような四角い石が、等間隔に並んでいる静かな空間。

　その中のひとつ。

　その前で僕と彼女は立ち止まった。

　目の前の大きな石には『音おと無なし家け之の墓はか』と刻まれている。

　途中で買ったお花をお供そなえし、線香をあげる。

　柄ひ杓しやくで水をかけて、最後に手を合わせる。

　想おもいは口に出さず、心の中で、きっと伝わっていると信じて。

　無言のまま、二人でお墓参りを済ませた。

「で、なんで急にお墓参りなの？」

「なんだかんだで色々お世話になったしさ、一応、報告くらいはしておこうかなって」

「あのバカオヤジのことだから、きっと反対するわよ」

「はは、だろうね」

　それはそれは真まっ赤かな顔して激怒するかもしれないわ。

「それに、マジでどっかからこっそり見てるかもしれないわよ」

　うわ、マジ勘かん弁べんだわ。

　あんなところやこんなところを見られてたらと思うと…………うわあああああああ。

「んー？　なにを想像したのかな？」

「な、なんでもねえよ！」

「なんだろうなー。分かんないなー」

「うるさいって」

「ちなみにあたし、もう三十なんだけど」

「分かってるって」

　きちんとケジメつけるって。そのために今日きよう、こうしてここに報告に来てるんだから。

　ケジメ。そう、きちんと言うんだ。

　一緒に住むようになって一ヶ月くらいか。いつまでもなあなあにしてちゃいけないよな。

　よし。咳せき払ばらいひとつ。

　気合いを入れて、気持ちを入れ替えて。

「えっと、その」

「ん？　なに」

　思わずうつむく僕を、下から覗のぞき込んできた。

「だから、あの」

「なになに？　どしたの？」

　にやにやしながら見てくる。

「急せかすなよ！」

「緊きん張ちようしてんの？」

「してねーし！」

　してるし！　するに決まってんでしょ、こんなの！

　ええい、このままでは彼女に、いいようにからかわれるだけからかわれてしまう。

「あのっ、音おと無なしさ────」

「待って」

　急にきょろきょろと辺りを見回し始めた。

「ど、どうしたの」

「いや、誰だれかに見られてたら大変だなって」

　あー、あったね、そういえばそんなこと。

　大変だったわ。

　あの時の、犯人だと僕たちが思ってるあの男とは、あれからも何度か現場ですれ違ったりしている。のらりくらりとうまいことやっているようだ。

　当時は悔くやしい思いもしたし、いまだに腹が立つこともある。しかし憎にくまれっ子世にはばかるというのは本当のことで、場所によっては「敏びん腕わん」なんて呼ばれたりもしているらしい。でもそんなの知ったことか。相手にしても仕方がない。構うだけ時間の無む駄だってもんだ。

　そんな現実という名の煮にえ湯を飲み込めるくらいには、僕も大人おとなになったのさ。

「よし、大だい丈じよう夫ぶみたいね」

　お墓参りのシーズンでもないしね。僕たち以外に人の姿はない。

「じゃあ、その」

「待って」

「今度はなに!?」

「録音する？」

「しねーよ！　なんのためにだよ！」

「なにかの時に使えるかなって思って」

「なにかの時ってなに!?」

　そんな時が来ないことを切に願う。

「もうすっと言わせてよ！」

　何度も何度も仕切り直して、そのたびに心を落ち着かせて、勇気を出してるんだから！

　なんて思ったけども、どうやら彼女も僕と同じようで。

「だって…………こんなの、あたしだって初めてなんだから」

「あ…………う…………」

　やべ、二人して黙だまってしまった。

「だ、だいたい、あんたがあたしを本当に幸せにできるのかしら？」

「できるさ！」

「どうやって？」

「どうやってって…………」

「お味み噌そ汁しる作ってくれる？」

「インスタントでも常備しておこうか」

「愛が足りなーい」

　わがままだなぁ。

　じゃあもっと愛情たっぷりでいくわ。

「仕事から帰ってきて、疲れてソファで寝ちゃったらベッドまで運んでくれる？」

「お姫さま抱だっこでね」

「朝、遅刻しないように起こしてくれる？」

「寝てる間に濡ぬれタオルで顔拭ふいて、メイクまでやってやるさ」

「それはやりすぎ」

　二人でくすりと笑った。

　同感だわ。さすがにそこまではしないよ。いや、やれって言われたらやってもいいけど。ただし、どんな顔になるかは保証できないよ？

　なんてやりとりをしていたら。

　その言葉は、唐とう突とつに彼女の口から飛びだした。

「じゃあ、いいよ」

　微笑ほほえみながら、彼女は言った。

　僕のツッコミをうれしそうに受けながら、さらっと答えた。

「え？」

「末永くよろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げられた。

「いや、ちょっ、待てって！　ずーっと、どうプロポーズしようか考えてたのに、こんな流れと勢いで!?」

「なに、ずっと考えてたの？」

「考えてたさ！　当然だろ、男として決めるべきところはちゃんと決めようと…………」

「じゃあ、改めてどうぞ」

「ええ！　この流れで!?　しかももう一回!?」

　恥ずかしいことこの上ない。何度も繰り返すようなことでもないでしょう。

「何回されてもうれしいものはうれしいし、もう答え分かってんだからやりやすいでしょ？」

　そういう問題じゃない…………。

　しかも、もう混乱しちゃって頭の中は真っ白。

　考えていたセリフも忘れちゃったよ。

　けど。

「じゃあ…………音おと無なしさん！」

　やるさ。何度だって。

「はい」

　貴女あなたが笑ってくれるなら。

「笑われてばっかりの僕だけど、もしよかったら…………」

　こんな大事な時にもかっこつけられない。

　いつも通りの僕だけど。

　それでも、よかったら。

「僕と、結婚してください」

「……………………うん。今日きようかいた赤っ恥も、一緒に明日あしたのいい思い出話にしていこうよ」

　そうだね。

　貴女と一緒だったら、きっとそれができる。

　この先、どんなに大変なことが起きても。

　あの時は大変だったよねって笑い合える。

　心からそう思うよ。
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あとがき




　最近、甘いコーヒーを飲むと胃がむかむかするようになってきました。サイトーです。これでようやく大人おとなの仲間入りでしょうか。大人をすっ飛ばしておっさんの領域に足を踏ふみ入れそうなんですけど。しょっぱい物がうめぇ。こうなったらいっそのこと甘いコーヒーに慣れてやります。そして、甘い現実の中を大人げない顔で闊かつ歩ぽしてやるのです。だから誰だれか甘やかして！

　なんて言ってますが、実際サイトーは恵まれている方でして。ひとつのシリーズを十巻も続けるなんて凄すごいことなんだよ、と作家仲間や担当さんにちやほやされて、褒ほめそやされて、いつか足をすくわれそうです。なんて世せ知ち辛がらい世の中！　優やさしいのは読者の皆さまだけですよ。

　そんなわけで、今回は正しよう真しん正しよう銘めいの最終巻ということで、短編集をお送りしました。

　せっかくなので一本ずつコメントしていきますね。よって、ここから先は十巻をお読みくださった後にお進みくださいませ。





・良りよう人ととまどか、ＡＭＷへ行く



　初の短編でございます。書いたのも、一巻が出た直後。いま読み返すと色々と書き直したい部分も多いですが、電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ掲載当時のままをなるべく残しておきました。よって、この十巻はサイトーの成長の記録でもあります。そしてなにより、ネタが古い！　ブブゼラって。いまちっとも見ないし、聞かないよ！　あと、オール・メイク・ワールドの編集部は新しん宿じゆくから飯いい田だ橋ばしにお引っ越ししているような気がします。





・エキストラヒーロー登場！



　書き下ろし…………ですが、実は書いたのはずいぶん前なんです、これ。なにかのタイミングでサイトーが勝手に書いて、担当さんに突然送りつけ、そのせいで特に発表する場もタイミングもないままお蔵くら入りになっていた一本です。ゴールデンウィークの最終日ということで、二巻直後のお話ですね。





・良人、しぐれのマネージャーになる



　こちらは雑誌に掲載されたお話ですね。季節はぐっと進んで夏休み。良人のインターンシップのお話です。しぐれさんがメインのお話になっておりますが…………良人くん、ちょっといいとこ見せすぎじゃないでしょうか。





・秘密の花園の秘密の薔ば薇らの園



　超お嬢さま学校であるグレイス女学院の文化祭に良りよう人とがお邪じや魔まするお話。担当さんから「僕は好きですけど、読者の皆さんは大だい丈じよう夫ぶですかね？」と言われてしまった問題の一本でございます。これまでこのシリーズでたくさんのお話を書いてきましたが、たしかに異色。というか、男色でしたね。当時の私はなにを考えていたのでしょうか。





・ぼいる・しゃるるの法ほう則そく



　与よ太た与よ作さく先生に書き下ろしてもらいました、という設定です。四巻で良人がアフレコに参加した回のお話です。いま思えば、彼の記念すべき声優デビュー作なんですね。第一声がアレとは、前途多難というか、彼らしいというか…………。





・いつかのある日…………



　こちらも書き下ろしです。九巻の後、エピローグのさらに後のお話。現実世界では三み十そ路じオッケーみたいな風潮がありますが、良人もそれに乗ったのでしょうか。今後二人はなんらかの発表をするのでしょうか。気にはなりますが、二人の未来は二人のものです。きっと二人でよーっく話し合って決めることでしょう。末永くお幸せに爆発すればいいよ！




　そんなわけでお送りしてまいりました『彼女アイドルはつっこまれるのが好き！』ですが、ついについにお別れの時間でございます。

　先ほども書きましたが、ここまでシリーズを続けてこられたのも、担当さん、魚さかなさん、サポートしてくださったたくさんの皆さまのおかげでございます。

　そしてなにより、ここを読んでいるあなた。一巻から追い続けてくださった方、途中からの方、お付き合いした時間に差はあれど、感謝の気持ちは等しく無限大。

　ありがとうございました。

　またどこかで会える日を願って…………というか、きっと会えますよね。会えるって信じてるもん！

　というわけで、いつもの結びの一言を贈ります。

　あなたの貴重なお時間をほんの少しでもいただけたのなら、こんなに幸せなことはありません。本当にありがとうございました！　お相手は、サイトーマサトでした！







[image: ]







サイトーマサト

またいつか、どこかで。

笑顔でお会いしましょう！
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イラスト／魚さかな

二人とも少し大人っぽく描いてみました。

幸せそうで良かった良かった！

読んでいない短編もあり今回まとめて楽しませていただきました。

サイトーさんの性癖（？）も理解。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電撃文庫編集部

「サイトーマサト先生」係

「魚先生」係
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